
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『心こころ音ね淡あわ雪ゆき殿──私を貴殿の女にしてもらえないでありますか？』

　いよいよ初めてできる後輩である四期生のお披露目配信日になり、どんな子がやってくるのかと期待に胸を膨らませていた私は、現在一番手に登場した相そう馬ま有あり素すちゃんに愛の告白をされていた。

　…………は？

『私、今まで人並みの人生を歩んできた中で、心の隅でどこか退屈だと感じてしまうところがいつもあったのであります。アイドル活動もこの退屈さを埋めるために始めたものでありますな。でも私の心の渇きは相当なものだったようでまだなにか私を満足させてくれる大きなものを欲ほっしていたのであります』

　未いまだに混乱で思考がまとまらない私とコメント欄を後しり目めに深々と一人語りを始める有素ちゃん。

[image: ]

　あー、うん。未だに脳の回路は絶賛迷子中だけど、一つ察したことはあるぞ。

『そんなときです！　あの伝説の淡雪殿配信切り忘れ事件を偶然ネットニュースで目にしたのであります！　その衝撃たるや私の今までの人生全てを積み重ねたところで遠く及ばないものでありました。最も近い感情で表すなら……一ひと目め惚ぼれですかな』

　この子相当頭の中ライブオンしてやがるな!!


：なんだこれは……たまげたなぁ

：うっそだろお前www

：？…………??（日本語のはずなのに理解できない）

：what?

：つまりどういうことだってばよ！

：配信切り忘れてストゼロでガンギマった後、同性VTuberにセクハラ発言連発した後泥でい酔すい寝落ちして、起きたらゲロ吐きながら配信終了した自称清せい楚そに一目惚れしたらしい

：世界ってまだ見ぬ神秘に溢あふれてたんだな

：意味わからな過ぎて悟り開いてて草



『誰もいない道を堂々と歩いている、でもその結果気づけば多くのファンが淡雪殿に夢中になっていた。これこそが私の心が渇かつ望ぼうした事象だったのであります。その日から私の意識はもう全て淡雪殿に向けられていました。配信はもちろんアーカイブもひたすらに流し続け、どんなことをどのタイミングで口にされたのかを完全暗記し、そのことに堪こらえがたいほどの快感を覚えました。勿もち論ろんスパチャは上限いっぱいで送れるだけ送っているのであります！』

　重いわ！　なんじゃこれ背筋がゾワゾワしてきたよ！

　確かに！　確かに慕ってくれる子が欲しいとは言ったけどもこれはなにか違うのではないか!?

　ファンでいてくれるのは勿論嬉うれしいんだけど、今まで芸人扱いでこんな妄信的に見られることなんてなかったからもう混乱で頭オーバーヒート寸前だよ……。


：うん、素直にドン引きです、最高や

：これでこそライブオン

：公式が絶対に斜め上を目指すのホント草

：シュワちゃん震えあがってそう

：四期生のやべーやつ

：どうしてこの子を先頭にしてしまったのか

：後ろも同じくらいやばいんでしょ

：まさかのあわちゃん信者は草草の草

：在日日本人ですが、彼女が何を言っているのか理解できません

：ただの日本人じゃねぇかw

：わぉ！　彼女はクレイジーだね！　びっくりしたよ、彼女は未来に生きてるね。一つ言えることは、僕たちは彼女にもう夢中ってことさ

：海外の反応風やめれ

：推しにする、決定や

：淡雪、頑張って有素ちゃんをこんなにした責任取るんやで（にっこり）



『長々と自分語りになって申し訳ないのでありますが、そんなこんなで淡雪殿に少しでも近づきたかった私はライブオンの四期生募集に応募して、今ここに立っているわけであります！　憧れの人と同じ舞台に立てて幸せいっぱいで最高でありますな！　えっと、まだ時間が余ってるみたいなので質問などあればぜひお答えしたいのであります！』

「ははは……」

　もうなにがなんだか考えるのもつかれたので、乾いた笑いを出すことしかできない。

　ま、まぁ広い観点で見れば慕ってくれるかわいい後輩だから別にいっか（現実逃避）。

　うんうん、広い心を持つことが大事なのだ！　宇宙のような広大な心で有素ちゃんを迎えてあげよう！


：どうやって受かったの？　面接とかなに話した？

：確かに気になる

：嫌な予感しかしないwww



『あ、実は私書類選考の時点で落ちているのであります！』

　え、まじか？

『でもどうしても諦めきれなくて、複数回応募はだめなんて書いてなかったので、毎度淡雪殿がどれだけ素晴らしいかの論文を内容を変えて提出していたら、五回目でやっと面接まで進めて、そこでもひたすら淡雪殿への愛を語ったら採用された次第であります！』

「いや書類選考に私に関する論文出すのはおかしいでしょ！　絶対何回も落ちたの自分のアピールしなかったからだよ！」

『待ちに待った面接なので、最初は普通にしようかとも考えたのでありますが、尊敬する淡雪殿へ敬意を表して、淡雪殿のように自分のありのままをさらけ出した面接をしたら合格したのであります！　やはり淡雪殿は私の救世主でありますな！』

「鋼のメンタルなのもすごいと思うけど、努力の方向音痴感もすごい！」

　ま、まて、冷静になるんだ淡雪、さっき受け入れてあげると言ったばかりではないか、こんなことで平常心を失ってはだめだ。

　淡雪よ、お前は女の子が大好きだったはずだ、この状況を見てみろ、カモがネギ背し負ょってきたが如ごとくかわいい女の子が懐なついてきてくれてるんだ、最高のシチュエーションだろ？

　ほら、落ち着いてみれば愛情深くてかわいい子だよ有素ちゃんは、うん。


：ありのまま過ぎてアホと淡雪の女王になってるやん

：この厄災を採用したライブオンは完全に病気、いいぞもっとやれ

：これが淡雪原理主義の末路か

：同担拒否のストーカー系ヤンデレかな？

：あわちゃん中に誰もいませんよされちゃう？



『ムッ、なにを言っているのでありますか！　淡雪殿の幸せこそ私の幸せ。淡雪殿が淡雪殿らしく活動しているのが大切であり、自分を押し付けて活動を邪魔するような人はファン失格なのであります！』

「ほら！　やっぱりいい子じゃないか！」

　やっぱりちょっと主張が誇張されがちなだけのいい子のようだな、ふぅ安心安心。


：あわちゃんからなにか一つ貰もらえるとしたら何が欲しい？



『欲しいものでありますか……絶対に叶かなわないものでも大丈夫なら、しいて挙げるなら【口こう蓋がい垂すい】ですかな』

「ふぁ!?」


：www

：予想外すぎて大草原

：口蓋垂ってなんぞ？

：喉ち○このことぞ

：ぇぇぇ（大困惑）

：なんでだよwww



『だって、喉の一部とはいえち○こはち○こなわけであります。それを私の体に取り込めば実質Ｓ○Ｘになるのではないかと思うのでありますよ！』

「　　　　　　」


：発想の勝利

：敗北の間違いでしょ

：www

：切り抜き確定演出

：やべぇよやべぇよ……

〈宇う月つき聖せい〉：ためになるなぁ

〈神かみ成なりシオン〉：あれは彗すい星せいかな？　いや、違うな。彗星はもっと、バァッって動くもんな……

：精神崩壊ママ強く生きて

：自己紹介で息を吸うように男性器を連呼した挙句Ｓ○Ｘ希望をした女



『あ、もう時間でありますな！　それではこのストゼロレモン味で締めにしたいと思うのであります！　それでは乾杯！　プシュ！　ごくっごくっごく！　[image: ん゛][image: ん゛][image: ん゛]ぎもぢいいいぃぃ!!』

　阿あ鼻び叫きょう喚かんなカオスと共に、有素ちゃんの配信は終了となった。

　だが下りた幕とは対照的にそれから数分間、私は開いた口が塞がらないのであった……。







『やっほ〜みんな〜！　元気ですか〜ですよ〜』

「はっ!!」

　や、やばいやばい、さっきの有素ちゃんの自己紹介の衝撃がすごすぎて放心しちゃってた。

　うっ、有素ちゃんの名前を思い浮かべるだけでまた意識が遠のいてきた。

　もうこれからは『名前を呼んではいけないあの人』と考えるようにしてやろうかこんちきしょう。

　ふぅ、落ち着け私、テンパってる場合じゃないぞ、もう二人目の自己紹介が始まってしまった。

　先輩として、盛大に迎え入れてあげなければ！

　さて、二人目はどんな子かな？

　画面に映っている姿は……うん、一言で表すなら『デカい』だね。

　え、マジでどうなってんのその胸、どんだけ夢いっぱい詰めたらそうなったの？

　こんなの見せられたら、此方こちらも抜かねば……無作法というもの……。

　身長はさっきの有素ちゃんよりちょっと高めかな、体つきは胸を筆頭に非常にやわらかそうで性欲を持て余す。ムチムチとまではいかないちょいムチって感じですな。

　お顔もパーツが全体的に丸い感じ、巻かれた肩まである優しい紫の髪も相まって、なんとなく母性を感じてしまう見た目だ。

　だがその中で唯一対照的に鋭く尖り自己主張しているパーツがある、それは耳だ。

　なるほど、つまりこれは所謂エルフということだな。

　民族チックな衣装も相まって第一印象はまるで森の女王だ。

『初めまして〜、普段はエーライ動物園の園長をしている、エルフの苑その風かぜエーライですよ〜。私は、皆に動物さんたちの魅力を余すことなく知ってもらうために、この度VTuberになったですよ〜！』

　ほーほーなるほど、エルフで動物園の園長さんときましたか。

　それならこの醸かもし出だされている母性もなっとくかもしれないな。


：ママ枠来たー！

：デカい（歓喜）

：まさかの常識人枠ある？

：ついにシオンママに救いの手が！

：いや待て、見た目で判断するのは早計だ、あのライブオンだぞ



　確かにコメントで言われている通り今のところすごくまともだ。

　ついに常識人の王道可か愛わいい枠来ちゃいますかこれ!?

『さて〜、それではちょっと時間まで動物さんたちの雑学でも話していきたいと思いますですよ〜！　まず最初はみんなご存じ【ゴリラ】ですよ〜！　決してゲームセンターの音楽ゲームで人間の限界を超越した方々や、年末にケツしばかれてる人とは違うのでご注意なのですよ〜！』

「……ん？」

　あれ、なんか……あれ？　ちょっとこの見た目とはギャップのある発言がきたな……。

　うん、なんかもうこの時点で今までの流れからオチが想像できちゃったかも。


：ケツ（迫真）

：おや？

：流れ変わったな

：ま、まだだ！　王道ママがケツと言ってはいけないなんていう法律はないはずだ！

：それを言うなら清せい楚そがストゼロでハイになってはいけないなんていう法律もないんやで



『みんなゴリラの見た目はもちろん知ってると思うけど、細かい生態に関しては知らないことも多いと思うんですよ〜。例えば、ゴリラが自分の胸を両手で叩たたいて音を出すドラミングという行為、これって手をグーの握りこぶしではなく、パーの手のひらで叩いてるって知ってましたかですよ〜？』

「ほへー」


：マ？

：これは聞いたことある

：ほーほー

：まじ？　例のネクタイゴリラグーで叩いてなかった？

：確かに



『映画やゲームなどではグーで叩いてる作品が多いので、間違って広まってしまったんですよ〜。実際はグーで叩くとゴリラも痛いですし音も響きません。皆さんもスパンキングプレイの時にグーでケツしばいたりしないでしょう？　つまりはそういうことなのですよ〜』

「……」

　ふんふん、なるほどねー。


：純真な笑顔でこの世の終わりみたいなたとえするの草

：なーんでそんなプレイ知ってるんですかねぇ……

：普通の雑学話してるはずなのに毎回一言多いの草

：完全に振り切れてる感じじゃないけど、諸もろ々もろの発言に爆弾が交じってる感じ

：なんか癖になりそう……



『あと、ゴリラは見た目で勝手に凶暴な動物さんだと思われがちですが、実は非常に繊細な心を持ち、ケンカを好まない動物さんでもあるのですよ〜。ストレスに弱くてよくお腹なかを下してしまったりするのです。でも、たまに人間に向かって糞くそを！　ぶん投げてくる!!　こともあるので注意ですよ〜。私は流石さすがに無理ですが、ス○○ロプレイ大好きな上に動物に性欲を感じる超上級者の変態さんは大歓喜ですね〜』
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　ライブオンの人事は見る目あるなー（死んだ目）


：おーい！

：糞をぶん投げるって言った時だけめっちゃにっこにこで草

：なんでそんな性癖やプレイに詳しいんだ……

：ずっと笑顔なのがめっちゃ不気味で闇を感じる

：あ、これ普通に頭おかしいやつや

：自己紹介でクソをぶん投げてくる動物のことを嬉き々きとして話し始めたやつがいるらしいっすよ

：でも雑学としてはためになる絶妙なバランス

：それはある



『あ、もう時間が来たのですよ〜！　名残惜しいですがこのくらいでゴリラ、学名ゴリラゴリラの紹介はおしまいですよ〜。これからは自分の配信で動物さんたちを紹介していくのでよろしくなのですよ〜！』


：おつかれー！

：配信気になる

：常識人枠ではなかったな笑

：これは不思議ちゃん枠なのでは？

：なるほど

：自分の紹介よりゴリラの紹介時間の方が長いの草

：なんかまだ内にやばいなにかを秘めていそう



「もうなんというか、ライブオンが一つのゲテモノ動物園みたいになってきたな」

　よっしゃ、いよいよ次でラストの三人目だな。

　いや〜もうね、なんというかね。

　諦めた!!

　やっぱライブオンすげぇわ、新人なのに変人しかいないもんな！

　真っ白で純真で可愛くて慕ってくれる後輩なんて来るはずなかったんや！

　分かってるよどうせ三人目もやべーやつなんでしょ！

　もう大丈夫、最初から分かってるんだから混乱なんかしないよ。

　せめて、せめて先輩として最後の子はどんな性癖や爆弾を抱えていようと温かく迎えてあげることとしよう。

　うん、後でシオン先輩には胃薬をおすすめしておくことにしよう。手のかかる子が三人も一気に増えるんだもんな、南無南無。

　お、いよいよ三人目来たぞ！

　アバターは……おお、かなり大人っぽいな。ライブオンの中で一番年上に見えるといっても過言ではないかもしれない。

　水色の長髪をワンレンっぽく流し、顔だちもシャープで綺き麗れい系だ。

　聖様の顔だちにも似てるけど、少しマイルドな感じ。

　身長も多分淡雪のアバターと同じくらいかな。

　うーむ、これは妖よう艶えんなお姉さんといった感じですな！

　白と青をベースにした、清涼感とセクシーさが両立してる服もよきよき。

　でも私もう騙だまされない！　どうせ喋しゃべったら裏があるんでしょ！

　……ていうか大丈夫？　アバター表示されてから結構経たったけどいまだに無言なんだがこの子。

　もしかして機材トラブルとかかな？

『ぁ、えと……初めまして……山やま谷たに還かえるです』

　お、どうやら大丈夫みたいだね！

　でもめっちゃ緊張してる感じなのかな？　声が震えててちょっと心配だ。

『えと、初めに言っておかないといけないことがあります』

「お？」

　なんだろ、今までにない開幕パターンだな。

　まぁ一つ分かることはろくな事言わないんだろうなってことだね！

『還は見た目は大人ですが心は赤ちゃんです』

「お、おう？」

『だから甘やかしてください、バブらせてください、オギャらせてください。これが還がVTuberになった理由です』

「おおぅ……」

　これはまた、えぐいのがきましたなぁ……。


：草

：うーん、純粋な恐怖

：もうライブオン

：これはあれだ、多分還ちゃんブレーキ壊れてるどころか最初からついてないな

：少なくともこの時点で分かったこと──四期生清楚枠０



『だから皆は還のママになってください。徹底的に甘やかして死ぬまで人生幼児プレイしてください。なぜなら還は赤ちゃんだからです』


：なんだこいつwww

：赤ちゃんだからです（断言）

：そうか、なるほどなぁ

：納得すんなwww

：ちなみにおいくつです？



『確かに還は体は大人ですが精神年齢は赤ちゃんの自信があります。その証拠に昨日は自宅に引きこもってずっとプリン姫セスココレクトレしてました』

「あかん、これは頭おかしなるで」

　やばい、絶対にこの子やばい。何か現代の闇を感じる。


：www

：もしかして名探偵だったりします？

：名探偵の正反対なんだよなぁ

：なんでそんな自信満々に話してるんだよ笑

：これガチの筋金入りなのでは？

：は？　赤ちゃん名乗るんならもっと本気でこいや！　おぎゃあああ!!

：そうだそうだ、赤ちゃんに失礼だと思わないのか！　ばぶぅううう!!

：赤ちゃんガチ勢が来たな

：なにその罪深すぎるガチ勢は……



『心配ご無用です、ちゃんと服の下にはおむつ穿はいてます、差分でおしゃぶり咥くわえてるアバターもあります。当然です赤ちゃんなので』

　やめて！　そのアバターにおしゃぶりは普通に痛いから！

　てかなんでこの子本当に常に自信満々なの!?　お前精神状態おかしいよ……。

『以上の理由により、還が赤ちゃんであることは理解してもらえたと思います。還をオギャオギャバブバブさせてくれる人大募集です。ご希望のリスナーママ達は還の配信に来てください』


：お、おう……

：最後の最後までチョコたっぷりの新人紹介だったな！

：チョコ（闇の比喩）

：赤ちゃんを名乗るなら堂々とオギャってください



『いいですよ。こほん。あうーあう───ぅぅぅ、おぎゃあああおぎゃあああああ!!』

「うん、君はライブオンより先に病院に行くべきだ！」


：www

：大草原

：迫真過ぎて草

：恥の感情を失った女

：おとなしく働いて、どうぞ

：ママだよ！　履歴書買ってきたよ！



『ひいいいいぃぃぃ!!　お願いします就職は、就職だけは勘弁してください！　なんでもしますからあああぁぁ!!』

「ど、どうした!?　私並みに就職に拒否反応おこすやん！」

　ドタバタした音と共に遠ざかっていく音声。

　結局それから還ちゃんが戻ってくることはなく、丁度自己紹介の時間も過ぎてしまったので、これで四期生の紹介配信は終了となった。

　一体彼女の社会人生活になにがあったのだろうか……。

　最後に全体的な四期生の感想としては……そうだね、中華の満漢全席食べた後にフレンチのフルコース食べて締めに特上寿す司し食った感じかな！
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　──まぁこんなこと言ってても、結局はこれからが楽しみな自分もいるんだけどね。







[image: 第一章]




[image: ましろんとまったり（当社比）コラボ]




　四期生が入ってから更に破竹の勢いで盛り上がりを増しているライブオン。あれだけ濃いメンツなだけあってその分期待度も高いのだろう。

　また、三期生のデビュー直後に比べても四期生の話題の広がり方は明らかに上をいっていた。これは三期生に魅力がなかったのではなく、三期生加入以降から今日にかけてライブオンの知名度が日に日に高まった結果なのだと私は思う。私たちの頑張りが組織の成長につながり、そして後輩の順調なスタートへの架け橋となったのだ。

　そして迎えた今日の配信時間、私が選んだコラボ相手は──

「ぐるぐるぐるぐるどっかーん（プシュー）!!　どうもシュワちゃんだどー！　そして今日のイカレタメンバーを紹介するぜ！」

「はい、子供のころの思い出が穢けがされて表情筋が死にました、ましろんこと彩いろどりましろです。あと僕はライブオンの中では比較的イカレテないはずです」

「謙遜すんなよぉ！」

「（して）ないです」

　相あいも変かわらずましろんを選んでいたのだった。

　いやぁね、もうこれからボス連戦が続くことが目に見えているからね、セーブポイント兼休息ポイントとして愛いとしのましろんから英気を養わないといけないと考えたわけですよ。

　まぁでも流石さすがにデビューしたての今の段階ではまだ四期生からのコラボ依頼は来ていないんだけどね。

　意外なのは例のアイドル娘からも依頼がまだなことだ。デビューしたら真っ先に連絡が来ていそうで内心ビビっていたのだが、杞き憂ゆうに終わっているのが尚なお更さら不気味で……。

　まぁ分からないことを気にしていても仕方がないので、今日もストゼロキメて朝の幼児向け教育番組のお姉さんのように元気いっぱいで行きましょー！　ストゼロのお姉さんはまだまだ現役なのだ！

「今日はましろんとカステラ返した後に頭のイカレタ企画用意したからよろしく！」

「さてはシュワちゃんイカレタを誉ほめ言葉だと思ってるな？」

「我々の業界ライブオンでは常識です」

「一理ある」


：ましろんいる！

：シュワシュワましましシコシコ！

：シコるなwww

：ワンワン元気にしてっかな……

：今でも現役だぞ

：お？　この配信を見てるってことは少なくとも幼児ではないのになんで現役って知ってるんですかねぇ？

：粉バナナ（これは罠わなだ）！

：幼児がシュワちゃんを見て何が悪いんだ！　俺は幼児だよ！

：最近の幼児ってすげぇんだな、見るストゼロキメるんだもん

：まぁつい最近赤ちゃんもライブオン内定してたからこれも英才教育でしょ

：あれは赤ちゃんというより赤さんや

：赤さんというよりアカンさんや

：危険人物扱いで草

：ワンチャンこの配信見てたりしないかな？

：本人居たら反応しそうな話題ではあったけど、ないってことはいないでしょ

：まぁそんなもんだよな



「さてさて、ボルテージも上がってきたところでカステラ返答いくどー！」

「どー」


＠他の人も言ってるかもしれませんが、かたったーで見た飲み方やってみたらむっちゃヤバかったのでご報告します

１：エナジードリンクレッドプルとストゼロを買う

２：ストゼロをレッドプルで割る

３：飲む

４：美味うまい！＠



「実は今回の為ために、試しに昨日これを実際に作ってキメました！」

「おっいいね、感想の程は？」

「ヤバスティックバイオレンス」

「今初めて聞いた単語だけど危険なのは嫌と言うほど伝わったよ。ストゼロバティスタであるシュワちゃんが言うんだから尚更だ」

「いやもうほんと混ぜるな危険だったよ、ストゼロの０がレッドプルのせいでマイナスに足つっこんじゃった感じ。味は悪くなかったんだけど、この魔剤は人体が耐えきれるものじゃないね。皆も体を気遣うなら真ま似ねしないようにね」

「なるほど、お酒あんまり得意じゃない僕には縁がなさそうだ。実はストゼロも飲んだことないんだよね」

「ましろんのガンギマリ見ってみったい〜♪」

「シュワちゃん、皆が皆ストゼロを飲むと芸人になるわけではないんだよ？」


＠正直有素ちゃんの事どう思ってますか？　私は早く結ばれて欲しいと思ってます＠



「ああ、例のシュワちゃん妄信者ちゃんね、お披露目からジェットスタートかましてたね」

「あの子はヤバスティックバイオレンス」

「後輩ちゃんをさっきの魔剤と一緒にするのやめてあげない？」

「だって貞操の危機を感じたんだもん、シュワちゃんこわいのやーだ！」

「多分僕も含めたほとんどのライブオンライバーがシュワちゃんに対して同じこと思ったことあるよ。あ、そういえばなんか僕あの子にライバル視されてるみたいなんだよね」

「え、そうなん？」

「恋敵とか配信で言ってたの聞いたよ」

「有素ちゃんに嫉妬したましろんが私に強引に迫ってくるシチュ希望です」

「イメクラのオプションかな？」

「そのツッコミがとっさに出るましろんも流石だぜ」


＠先日発注ミスによりストロングゼロ１００缶ではなく１００箱が届きました。

　返品利きかないので助けてくださいなんでもしますから

　シュワちゃんなら１００箱くらい余裕でしょう…？＠

＠既出でしたらすみません

　まず、ストゼロを風ふ呂ろ桶おけに空けます、次にライバーをストゼロ風ぶ呂ろに漬けます

　そうしてストゼロ○○風味が出来る訳ですが、シュワちゃんはどのライバーの風味が一番と思われますか？

　なお淡雪さんとシュワちゃんは別人だと本人が言っておられるので淡雪さんの分も聞いていただければ

　個人的には淡雪さんを漬け、シュワちゃんになる前に取り出すのを十回以上繰り返し

　激げき昂こうする横でストゼロ淡雪風味を嗜たしなみたい処ところなのですが＠



「はい、１００箱ニキに対する最適解を提示しているカステラが偶然ありましたので、同時に紹介しましたど！」

「どうして送り主はストゼロ風呂が既出と思ったのかが最大の謎」

「私とんでもないこと思いついちゃったかもしれない──私の体からストゼロの出汁だしが出るとしたら、サウナに入りストゼロの汗を集める→それを飲む→サウナに入る……これを繰り返したら無限にストゼロが飲める永久機関の完成なんじゃないかなって」

「すごい発想だね、エジソンもびっくりだよ、おバカすぎて」

「ちなみに飲みたいライバーはましろんです。実は優しくてまろやかなお味♪」

「[image: しゃせん]っ！　次行くよ！」


：草草の草

：何気にスト風呂提案ニキ鬼畜ドＳやん笑

：ん？　今なんでもするって？

：ガチテレましろんやったぜ

：やっぱこの二人なんだよなぁ




＠シュワちゃんは前にアニカ配信やってましたが、他のライバーさんたちとやってみたいゲームって有りますか？

　対戦型とか協力プレイとか、或あるいは晴先輩とガチャ配信とか……＠



「あー、ゲームかぁ……あっ最近ホラゲーとか気になってるかも！」

「お、シュワちゃんにしては意外だね。その心は？」

「なんか行けそうな気がするの！」

「つまりノリだけなんだね、後悔の姿が目に浮かぶよ」


＠ハァッ！（ピッケルを投げ捨てる音）

（コンプライアンス）全て……振り切るぜ！

　ト◯イアル！　[image: テン]！　[image: テン]！　[image: テン]！　[image: テーン]！　ヴォゥーン！

「見せてやる。ストライアルの力を！」

（俺）「やめて！　本当はまだアルコール度数10％を切ってなかったの！」

（一般通過一般人）「いや、あいつならやれるさ」

　ピピピピ……（ストップウォッチを上に投げる）

　ハァァァァ！（連続ピッケル振り）

　ピッ！（ストップウォッチをキャッチして止める）

「９・８％……これがお前の絶望までのアルコール度数だ」

（壺つぼ婆ばばあ）「ウォァァァ！」（爆発）＠



「熱い展開に涙が止まらない！」

「もう質問ですらないのはいつものことだね、カステラという名のコピペ紹介だ。それにこれは一体何と戦っているの？　というか流れも繫つながってすらないよねこれ、あと一般通過するのは一般人以外の何者でもないから二回も一般って言わなくていいんだよ」


＠[image: デーン]　[image: ハザードオン]

　チューハイ！

　レモン！

　スーパーベストマッチ！

　ドンテンカーン！　ドンテンカーン！

　ドンテンカーン！　ドンテンカーン！

　ストゼロゴックン！　アッキモチイイ！

　ストゼロゴックン！　アッキモチイイ！

　Are you ready?

　33-4（チーン）

　アンコントロールスイッチ！　ストゼロハザード！

　ヤベーイ！＠



「ほんと皆仮○ライダー好きだな！　次のシリーズはストゼロで変身するとかどっすか？　主演の依頼オナシャス！」

「僕は元ネタすらさっぱりだよ」

「ましろんはプ○キュア派だもんね！」

「うるさいな、悪いかよ」


：（頭が）ヤベーイ！

：なんでや！　ストゼロ関係ないやろ！

：まぁケータイとかカードとかやったしストゼロでも問題ないやろ。フォームはストゼロの味で変化な

：朝起きてテレビ点つけたら下ネタ連呼する酔っ払いガチ百合女が出てくるとか目が覚めて最高かよ

：優しい世界

：キメ台詞ぜりふは「私とＳ○Ｘしようぜ！　命助けたんだからさ！」だな

：敵サイドよりよっぽど外道で草

：他にも「Ｓ○Ｘキター！」・「さあ、Ｓ○Ｘタイムだ！」・「おばあちゃんとヤッテきた」・「通りすがりの変態ライダーだ、覚えておけ！」・「人生（いのち）燃やすぜ」・「さあ、実験（意味深）を始めようか」・「なんかイケる気がする」とかが候補かな

：デッ○プールが可か愛わいく見えるくらいのダークヒーローっぷり

：意外と乙女趣味なましろんだいすこ

：ロリろんがプ○キュアに夢中になっている姿を想像してみ？　飛ぶぞ



「よっしゃ！　カステラはこれくらいにしていよいよ企画の方行っちゃいますか？」

「りょー。今日はなにするの？」

「なぁましろん。私たちライバーはありがたいことに毎日のようにイラストを描いてくれる方々がいるよね」

「そうだね。僕もイラストレーターだからそこらへんは割と詳しいよ」

「それなら日々描かれるＲ18イラストの存在も勿もち論ろんましろんは知ってるよね？」

「まぁそりゃあね」

「でも配信で普通のイラストは紹介するのにＲ18のイラストを紹介するライバーってぜんっぜんいないんだよ！　私はそれが悲しい！　アングラだけではなく日の当たるところで生まれたままの姿の私を見て欲しい！」

「新手の露出癖かな？」

「そこで今回の企画！　私がイラスト投稿サイトピクシーから厳選したＲ18イラスト紹介です！」

「シュワちゃん、世の中にはＢＡＮというものがあるんだ。自殺志願者系VTuberはちょっと闇が深すぎて流行はやらないと思うな。なにか辛つらいことあったんなら話聞くよ？」

「別に自分からＢＡＮされに行くわけじゃないから！　病んで自暴自棄になってるわけじゃないから！　ちゃんとやばい部分にはモザイクかけたから！　でも後で猥わい談だんには付き合ってくださいグへへへ」

「今日の配信は疲れそうだ」

「もうＲ18イラストがないと生きられないくらい心酔してる私が選んだんだから期待しててね！」

「女性の性欲のピークは三十〜三十五歳くらいらしいね。シュワちゃんはあとこれが二年も続くのか……」

「私三十三歳じゃねぇよ！　さも当然かのように噓うそつくなし！」

「それはそれで恐ろしいけどね。一体シュワちゃんの将来はどうなっているんだろうか」

「性欲とはそれすなわち罪。ふっ私はカルマを背負いながら生きているのさ（ドヤッ）」

「そうだね」

「否定して？　肯定されたら私いろんな意味でかわいそうな人だよ？」


：ええぇ（困惑）

：自分から紹介していくのか……（困惑）

：もう流れが完全に漫才で草

：変幻自在のボケとツッコミ

〈宇月聖〉：私も淡雪君に突っ込みたいな

：聖様!?

：見ていたのかwww

：聖様、一応聞くがそれは漫才的な意味でだよね……？

：ヒント、漢字

：草



「おっ、聖様じゃん！　おっすおっす！」

「先輩の前でエロイラスト見るとかまじライブオン」

「さてと、前置きはこれくらいにして、最初は割と健全な奴やつから行くど！　まず一枚目はこれだ！」

　配信画面いっぱいに映ったのはどこか頰が赤みがかった顔の私に向かって、ガンガンに振りまくったストゼロが開けられ中身をぶっかけられているイラストだ。

　まだギリでモザイク入れなくてもセーフだね！

「あ〜シコシコのシコティッシュホールド」

「シュワちゃんそれ普通に意味として成立してるからアウトだよ。あと流れるように自分の痴態でシコらないで」


：エッ！

：シコティッシュホールドはやばいだろwww

：シコッてからのティッシュをホールドする黄金ムーブ

：というか俺たちは何を見せられているんだ……

：己すら性欲の対象内なのまじで上級者



「プロのイラストレーターのましろんから見てこのイラストはどう？」

「表情がいいね。恥ずかしがりながらも期待と好奇心に胸を膨らませている感じが分かって素晴らしい。なぜストゼロなのかは置いておいて」

「ストゼロだからいいんだよ。今度一緒にぶっかけパーティーしようね」

「あ、僕まだ人間でいたいから結構です」

「ましろんには私が何に見えているのかな……？　ま、まぁいいや、次のイラスト行ってみよー！」

　さぁここで登場するのは個人的にお気に入りのやつ！

　一見普通の全裸の私に見えるこのイラスト、だが股間にはとんでもないものがいきり立っている──

　見よ、この銀色に光り輝くエクスカリバーを！

「シュワちゃん、これは──まさか──」

「そう！　なんてふつくしい……私の股間にストゼロロング缶を生やすその発想、いいセンスだ」

「ねぇなんでそんなに誇らしげなの？　去勢してあげようか？」

「それは遠回しに私とＳ○Ｘしてそのいきり立った缶を空にしてあげると言っていると解釈してもよかとですか？」

「よかとじゃないですよ」

「さて、プロのイラストレーターのましろんから見てこのイラストはどう？」

「一体このイラストをどうレビューしろと？　まぁ絵はすごく上手うまいよね。うん、上手いせいで尚なお更さらシュールなんだ」

「私的にはロング缶なのがいいね、分かってる」

「なにが分かってるのか僕には分からないけど、世の中には知らない方がいいこともあるってことは分かったよ」

「哲学？」

「このイラストの方が哲学でしょ。もし数千年後の人達がこのイラストをどこかから発掘したら頭抱えるよ」


：草通り越して世界樹生えた

：空にしてあげるとか言い回しまでストゼロ風にするなwww

：この画像で抜いた人０人説

：異議あり！　有素ちゃんならイケるはず！

：否定できない……

：www

：未来の人達「は？　ぇ……は？」

：想像すると草！　生えずにはいられないっ！

：生えとる場合かーッ！



「それじゃあ次のイラスト行ってみようか！　次はこれだ！」

「……ねぇシュワちゃん、これって…………」

　描かれていたものは一糸まとわぬ姿の私とましろんが仲良く大人のプロレスごっこをしているイラストだ。

[image: ]

「おほ───[image: かおもじ]これはノーベルＨで賞を受賞間違いなしの大傑作ですな！」

「ノーベルさんに謝りなさい。僕は自分が現在進行形で絶賛コラボしてる同期と営んでる姿を見せられて一体どんな反応をしたらいいの？　こんな斬新かつ真っすぐなセクハラなかなかないよ？」

「ちなみにだけどこれモザイクの奥では私の人の性欲のキーブレードがましろんの鍵穴にガッチャンコしてるよ」

「さっきのイラストもそうだけどシュワちゃんが股間になにかを生やされてることに違和感をもって？　君一応女の子だよ？」

「いやぁあまりに生やされるから慣れちゃったんだよね。たぶんライバーの中で一番生やされてるんじゃないかな。なんでだろ？」

「自分の心に聞いてみなよ」


：エッッッ！

：冷静に対応してるましろんも大概なんだよなぁ

：まぁましろんもお絵かきし始めると思考が性欲に向かう人だから……



〈相馬有素〉：￥５００００


：!?!?

：え、本人!?

：満額www

：有素ちゃん、やっぱり見ていたか

：全員芸人（アウ○レイジ風）



「あ、有素ちゃん？　初めまして、スパチャは本当にありがたいんだけど自分も大切にね？」

「愛されてますなぁ」

　び、ビビった！　余りにも突然だったから二度見しちゃったよ、初のやりとりが無言満額スパチャって何考えてるのこの子!?　普通に怖いよ！

　とうとう来てしまったということなのか？　これからは夜道に気を付けろという無言のサインなのか？　しかもスパチャ以降はコメントに現れる気配もないし謎過ぎる……。

　これは近日中になにか起こるかもしれないな……。とりあえず今は意識を配信に戻そう。

「ま、まぁ話をイラストに戻しまして、絵に関してましろんどう思う？」

「かなり上手いね。ちゃんと人の骨格にパーツが乗っているのが分かるから違和感がない。あとエロい」

「だよねぇ、初めて見たとき感心しちゃったもん。にししっ、ましろんはこれより上手くかけるかな〜？」

「お？　君のその美しい姿をデザインした僕の腕をなめないでほしいな。なんなら今度シュワちゃんだけに目の前で実践してあげようか？」

「流石さすがの自信とプライド、かっこいいぜ──果たしてましろんは私を満足させることができるかな？」

「期待してなよ。僕の本気でシュワちゃんを僕以外では満足できない体にしてあげる」

「私のママの画力は世界一ィィィ────ッ！」


：なんだろう、普通の話のはずなのにすごくいけない会話を聞いている気分

：会話内容を絵ではないなにかにすり替えると幸せになれるゾ

：ましろん渾こん身しんの無自覚誘惑

：妄想が捗はかどる

：実際ましろんの絵はまじで芸術



　その後もテンポよくネタ半分ガチ半分くらいの分量でイラストを紹介していった。

　最初は今回の配信は疲れそうなんて言っていたましろんだったが、結局イラストレーターとしての血が騒いだのか時間が進むにつれて生き生きとした様子に変わっていった。

「このイラスト、なんか特殊性があっていいね」

「ああ、このなぜか顔を赤らめながらカウントダウンしているイラストね、流石ましろんお目が高い。このイラストはエロい人にしか伝わらないですからな」

「ちょっと実際にシュワちゃんやってみてよ」

「ＯＫ、さん……にぃ……いち……スト……○ング……ぜろ……」

「台無しだよ」


：おいwww

：やばいと思ったが、ストゼロを抑えられなかった

：絶対やばいとすら思ってないぞ

：てかイラストのセンスよ

：一体何のカウントダウンなんですかねぇ



「そろそろ最後のイラストいこうか！　このイラストもええよなぁ」

「え、ちょっとこれはシュワちゃんまずくない？」

「ぅえ？　ちゃんとモザイクかけてるよ？」

「確かに大事なとこは隠れてるし規約は守ってるけど肌色面積がちょっとグレーゾーンかも……僕はこれくらいなら大丈夫だとは思うんだけどね？　ただ最近基準がよくわからないからなぁ」

　え、私こんなでもまだＢＡＮは経験ないからめっちゃ焦あせるんだが!?

「まっまじ？　やばいどうしよどうしよ、隠さなきゃっ！　えとっ、えとっ、わっ、私で隠さなきゃ！」

「ぇ」

　急いで自分のアバターを巨大化させてイラストを覆い隠した。

「ふ、ふぅ、これで安心」

「いや安心じゃないよ。自分の体をモザイク代わりにしないの」

「とっさに思いついたのがこれしかなくて……」

「まぁとりあえず放送は無事みたいだからよかったよ」

「いやぁせっかくましろんから授けられた身体からだを変に使ってしまい本当に申し訳ない……」

「いいよいいよ、とっさのことで頭回らなかっただろうしね」

「次はちゃんとましろんも大満足な正しい体の使い方するね！　ほら見て！　上下に動いてピストン運動！」

「わぁすごーい」


：巨大シュワちゃんに草しか生えない

：私で隠さなきゃ（守護神）

：ナイスガード

：ほんとおもしれー女

：ましろんツッコミ諦めないで笑



「まぁずっと僕が配信にいてあげたいけどそうもいかないから、これからは気を付けるんだよ」

「うん、肝に銘じるよ、規約守ればセーフかと思って油断してた……さて、さっきのが最後だからそろそろ締めにしますか！」

「あーい」

「ご視聴ありがとうございました！　またねー！　ましろんもお疲れ！」

「ありがとうございました。お疲れー」

　配信画面を閉じ、ましろんへのコラボ感謝のメッセージをチャットで送る。

「お？」

　送り終わった後チャットを閉じようとしたところで、突然マネージャーの鈴すず木きさんから通話のコールが鳴り響いた。

「はいもしもし？」

「あ、お世話になってます、鈴木です。先ほど配信終了を確認したので通話をかけたのですが、今お時間大丈夫ですか？」

「お世話になってます。全然大丈夫ですよ、どうかしましたか？」

「あの〜ですね、雪さんにコラボ依頼が届いているというかずっと前から届いていたというか……」

　あのはきはきとした歯に衣着せぬ物言いが常の鈴木さんにしては珍しく、本題を言葉にするのを渋っている様子だ。一体どうしたのだろうか？

「まぁ言葉を濁してても仕方がないですね、単刀直入に言いますと、相馬有素さんからコラボの依頼が来ています」

「ぁぁ〜……」

「デビュー前から」

「デビュー前から!?」

　やっぱりガンガンに私のこと狙ってるじゃん！　合コンに参加は決まったけど当日前にホテル行こうって誘ってるみたいなものだよ！　気が早い！

「あれ？　でもそんなに前から届いていたにしては連絡は今日なんですね？　あいや、別に責めるとかじゃないですよ、純粋に気になって」

「それはもう何をしでかすか分からないタイプの人ですからね、人事曰いわくいい子だから大丈夫とのことでしたが、一応最初だけ雪さんへの連絡の前に私が話して審査を入れさせてもらいました」

　ほら危険人物扱い受けてますやん。自じ業ごう自じ得とくだけど。

　もしかするとさっきの無言満額スパチャは連絡取れないけどなんとかして気持ちを伝えたかった末の苦肉の策だったのかもしれないな……。

「それで、まぁしばらく様子を見たところ雪さんのことは好きでも雪さんに迷惑をかけるような子ではないと判断したので、この度連絡を入れた次第です。……どうしますか？」

「あ〜……鈴木さんがそう判断したのならきっと大丈夫なのだと思います。喜んでコラボしますよ」

「寛大な対応ありがとうございます。きっと有素さんも喜んでくれるかと」

「いえいえ、私も先輩になったわけですから、ちょっといい顔したいだけですよ」

　用事はこれだけだったらしく、通話はこれで終了となった。これからは有素ちゃんからの連絡も仲介無しで私の下に届くようになるようだ。

　それにしても先輩か……未いまだに実感がわかないけど、経験者として情けない姿は見せられない。見せられないんだけど……有素ちゃんには一体どう対応するのが正解なのだろうか……？

　今まで狙う立場だった私が狙われる側になったという未知の恐怖を感じながら、私は眠りについたのだった。




[image: 黒歴史視聴配信]




　四期生の鮮烈なデビューから約一週間が経たった。

　三人は個性を生かしてもうすでに期待通りの活躍をみせているようだ。

　私も先輩として負けないよう今日もパソコンの前で配信を開始するのだが……。

「……はい、今日はあんまりよくない淡雪が降ってますねー」

　うん、かつてここまでテンションの低い挨拶をしたことはないと断言できるだろう。

　私だって自分で言うのもなんだがお金を稼いでいる以上プロの配信者だ、リスナーの皆に配信を楽しんでもらうためなら全力を尽くしたいと思っている。

　でも、でもだよ？

「はっ！　相馬有素、ただいま参上したのであります！」

　目の前に現れた爆発する気満々のバカでかい爆弾を見て、果たして笑顔でいることはできますか？

：きたきたきたきた!!　￥３０００


：このコラボを見るために生きてきた

：いいコラボしてんねぇ！

：あわちゃんのテンションの低さに草草の草



：そりゃあ自己紹介で喉ち○こ欲しいです発言した奴やつが隣にいたらこうなるわ　￥３００


：有素ちゃんはシュワちゃんが今までライバー達にセクハラかましまくってたカウンターやで、たっぷり楽しんでな！

：ヤラれたらヤリかえす、倍返しだ！

：もっとまともなもので返して、どうぞ

：てかよくコラボＯＫしたなwww



「いやそれはまぁ先輩なので応えてあげますよ、勿もち論ろん」

　とうとうやってきたコラボ当日、なにが起きるか分からないから気を引き締めねばとも思ったが、でもやっぱり断るなんて選択肢は常になかった。

　ただでさえ有素ちゃんはデビューしたてで実生活も右往左往しているだろう。自分も昔そういった経験をしたことがあるため、先輩としてサポートしてあげたい。

　更に言えばもしここでコラボを断ったりなんてしたら、ショックを受けて有素ちゃんがこれから自信をもって前に出ていくことができなくなってしまうかもしれない。それだけは避けないと。

　だからコラボすることは全然いいんだよ、いいんだけどね。

　でもかたったーのＤＭにコラボの誘いだけで３０００文字書くのはやめようか！

　最初見たときびっくりしたよ、小説でも書いたのかと思ったわ。そりゃああんなのが届いたら鈴木さんも警戒するよね。

　内容は本日はお日柄もよくとか色々書いてあって丁寧だったけど、流石さすがに長い！

　前置きとか特に長くて、コラボの誘いという本題に入る時にはもう１６００字くらい読んじゃってたよ。

　喉ち○こ下さいとか言われるのかと思って恐怖しながら１６００字も読んだ私の身にもなってくれ……。

「いやぁ本日は私にとって人生最良の日であります！　何といってもあの神様である淡雪殿とコラボなのでありますよ！」

「いつの間に私は神様になってたのかな？」

「ストゼロの神様であります！」

「罪深い神ですねおい、せめて他になにかないの？」

「下ネタの神、嘔おう吐との神、性癖の神などがあります！　どれでも名乗ってどうぞであります！」

「頭の中でラグナロクおきてませんその神様？」


：おまえじゃい！

：おまえじゃい！

：ラグナロクということはライブオンは神話の中の世界だった……？

：確かに人間界に生きてきたとは思えない逸材ばっかだしな

：ゼウス＝あわちゃん説、根拠は女が好きだから

：過去最高に適当な根拠に草

：全痴全煩ぼん悩のうの神になってしまうからやめて差し上げろ



「さて、前置きはこれくらいにして、今日は有素ちゃんの提案で企画を全て任せています。まだ私にもどんな企画をするのか知らされていない状況ですね。正直見えている地雷を踏みに行くようなものの気がしますが、有素ちゃん、企画の説明をお願いします」

「…………」

「あれ？　有素ちゃん？」

「少し待ってくださいであります、今ボイスレコーダーで私の名前を呼んでくれている淡雪殿のボイスを収録しているので」

「え、なにやってるの!?　一体なんのために!?」

「使うためであります！」

「何に!?　何に使うつもりなの!?」

「ナニに使うつもりであります！」

「理解できてしまう自分を殴りたい今日この頃」


：有素ちゃんぶっ飛ばしてんなぁ……

：そりゃあ自分の配信なのに自分よりあわちゃんのこと話す時間の方が多い人ですから

：有素ちゃんの配信みたけどシュワちゃんの声をＨｚ単位で分析し始めたときは草しか生えなかった

：歌枠ではアイドルだけあってかっこよかったのに……

：多種多彩な表現を同じ音で表現できる、日本語は美しい



「はぁ、はぁ、も、もうこれ以上前置きに時間かけるわけにもいかないからいいです！　企画の説明早くしてね！」

「了解であります！　今回の企画はずばり！　『チキチキ！　二人で伝説のシュワちゃん誕生の瞬間を見てみよう！』であります！」

「えー皆様、残念なことにそろそろ淡雪が止やんでしまいそうですね。名残惜しいですが本日の配信はここまでです。また淡雪の降る頃にお会いしましょう」

「ストップ！　ストップであります！　まだ始まってすらいないのであります！　突然どうしたのでありますか!?」

「どうしたもこうしたもないです！　なんで自分の黒歴史をあえて自分から見に行かないといけないんですか！」

「あれ、たしか淡雪殿はあわちゃん殿とシュワちゃん殿で別人設定だったはずであります。そう考えると今の言葉はおかしくないでありますか？」

「有素ちゃん、世の中には暗黙の了解というものがあるの、いいね？」

「アッハイ。であります」

「よし！　というわけで、この企画は無しということに……」

「それはだめであります！　私はこの企画の為ために30時間かけてシュワちゃん誕生の瞬間を分析してきたのであります！　リスナー殿にもきっと喜んでもらえる企画なのであります！」

「有素ちゃん、時間というものは有限、つまりは限られたものなの。今回は正しい時間の使い方について学ぶことにしない？」

「??　淡雪殿の為以外に使う時間に何の価値があるのでありますか？」

「おぅ……いろんな意味で泣けるぜ……」

　目を覚まして有素ちゃん、君が憧れてるのはライブオン界のネタ枠なんだぞ！

　もっとほら、シオン先輩とか……他には、えと……。

　あっ、だめだわこれ、ライブオンって四期生除いて総勢八人もライバーいるのにシオン先輩以外常識人いないわ。

　なんてアットホームで風通しのいい（皆本性隠す気０で壁全部取っ払ってるレベル）職場なんだ。

　ライブオンっていつか頭の中ホワイト企業とか言われてそうだね。

　むしろなぜシオン先輩は受かってしまったのか、ライブオン最大の謎である。

　さて、そろそろ本題に戻って──

「……本当にやるんですこれ？」

「はいであります！　……勿論絶対に嫌というのであればやめるでありますよ？」

「いやまぁ、驚いただけで全然大丈夫ですよ、リスナーの皆様も楽しみにしてるみたいですし。あらゆる動画でフリー素材としてボイスを使われている私の寛容さを舐なめないでください」

「やったーであります!!　動画は淡雪殿のチャンネルから借りるでありますね」

「了解」

　例の切り忘れ配信の行方について、当初は当然アーカイブも残さなかったのだが、あまりにも切り抜かれるし皆も望んでいるみたいだったので、自分を認める意味も込めて、一周回って自分のチャンネルに動画を上げている。

　再生数もえぐいことになっているのだが、流石に自分で見たことは未だない。

　一体どうなることやら……。

「よし、準備完了であります！　今回は切り忘れからその後のソロ配信までの名シーンをピックアップして見ていくのであります！」

「ごくりっ……」




『プシュ！　ごくっ、ごくっ、ぷはぁー!!』




　ああ、これは初めてリスナーの前で飲酒したシーンだな、私は完全に配信が終わったと思ってたけど。

「記念すべきシュワちゃん殿の産うぶ声ごえでありますな！」

「いや産声がぷはぁってどうなんです？」

「羊水がストゼロだったのではないでありますか？」

「なにその自由な発想力天才かな？」

「私はネットニュースでこの配信を知ったのでリアルタイムで見てはいなかったのであります。伝説の目撃者となれた人たちが本当に羨ましいのであります……」

「いや、伝説でもなんでもなくただの放送事故だから、一人の女の人生がネタキャラに決まった瞬間だから」

「そんな卑下しないでください！　私にとっては神の誕生に等しい瞬間です！　ジャンヌダルクが神の声を聴いたというのなら、私はシュワちゃん殿の声を聴いたと言い張るのであります！」

「そんな酒臭そうな声スルーしなさいな……」




『うひゃー！　やっぱロング缶のなる音は最高だぜぇ!!』




「これはあっという間に３５０ml缶一本飲み終えた後のボイスですな！」

「今見るとこの時代の私ガンギマリすぎですね、今こんなハイペースで飲まないですよ」




『は？　どちゃしこなんだが？　光ちゃんのママ貴方あなたの配信見てどちゃしこなんだが？』




「あああだれかこの女を止めろおおぉぉ！！！」

　あまりの醜態に思わず耳を塞いでしまう。

　なんてこと口走ってるんだ私は！

「同期のママを自称した上に渾こん身しんのシコる発言、感服であります！　私もいつかシコって貰もらえるように頑張るのであります！」

「落ち着きなさい有素ちゃん、あなたはまだ引き返せる。もう一度親御さんと話して自分の将来を見つめ直してみてもいいと思うの」

「父上と母上の許可はちゃんと取っているのであります！　理解を得るために淡雪殿全配信視聴会を三人で開いたりもしたのであります！」

「なにしてんだおいいい!?!?　私ただでさえお茶の間エターナルフォースブリザードだとかイヤホンが繫つながってるか確認しないといけないライバーランキング１位とか言われてんだぞ！」

「母上は『あら、昔の私みたいね！』と言って、父上は『はっはっは！　なに謙遜してるんだよ！』と返したりと非常に和やかな視聴会だったのであります！」

「え？　どういうこと？　今の会話の流れだとお母さんそうとうやべーやつじゃない？」


：とても現実ではありえない会話ばっかで草しか生えない



：俺羊水って単語が会話の中で出たの初めて聞いたわ　￥２００００


：俺も勇気出せば女の子と話せるかな？

：これから毎日会話しようぜ？

：間違っても女の子に羊水のこと話すんじゃねぇぞ

：マ？　最近自分の中で羊水がマイブームなんだけど、みたいな感じで話しかけようと思ってたんだが



：童貞ニキの次回作（来世）にご期待ください　￥１０００


：有素ちゃんの血筋はどうなってるんだ……

：やっぱ遺伝子ってすげぇわ

：お前の家族ライブオンかよ



「さて、実は切り忘れの時はそもそも淡雪殿が配信テンションじゃないので発言が少なくて、そろそろ次の『ソロ配信』の名シーンに行こうかなと思うのであります」

「まぁ言っちゃえば全部独り言ですしね」

「私としてはゲロ式配信切りも採用したかったのでありますが、運営に止められてしまったのであります。不本意であります」

「当たり前です、なんで嘔おう吐と音なんて聞かないといけないんですか……」

「需要があるのであります」

「ないです」

「私はループ編集したものを子守歌にしているのであります」

「お耳おかしなるで」

「さぁそれでは『ソロ配信』の名シーンを見ていきましょうであります！　この回は余りに感動するシーンが多く選ぶのが難しかったのであります！」

「え、あの配信のどこに泣く要素ありました？　涙出たとしても笑いすぎで出た涙じゃないです？　いやまぁ私は泣けますけど、自分の醜態に」

「涙腺崩壊であります！　シュワちゃんは人生であります！」

「本当に？　まぁ私の記憶が間違っているだけで感動の神回をしていた可能性が微粒子レベルで存在しているかもしれないので、とりあえず見てみますか」

「ハイであります！　それでは一発目はこの伝説の名言からであります！」




『ごくっ、ごくっ、ごくっ！　[image: ん゛][image: ん゛][image: ん゛]ぎもぢいいいぃぃ!!』




「これは涙腺崩壊ではなく腹筋崩壊か精神崩壊のまちがいでは？」

「どうやったらここまでガンギマッタ声が出せるのか不思議なのであります、どれだけ練習しても真ま似ねできない……」

「こんなの練習してたらポリスメン呼ばれますよ……」

「個人的なことも言わせてもらうと最高の『シュワニー』ポイントでもあるのであります！」

「え、いまなんつった？　今とんでもないこと言ったよね!?　シュワニーって何!?!?」

「…………ぽっ[image: しゃせん]日課なのであります[image: しゃせん]」

「　　　　　　　　　　」


：大草原不可避

：シュワニーは特殊性癖過ぎませんか？

：あーすっげぇ分かるわ、俺も良くこのシュワちゃんガンギマリの瞬間に合わせて息子にストゼロキメてる

：翻訳ソフトあるあるの変換ミスをした海外ニキだと信じたい

：ドン引きし過ぎて帰ってきてしまいました、地球一周です






『私ストゼロと結婚するわ』




「強大な恋敵誕生の瞬間ですな……」

「いやコンビニで売ってる缶チューハイが恋敵ってどういうこと？　ボー○ボの世界にでも迷いこんだの？」

「シュワちゃんとストゼロは王道カップリングなのであります！　鉄壁の牙が城じょうでありますな、でも負けないでありますよ！　絶対に淡雪殿の女にしてもらうのであります！」

「うん、それに関して一つリスナーさんにも言いたいことあるんですよ。昨日のましろんとのコラボの為ための事前調査で気づいたんですが、ピクシーに投稿されてるイラストで私と最も多くカップリング組まれてるのストゼロなんですけどこれどういうことです？　ストゼロはライバーですらないんですが」

「淡雪殿は小指、ストゼロ殿はプルタブに運命の赤い糸が結ばれているのですな！」

「糸の無駄遣いですよ。あとですね、まぁ１００歩譲ってカップリングはいいとしましょう。でも私とストゼロのＲ18イラストは絶対におかしくないですか？」


：www

：確かにボー○ボみたいで草

：ましろんより多いの草

：そんなのあるのかwww

：ストゼロ擬人化でもするのかな？

：いや、缶のままのイラストも多いで

：もう頭の理解が追い付きません！

：シュワちゃんとストゼロの百合ゆりエッチイラストもっと増えろ

：パワーワード過ぎる笑



「さて！　最後は名言四連発行ってみよーであります！」




『は？　私無知シチュ大好物なんだが？　あんなんシコらん方が失礼やろ』

『むしろ男なら女性に魅力を感じたときはその場でシコるべき。真っすぐで正直な男が女は好きなんだよ』

『聖先輩、シオン先輩。ずっとずっと大好きでした。Ｓ○Ｘを前提に結婚してください』

『だってさ？　目の前に大好きだった配信者がいるんだよ？　私の生きる糧かてだった人たちだよ？　普通Ｓ○Ｘ申し込むでしょ』




「あああぁぁ何言ってんだこの性行為提案女！　殺す！　こいつは殺さないとだめだああああ！！！」

「ううぅ、ぐすっ、なんて真っすぐで淀よどみのないお言葉でありますか……っ！　私は淡雪殿のおかげで自分が何をしたいのかが分かったのであります！　生まれてきてくれて！　生きていてくれてありがとう！　ストゼロ飲んでくれてありがとう！」


：連続殺人鬼を目の前にした刑事みたいな反応してて草

：マツダアア!!

：全ての道はＳ○Ｘに通ずと思っている女

：はええこれが貞操逆転世界ってやつですか

：現世なんだよなあ



　リスナーの皆も黒歴史の一つや二つきっとあると思う。

　でも心配しなくて大丈夫！　世の中には私みたいに全ての言動が一秒後には黒歴史になってる全自動黒歴史生産マシーンもいるのだから！

　配信終了後、過去は振り返らないと何度も呪文のように呟つぶやく私なのだった。




[image: クイズ動物の不思議]




　有素ちゃんとのコラボの翌日、流れるようにもう一人の四期生からコラボの依頼が届いた。私とコラボしたいと思ってくれる後輩がいるというのはなんとも気分が良いいものだ。

　有素ちゃんとのコラボをきっかけに「それなら私も！」ということになってくれたようで、なんと！　とても礼儀正しい常識的な文章でお誘いの文を送ってくれました！

　常識を持っている……なんていい後輩なんだ……感動で涙が出る……。

　しかも今回は私だけじゃなく、四人参加の中型コラボ！　張り切っていくどー！







「やっほ〜みんな〜！　元気ですか〜ですよ〜。お待たせしました、エーライ動物園園長の苑風エーライですよ！　今日は三人の素敵なゲストが動物園に遊びに来てくれました〜ですよ〜！」

「プシュ！　どもども、年中発情期！　シュワちゃんだどー！」

「にゃにゃーん！　私はどっちかというと動物園に飼われてる側が正しい気がする昼ひる寝ねネコマだぞ」

「こんぴかー！　祭りの光は人間ホイホイ！　動物大好き祭まつり屋や光ひかりでーす！」

　はい、というわけで、今回は後輩のエーライちゃんからコラボの誘いを貰もらってしまいました！

　エーライちゃん曰いわく自慢の企画が考案できたのでぜひ先輩方に参加してほしいとのことで、発案者がエーライちゃんなので、当然この配信中はエーライちゃんが司会進行を担当することになっている。

　あ、自己紹介で自分の紹介より長くゴリラの紹介をおっぱじめたやつに司会進行とか無理だろって思ったそこのあなた！

　エーライちゃんが個人で配信し始めて段々と話題になってきたことなのだが、意外にもエーライちゃんはツッコミとボケを自由自在に操るかなりのやり手ということが明らかになったのですよ！

　なので今回の配信ではその手腕も注目のポイントですぞ！


：園長きた！

：プシュ！

：なんだこのメンツは……

：濃い、あまりに濃すぎる、天○一品のこってりラーメンのようだ

：鳴き声が日本語になっただけで実質動物園なの草

：園長大丈夫か？　シオンママくらいじゃないとまとめられる気がしないのだが

：この前コラボであの性様相手にガンガントーク繫つないでたからいけるかも

：おっとりとした口調から放たれる的確なツッコミすこ

：年中発情期は解釈一致



「ゲストの先輩方にはあらかじめ伝えてありますが、今回の企画はずばり！　『クイズ動物の不思議』ですよ！　今から園長が不思議な特徴を持つ動物さんたちを紹介していくので、先輩方にはその不思議な特徴を当てて欲しいのですよ〜！　あ、勿もち論ろん出題中コメントを見るのは禁止ですよ！」

「任せなされ、ストゼロを飲んだ私に死角はない」

「クソゲーの知識を生かしてがんばるぞい」

「今日この日の為に早押しの練習と瞑めい想そうによる集中力の強化を昨日一日中やってきたからね、今日の光は無敵だよ！」

「誰一人として動物が関わってないのですよ〜!?」


：だめだこりゃ

：www

：光ちゃんは正々堂々戦いたいから知識をあえて入れなかったと推測

：あとの二人は普通におバカさん

：多分考えたら負けな事態ばっか起こるから今のうちにワイもストゼロ飲んでおこう

：なるほど、これが迎え酒ってやつですか？

：絶対違う……



「いきなりネタかます気満々な先輩方に、予想通り大喜利大会になる覚悟を決めたエーライですよ〜。それではさっそく一問目行きますですよ！　最初の動物さんはこちらの『カモノハシ』さんですよ〜。小さなラッコのような身体からだに非常に特徴的なカッパのようなくちばしがキュートな動物さんですよ！　カモノハシは奇抜な特徴を山のように持っている生き物なので、どれか一つでもあたった時点で正解としますですよ〜。簡単な方なので一番目に選出しましたですよ！　解答が思いついた方はあらかじめ渡しておいたピコーン！の音が鳴るＳＥを鳴らしてくださいですよ」

　画面に表示させてあるＳＥが鳴るアイコンにマウスカーソルを添える。

　どうやら誰が鳴らしたのかエーライちゃんにはちゃんと判別できるようになっているようだ。

　それじゃあ早速！

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「そのご自慢のくちばしを使ってとんでもない口淫ができる。ふっ、これは貰ったな」

「はずれですよ〜。そのＨなことばかり言う口をカモノハシのくちばしくっつけて塞いでやろうかですよ〜」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「実はくちばしが小数点以下の確率でドロップする」

「はずれですよ〜。黒本を頼るのはやめといたほうが正解ですよ〜」

　ピコーン！

「はい光先輩どうぞですよ！」

「実はくちばしを外すと大きな傷がある、でもそれはかつて大切な仲間をかばってできた名誉の傷であった。彼は今もう一度大切な仲間を守るためその傷を晒さらし、真なる力を解き放つ」
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「はずれですよ〜。そもそもこれは解答なのかですよ？」

　むぅ、三人とも違うのか、意外と難しいな（棒）


：初コラボの後輩の前で前戯の話題を出すなwww

：貰ったな（笑いを）

：笑いを取る代わりに大切なものを犠牲にしていることに気付いてくれ笑

：黒本……デス○ートかな？

：確かに死んだな、本を信じた人たちの心が

：光ちゃんは熱いぜ！

：普通に三人とも解答じゃないんだよなぁ……



「三回解答が出たのでヒントを出しますですよ〜。ヒントは『哺乳類なのに』ですよ！」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「おっぱい吸いたいです」

「はずれですよ〜。園長が聞きたいのは解答なので誰も先輩の願望は聞いてないですよ〜」

　ピコーン！

「はい光先輩どうぞですよ！」

「脱皮する！」

「うーんはずれ！　でもいい線突いてるですよ〜！」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「卵を産むとかかな」

「おお！　大正解ですよ〜！　えーらいえーらいです！」


：へー（トリビアリスペクト）

：まじか、なんでこいつ哺乳類に生まれてきたん？

：水中の生き物を狙うのに水中で目が開けられないドジっ子ゾ

：こんだけどう進化したのかよくわからん生き物なのに生きた化石なのも草

：正直かわいくてすこ



　ムムムッ、最初はネコマ先輩に取られてしまったか。

　わ、私だって本気になれば当てられるんだからね！

　淡雪、次の問題から本気出す！

「それでは第二問行くのですよ〜！　次の動物さんはこちらの『ボノボ』ですよ！　『ピグミーチンパンジー』とも呼ばれている動物さんで、見た目はほぼ小さめのチンパンジー、性格は非常に賢く平和的な性格をもった動物さんなのですよ〜。ここで問題ですよ！　平和を好むこのボノボは、例えば諍いさかい事などで互いの緊張感が高まった状況になるとある行動をしてその緊張を晴らそうとします、その行動とは何でしょうですよ〜！」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「一緒にひたすら壁にぶつかって壁抜けデバッグをすることで心を無にする」

「はずれですよ〜。クソゲーのやりすぎで壁抜けを常識と勘違いしているのではないかですよ？」

「にゃにゃ、クソゲーを甘く見ないでほしいな！　真のクソゲーの辞書にはデバッグなんて文字はないのさ」

「辞書書く前にゲームのコードを書き直せですよ！」

　ピコーン！

「はい光先輩どうぞですよ！」

「一緒にスポーツをする！　共に青春の汗を流せば絶対に分かり合える！」

「はずれですよ〜。でもその考え自体は個人的にすごく好きですよ！　光先輩の良さですよ〜」

「えへへ、褒められちった！」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「ストゼロを飲む。互いの腹の内を晒し合えば仲良くなれる！　ストゼロならできるはず！」

「はずれですよ〜。そもそもどうやって自然の中を生きているボノボがストゼロを飲むですよ？」

「それでもストゼロなら……ストゼロならきっとなんとかしてくれる……」

「シュワちゃん先輩はストゼロを聖水かなにかだと思っているのかですよ？」

「女の子の聖水には無限の魅力が詰まっているんだよ？」

「会話の文脈ぶった切るのはやめるのですよ〜」

「私にも光ちゃんみたいに褒める点はないんですか！」

「ないですよ〜」


：コード書き直す前に企画書書き直して、どうぞ

：企画書書く前にゲームというものを理解して、どうぞ

：僕も光ちゃんと朝のスポーツで汗かきたいです

：はいギルティ

：待てよく見ろ夜じゃなく朝のスポーツだ！　健康的で良いいではないか！

：朝スポニキです、ちなみに昼夜逆転してます

：よしギルティ救いは無し

：どうしてシュワちゃんは褒められると思ったのか……

：シュワちゃんも女の子だから聖水採れるんじゃね？

：シュワちゃんから出てくるのはろ過されたストゼロだから聖水ではないな

：シュワちゃんはろ過器だった？



　はっ！　いけないいけない、さっき本気出すって言ったばかりなのにボケ欲が抑えきれなかった。

　考えろ、後輩の前でいい姿を見せるんだ！　今度こそ正解を目指す！

　エーライちゃんの話を聞くにボノボは恐らく相当賢い動物なのだろう、平和的な解決を思いつく時点で動物としてかなり先進的だ。

　だとしたら、賢い人なら緊迫した状況で一体何をするかを考えれば答えに近づくのではないか？（酔っ払い特有の謎理論）

　よし、一旦この線で考えてみよう！

　だとするとまずは賢い人を誰かはっきりさせた方が考えやすいかな。

　賢い人賢い人……だれがいるかな……。

「三回解答が出たのでヒントを出すのですよ！　ヒントは『接触する』ですよ！」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「一緒にダンスするとかかな？　社交ダンスみたいな感じでね」

「はずれですよ〜。でもだいぶ近づいてきた感じはあるのですよ！」

　──私真理に到達してしまったかもしれない。

　私が探し求めている賢い人、それは他ならぬ私だったんじゃないか？

　ストゼロの素晴らしさを誰よりも理解し、己の解放がトレンドの傾向を見せているこの世の中で誰よりも欲望をさらけ出し、VTuber界の最前線に立っている──

　何ということだ──これが灯台下暗しってやつか。

　だが探していたものさえ見つかれば後は簡単だ！　この私が緊張感のある状況でする行動、それを考えればいいだけ！　そしてその答えは──

　勿もち論ろんＳ○Ｘだ！

　ピコーン！

「はい！　シュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「Ｓ○Ｘ！　蝶ちょうのようにＳ○Ｘ！　蜂のようにＳ○Ｘ！　Ｓ○Ｘ we can！　私は雌とＳ○Ｘがしたいんじゃあああぁぁ!!」

「おお！　大正解ですよ！　えーらいえーらいですよ〜」

　……へ？

「実はこのボノボという動物さん、性行為が非常に身近な生活をしているんですよ〜！　緊張をほぐすなどのコミュニケーション目的に、異性や同性関係なく性行為をする訳なのですよ〜。なのでシュワちゃん先輩は大正解なのですよ！」

「すごいねシュワちゃん！　それでＳ○Ｘってなに？」

「そんな馬鹿な……世界がバグったのかな」

　正直な事を言ってしまうとネタに走っていることは自分でも分かっていたのだが、まさか正解してしまうとは……

「まさか──私は本当に賢かった？」

「なんのこと言ってるか分からないですけど、多分違うので安心していいのですよ〜」


：これはリーフストーム

：まじでかwww

：えええええ!?

：まさか、ボノボはシュワちゃんだった？

：待て、シュワちゃんがボノボの可能性も出てきたぞ

：これもう分かんねぇな



「それではこの辺から難易度を上げていくのですよ〜！　次のお題は『シャチ』さんです！」

「え、シャチ？　動物園なのに？　どちらかというと水族館じゃ……」

「おっと光先輩それは既存の概念に囚とらわれすぎなのですよ！　エーライ動物園は『動く物』を動物と定義しているため、一般的な動物に加え海洋生物、爬は虫ちゅう類るい、両生類、微生物まで網羅しているヴァーチャル界屈指のテーマパークなのですよ!!」

「な、なるほど！　光は狭い観点しか持ててなかったんだね！　光はまた一歩成長したよ！　ありがとうエーライちゃん！」

「都合が良いですな〜」

「まぁ光ちゃんの為ためにもここはツッコまないであげましょうネコマ先輩」

「にゃ」

　逆に言えばエーライちゃんはそこまで広い知識を持っているってことだしね！

　それにしてもシャチかー、子供のころは見た目が好きだったなー。でも飼育されている水族館が近場に全然なくて実際に会ったことはないんだよね。

　子供の頃の話だからあくまで見た目に惹ひかれただけで、詳細な生態とかは全然知らないな。

　ちょっとこれは厳しい問題かも……。

　まぁさっきも内心似たようなこと考えながらも正解しちゃったけどねー！

　ふんふんっ！　リスナーの皆には二連続で賢いシュワちゃんを披露しちゃうどー！

「パンダのような非常に愛くるしい姿をしたこのシャチですが、実は海の食物連鎖の頂点に立つと言われているほど強力な生き物でもあるんですよ〜。雄の体長は約６ｍにもなり、骨格を見るとホホジロサメが可か愛わいく見えてくる程のがたいなのが分かりますよ〜。更には海洋生物でトップクラスの知性と群れによるチームワークが加わってもう敵なし状態なわけですよ！　さてここで問題ですよ！　上記の理由からただでさえ最強の名がふさわしいこのシャチですが、更に一つそんなの卑ひ怯きょうだとも思える必殺技を持っているのですよ！　その必殺技とはなんでしょうですよ〜」

　ま、まじで？　シャチってそんなに強かったの？　というか普通にでかすぎじゃない？　６ｍとかもう小さめのクジラじゃん！

　可愛いのに強いとか勝組過ぎんだろ！　私なんてさっきの問題のせいでコメントでボノボ亜種とか言われ始めてるんだぞ！

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「ステータスが高すぎてパワーアップアイテムを使うとオーバーフローを起こして逆に弱くなる」

「はずれですよ〜。前の解答の時から思ってましたけど、ネコマ先輩はこの世界をクソゲーかなにかと勘違いしているのではないかですよ？」

「私はクソゲーとクソ映画をこよなく愛するクソの探究者だからね。クソあるところにネコマありということさ」

「蠅はえさんかなですよ〜」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「会社内で苦悩を共にしている仲間がいると思わせることで、毎日サービス残業の嵐でも文句を言えないようにする」

「はずれですよ〜。それはシャチじゃなくて社畜ですよ〜」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「横タックルをすると同時に空間を歪ゆがませることで当たり判定を広げる」

「はずれですよ〜。ガノ○トスの亜空間タックルはハイエナにでも食われてしまえですよ〜」


：大喜利を始めるなwww

：ＩＰＰ○Ｎグランプリの会場間違えてますよ

：シュワちゃん解答の時の声完全に死んでて草

：実体験なんやろなぁ……

：理不尽な判定の悪い子はガンナー４人でしまっちゃおうね〜



「三回解答が出たので恒例のヒントタイムですよ〜！　ヒントは『超音波』ですよ〜」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「他の生物が聞き取れない超音波を使うことで公然と下ネタを言うことができる」

「はずれですよ〜。確かに公然と世界中の人々に聞こえるように下ネタを連呼してるシュワちゃん先輩には必殺技に見えるのかもしれないのですよ〜」

「恥ならもう捨てた！　そんな必殺技など私には必要なし！」

「シャチさんはもっといらないですよ〜」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「トルネードに乗って空を飛ぶことによってシャーチネードを起こす」

「シャーク○ードみたいに言うなですよ！　あとせっかく出したヒントに掠かすってすらないのですよ〜」

「にゃにゃーん！　シャーク○ードを知ってるとは、結構なお手前で」

「あれはサメ映画ではなくコメディ映画としてみれば神映画なのですよ〜」

　ピコーン！

「お！　満を持してボタンを押したのは光先輩ですよ！　解答をどうぞですよ〜」

「ふっふっふ！　二人ともごめんね、光はどうやら答えに辿たどり着ついてしまったようだよ」

　なん……だと……。

　今までずっと沈黙していた光ちゃんだが、密ひそかに私たちの先を歩いていたというのか!?

「エーライちゃんの話を聞くにシャチはただの強者じゃない、強者の中の強者、真の強者なんだよ。つまり光の答えはこれだ！　真の強者は触れるまでもない、見るだけで獲物を倒せるんだよ！」

　……なーんだ、いつもの中二病な光ちゃんじゃないか！

　溜ために溜めての解答だったからちょっとビビっちまったぜ。

　ふふっ、光ちゃん、君は一つ思い違いをしているよ。

　あまり強い言葉を遣うと──弱く見えるよ──

「おお！　まぁこれは正解と言ってもいいのではないかですよ〜！　えーらいえーらいですよ〜」

「ほんと!?　やったー！　やっと光も正解したよー!!」

　なん……だと……。

「シャチさんは超音波を凝縮させて獲物に当てると、たとえ遠くに居てもその獲物の感覚を麻ま痺ひさせてうまく泳げなくするなどのことができるのですよ〜」

　なるほど。確かに強い言葉を遣うと弱く見えるな、今の自分の姿を見て痛感したよ。やっぱり私の言ったことに噓うそはなかった。

　特大ブーメランを食らってしまった私なのだった……。

「次が最後の問題になるので、もう容赦なしの難問ですよ！」

　むっ、次が最後となると、現状全員が一回ずつ正解しているから、次の問題の正解者がそのまま企画の勝者になるってことか。

　これは気合いを入れて（笑いをとりに）いかねば！

「シャチから海洋生物が続きまして、次のお題は『アンコウ』さんですよ〜」

　ほーほー、これはまたストゼロが捗はかどる名前が出てきましたな。

「アンコウさんは見た目からも想像がつくかもしれませんが深海魚に分類されるお魚さんですよ。海底に潜んで近寄ってきた獲物を大きなお口でガブッと丸まる吞のみしてしまうんですよ〜。また、そのグロテスクな見た目とは裏腹に非常に美味な魚でもあり、鍋などで食べたことがある方も多いと思うのですよ。特にアンキモと呼ばれている肝は絶品なのですよ〜」

「エーライちゃん明日鍋パしようず、アンコウ一匹頼んだ！」

「動物園のアンコウさんは食用じゃないですよ〜」

「あ、光いい鍋持ってるよ！」

「具材は何入れようかなー」

「あれ〜ですよ〜？」

　こんな話聞いて我慢できるか！　明日の晩御飯はアンコウ鍋に決まり！


：プシュ！

：三人とも乗り気で草

：チョウチンアンコウは生物における進化の可能性を感じた



「まぁ鍋の話は置いておいて問題の方行くのですよ〜。このアンコウさん、実は雄の個体に想像もつかないようなすごい特徴があるのですよ！　その特徴は何でしょうかですよ〜！」

　ピコーン！

「はい光先輩どうぞですよ！」

「ふっふっふ！　流れに乗って二連続正解行っちゃうよ！　ずばり実は体の中に軍神の如ごとき采配を見せる車長、その軍神の考えを正確に理解し良き支えとなっている通信手、射撃の名手である砲手、装塡スピード随一の装塡手、運転技術が天才的な操縦手の五人が乗っている！」

「アンコウチームさん乗り物間違ってま〜すですよ〜。ボケ全振りの解答で自分から流れ断ち切ってどうするのですよ〜！」

「戦車道、履修したいぜ」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「雄より雌の方が好きです。雌の問題に変えてください」

「解答を言えですよ！　クイズで問題変えろは前ぜん代だい未み聞もんですよ！」

「反省はしている、だが後悔はしていない」

「あ、そろそろ動物園のイリエワニさんがお腹なかすいてる時間ですよ〜」

「後悔はしている、だが反省はしていない」

「むしろ悪化してどうするのですよ……」

　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「レベルを上げて物理で殴るのが最良の戦闘手段」

「ツッコミを入れたいんですけど必ずしも否定できないので困るのですよ〜。これで解答が三回出たのでヒント行くのですよ〜。ヒントは『小学校高学年くらいの男女』ですよ！」

　ピコーン！

「はいシュワちゃん先輩どうぞですよ！」

「コミックＬ○は結構好きです」

「ん？　コミックＬ○ってなんですよ〜？」

「少女漫画雑誌だよ」

「ほへ〜、今度調べてみるのですよ〜」


：おいいい!!

：とんでもない名前が出て草

：少女漫画、漢字の意味で考えればまぁ間違いではないな

：少女（が出てくる）漫画雑誌

：Ｌ○好きとか雌の射程範囲広すぎだろこの女

：エーライちゃん逃げて！



　ピコーン！

「はいネコマ先輩どうぞですよ！」

「にゃにゃーん！　これは自信あるよ！　答えは雄の方が雌より小さいだね！」

「おお！　大正解ですよ〜！　えーらいえーらいですよ〜。この時点で優勝はネコマ先輩に決まりなのですよ〜！」

　あちゃー負けちゃったかぁ……

　在籍期間なら最年長のネコマ先輩が意地を見せて後輩に打ち勝ったみたいな感じの結果になったね。

「おっとここで締めにするのはまだ早いのですよ！　確かに答えは雄の方が小さいですが、その特徴を持つ生き物だったら沢山いるのですよ。大事なのはアンコウさんはその大きさの差が半はん端ぱじゃないところなのですよ！　こちらをご覧くださいなのですよ〜！」

「「「えっ!?」」」

　エーライちゃんが意気揚々と画面に映し出したアンコウの雄雌比較画像を見て、私たちは三人そろって驚きの声を上げてしまった。

　画像を見て一番に思ったのは、本当に同じ生き物か？　これに尽きた。

　雌は私たちがよく知っているあの見た目なのだが、雄はその周りを泳ぐ小魚程度にしか思えないほど小さいのだ。

「アンコウにも沢山種類がいるのですが、例えばチョウチンアンコウさんの雌は大体60cmくらいに対して、雄は僅か４cmくらいしかないんですよ〜。さらに驚きなのが交配方法ですよ！　なんと雄が雌の体と一体化、つまりは融合することで交配をしているんですよ〜」

　ひ、ひええぇぇ……

　皆想像だにしない驚きょう愕がくの事実にうまく言葉が出ない様子だ。

　最後にふさわしいとんでもない問題を終え、この配信は終了となった。

　振り返って考えてみれば滑らかな進行に加え、生き物の雑学を上手うまく絡からめた配信だったなぁ。

　やはりこの後輩、結構なやり手のようだ。私も先輩として負けないようにしないと！







[image: 閑話　ましろんとの出会い]

　ある日の昼下がり、私はましろんと通話を繫つなぎながらなんでもない雑談を交わしていた。

　特に用件があったわけではない、これはただただ会話をすることが目的の通話だ。

「最近配信が終わった後に充実感を感じるようになったんですよ」

「お、いいねぇ。やっぱり楽しむのが長続きのコツだからね」

　ライバー活動が始まってから仲良くなるにつれて、お互いに空いた時間が生まれたとき、いつの間にかこうやってましろんと通話を繫ぐのが日課になっていた。

　人によっては目的のない会話など無駄な行為だと思われるのかもしれない。でも私にとってこの時間は心が落ち着く安らぎの時間であり、この通話があるとないとでは一日の満足感が全然違う。

　ましろんがどう思っているのかは聞いたことがないので分からないが、私はこれぞ友情の築き上げた一つの到達点だと思っている。

「………………」

「ん？　どうしたのあわちゃん？」

「いや、なんというか、ふとましろんと出会ったときのことを思い出しまして」

「え、突然なに？　今そんな会話の流れじゃなかったでしょ」

「それはそうなんですけど、今ここまで自然体に話せていること自体があの頃は想像できなかったなぁって」

「あぁ、まぁそれはそうだね、人間だれしも初対面の人には気を遣うものだから。ふふっ、どうする？　僕との思い出の回想でもいっちゃう？」

「そうですね、こんな話は初めてですし、恥ずかしくはありますけど振り返ってみますか」

　最近あまりに濃い日常が続いていて過去のことを気にしている暇すらなかったから、今日くらい思い出話に花を咲かせるのもありだろう。

　ましろんと初めて話したのは……デビュー前のあの日の通話だな──







「あ、すみません、聞こえてますか？」

「うん、聞こえてるよー。こんにちは、彩ましろです、今日はよろしくね」

「あ、失礼します！　心音淡雪と申します！　本日は何なに卒とぞよろしくお願い致します！」

「ふふっ、なんか堅いなぁ。ほら、僕ら同期だし、ライバー界かい隈わいで言うママと娘って立ち位置でもあるじゃん？　これからコラボとかもあるだろうし、もっとフランクにいこうよ」

「ァ、ぇと、はぃ、すみません……」

「謝る理由なんかないよ。ほら、緊張しなくていいからね」

「はい、すみません……」

「だから謝らなくてもいいって。あ、さては恥ずかしがり屋さんなのかな？」

「そんな感じかもしれません……改善できるよう善処します……」

「いいよいいよ、それじゃあゆっくり慣れていこう。焦あせってもいいことないからね」

　当時はまだデビューすらしていない状態で、更には同期が誰なのかすら知らなかった。つまりライバーの方と初めて話したのもこの時のましろんが初めてだったことになる。

　なぜ最初がましろんになったかというと、それはましろんが担当してくれていた心音淡雪のアバターデザイン、そのラフチェックを頼まれていたから。

「どうかな？　全体的に清せい楚そで儚はかない感じを出しながらもどこかミステリアスな感じで、最初だし運営さんから聞いた案に沿ってデザインしてみたんだけど」

「こういうときの語彙に乏しくて申し訳ないのですけど、本当にとてもとても素晴らしいデザインだと思います。データを頂いて開いた瞬間からこれがプロなのかと圧倒されました」

「ほんと？　ふふっ、イラストレーターの身としては絵を褒められると嬉うれしくなっちゃうな。それで、ここからどうしようか？」

「へ？」

「なに不思議そうな声出してるの？　この絵は淡雪ちゃんの為ために描いているんだから、なにか付け足してほしいものだったり修正してほしい点だったり聞かないと」

「あ、ああ！　そうですよね！　大丈夫です！　ちゃんと前にマネージャーさんとそこらへんも話し合いました！」

「お、よかったよかった。僕も一応運営さんから修正点は聞いてたんだけど、これからの親睦を深めるためにも本人と相談したかったからね」

　当時の私はなんというか……自信がない、それに尽きると思う。

　理由は勿もち論ろんつい最近辞めたばかりだったブラック企業による勤務という名のパワハラ奴隷労働のせい。

　摩耗に摩耗を重ねてボロボロになり、もう欠片かけらが残っているのかも分からない自尊心しか持ち合わせていなかった私は、数か月前ライブオンの面接に合格したことすら未いまだに幻覚を見ているのではないかと疑っている有り様であった。

「色々本当にごめんなさい……なんだかまだ実感が湧かなくて」

「ううん、実感が湧かないのは僕も少し分かるから大丈夫だよ。でもこの絵は淡雪ちゃんになる未来なんだから、もっと堂々としなよ」

「これが……私……」

　目の前では、キラキラと輝きを放っている心音淡雪が、見る人を魅了せずにはいられない柔らかな笑みを浮かべている。

　まだラフの段階だが、それでも恵まれたビジュアルであることは間違いないだろう。ましろんがイラストを担当してくれたことは私にとって紛れもない幸運だった。

　その姿は余りに眩まぶしくて……だからこそ当時の私はそれが自分であるということが全く想像できない、靄もやのような違和感が常に脳内に漂っていたのである。

「んー……もしかしてだけどさ、淡雪ちゃんは恥ずかしがりというより、自分に自信がないの？」

「ぁ……やっぱりバレてしまいましたか？」

「うん。さっきから明るい話題に全然乗っかってこないからさ、なんとなく察したよ。でもどうして？　淡雪ちゃんはあのライブオンの三期生に合格したんだよ？　とんでもない倍率の中から選ばれた存在なわけだ、誇らしく思うのが普通じゃない？　僕なんて自分のキャラじゃないかもしれないけど、合格通知見たときはやったーって叫んでたよ」

　不思議に思って聞いてくるましろんに、私は面接のときの記憶がほとんどないため、なぜ合格したのかよくわかっていないことを告げた。

「はぇー、不思議なこともあるものだね。でも結果的に受かったのなら御の字じゃん。替え玉を使ったわけでも噓うそをでっちあげた訳でもないんだから胸を張っていいと僕は思うけどな」

「そう思おうとはしているのですが、どうも難しくて……ましろさんは」

「ましろちゃんでいいよ、呼び方からでも軽くしていこ」

「あ、はい、すみません……それでましろちゃんは、面接でなにを話しましたか？」

「僕かぁ、ちょっと待ってね、今思い出す」

　ましろんはちょっと唸うなった後、私とは違いあっけなく思い出した当時のことを話してくれた。

「なんで僕がVTuberになりたいかが話した内容のほとんどだったかな」

「なるほど、ちなみになぜなりたいかを聞いてもいいですか？」

「うん、いいよ。僕は僕の絵をもっと多くの人に見て記憶してもらいたい、そして絵の魅力を広めてイラストレーター界を盛り上げたかった、だからVTuberになって活動の場を広げたかったわけだね」

　思い出せば後は即答だった。確かな意志の下に行動していることが淀よどみなく伝わってくる。

　かっこいい──そう思った。きっとこういう人がライブオンなどのオーディションに合格して輝くスターになっていくんだと、腑ふに落ちたとはこのことだ。

「淡雪ちゃんは？　どうしてVTuberになろうと思ったの？」

「私ですか？」

「うん、もしかするとそこに合格した秘密が隠されているのかもしれないでしょ」

「私は……」

　それに比べて私は、考えても考えても色々な思いがごちゃ混ぜになって一つの正解を導き出すことができない。

　今でも思うのだが、ほんと面接のときの私は何を語って面接官の関心を集めたのだろうか？

　思い出せないものは仕方がないので、せめて質問の答えをなんとか捻ひねり出だす。

　その結果出たのは──

「人生だから……ですかね？」

「え、なに？　クラ○ドの話？」

　なんとも壮大な話みたいになってしまったのだった。

　だって仕方ないじゃん！　社畜生活の中の救いもＶだったし、社畜から解放してくれたのもＶだったし、文字通りこれからは命をかけて頑張らせてもらおうと思ってるし、結果これしか表せる言葉がなかったんだよ！

「淡雪ちゃんさ、実はとんでもない経歴歩んでたりする？　僕心配になってきたよ……。何か悩みでもあるの？」

「い、いえ、そこまででは！　それに今日の本題はイラストですし」

「いや、僕も今日は暇だからどれだけ通話が延びてもかまわないよ。というより、今日という時間を使って同期との仲を深めたいくらい。淡雪ちゃんは忙しい？」

「ほぼニートなので私も時間は大丈夫なんですけど、でも人に話すレベルの話でもない気がして……」

「ニートって、また気になるワードが出てきたな。言いたくないのなら勿論黙秘してもらいたいけど、僕が気になっているから、話せるのなら僕の為を思って話してみない？」

「……わ、分かりました」

　別に隠しておきたい話でもないので、私は社会人時代のことを話した。

　私が今でも強く印象に残っているのは、私は深刻に思わせても申し訳ないから自虐を交えながら淡々と話していたのだが、ましろんはそんな私にも優しく寄り添うように話を聞いてくれたことだ。

　そのおかげで話し終わるころには自然と口調が柔らかくなり、緊張もだいぶ解けていたように思う。ましろんは本当に聞き上手だ。

「話してくれてありがとう。話を聞いた後なら今までの対応も納得だよ」

「あの、私そんなに負のオーラみたいなもの出してましたか？」

「話しているうちに、なにか過去にあったんだろうなとは察したよ。だって謝ることが口癖になってたから」

「ぁ──」

　言われて初めて気づかされた。

　確かに会社に勤めていたときは謝らない日なんて一日たりともなかったし、末期には何か言葉を発するにも謝罪の言葉から入っている自分がいた。

　多分これはトラウマってやつで、当時の私はこれが原因でネガティブ思考が板についてしまっていた。会社をやめて解放された気でいたけど、厄介な後遺症まで煩わされていたわけだ。

「でもさ、だからこそのこれからじゃない？」

「え？」

「辛つらいことがあった分、きっとその後の幸せはより輝くよ。いま淡雪ちゃんはVTuberとしてその一歩目を踏み出した、人生に反撃の狼煙のろしを上げたわけだ」

「そう……なんですかね」

「これから誰よりも幸せな人になってさ、見返してやろうよ！　そしてさ、いつか謝罪より先に名前を堂々と言えるような、そんな輝く人を目指そう！　淡雪ちゃんはその切符を摑つかんでる、後はやるだけだよ！」

「お、おうぅ、なんか突然熱いキャラになりましたね？」

「幸ってさ、なんで辛の字に線を足した形なのか分かる？　それはね、幸せは辛いことの上に成り立つものだからだよ」

「そうなんですか？　深いですね……」

「まぁ僕が今考えたんだけど」

「ええ!?」

「僕ね、頑張っている人が好き」

「──え？」

　ましろんの突然のキャラ崩壊に戸惑った私だったが、静かに放たれた最後の言葉でその戸惑いすら吹き飛んでしまった。

　だってその声色が……あまりにも優しかったから。

「辛いことがあっても、それを乗り越えようとしている、何かを変えようとしている人をみると、応援したくなっちゃう」

「ましろちゃん……」

「淡雪ちゃんが頑張ろうと思う限り、僕は君の味方だよ、約束する」

　今でもこの言葉を忘れたことはない。紛れもなく私はこの言葉に救われた。

　これからライバー活動を死ぬ気で頑張ろうと思っていても、この時までその決意は孤独なものだった。

　でもこれからは傍そばで見て支えてくれる同期の仲間がいる、その心強さと温かさは負のトラウマで冷え切った私の氷の心を溶かし始めてくれた。

「……まだこれからのことは何も分かりませんけど……それでも、何があっても心を折らない覚悟で頑張ってみます」

「うん、それならまずは今日の本題から片付けますか。このイラストラフだけどね──」

　これが私の大切な親友との鮮烈な初対面だった。







「……なんかめっちゃ恥ずいんだけど、どうしてくれるのこの空気」

　そして回想が終わった今現在、ましろんはなんとも歯がゆそうな様子で恨めしそうにそう言っているのであった。

　おうおう、照れちゃってかわいいやつめ！

「え〜？　いいじゃないですか〜？　ほら、『淡雪ちゃんが頑張ろうと思う限り、僕は君の味方だよ、約束する』って私もう一回聞きたいなぁ。ほら、言ってみ？　僕はあわちゃんのことが大好きですって言ってみ？」

「文脈すらおかしい、こんな時に言うかばーか」

「お、それならこんな時じゃなくて私が本当にへこんでる時は言ってくれるってことですか〜？」

「まぁ言うべきと思ったときは言うよ」

「へぉあ？　え、いっ、言ってくれるんですか？　あ、あははは、わ、私も照れちゃうなー」

「んー？　なに変な声出してるのかな？　あわちゃんは照れ屋でかわいいでちゅねー」

「こ、こいつ！　だましたな！　私の純情を裏切ったな!?　全く酷ひどい人ですねー、私がへこんだ時は本当に言ってくれるのかと思って嬉うれしかったのになー」

「あ、それは勿もち論ろん言うよ」

「はうああああああぁぁぁ!?!?」

「ふふっ」

　小悪魔なましろん相手に上座に座るのは、私にはまだ未熟だったみたいです。正直ドキドキしました……。
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「あ、最後にご報告なんですけど、シオンさんがシュワちゃんとコラボしたいって言ってましたよ」

「え!?　本当ですか!?」

　業務連絡や次の配信についての相談をマネージャーの鈴木さんと電話していたのだが、電話の締めにいきなりそんなことを言われてしまった。

　しかもなんとあわちゃんではなくシュワちゃんをご希望とのこと。まじめな苦労人の印象が強いシオン先輩だから意外としか言いようがない。

「なにか私としたいことがある感じですかね？」

「どうやら『ニュースライブオン』にゲストとしてシュワちゃんに出て欲しいみたいですね」

「マジで!?」

　ニュースライブオン、それはシオン先輩が十八番おはこにしている名物企画であり、最近は彼女の代名詞的存在にもなりつつある配信だ。

　企画内容はシオン先輩が自分で立案したもので、毎週日曜の夜にその週に起こったライバー達の名シーンをニュース形式で紹介していくというものだ。

　大体私たち三期生が入った辺りから企画がスタートし、シオン先輩の軽快なツッコミやテンポの良さが話題になって瞬またたく間まに人気企画となった。

　たまにゲストとして様々なライバーが登場することでも有名ではあるのだが、元々はシオン先輩が完全ソロでやっていく予定だったらしい。

　その証拠に最初はかたったーで聖様に向かって「ソロ企画ができました〜！　ざまぁみろ〜！」とイキり倒していたのだが、どうやら一人は寂しくなったようで第四回目の時には既に聖様がゲストとして登場していた。

　シオンママカワイイヤッター！

　まさかそれにお誘い頂けるとは……

「コラボ程度でしたら当人同士でやり取りして大丈夫ですのに、わざわざマネージャーの私を通すところが真面目なシオンさんらしいですね。あとやりたいことがあるらしいのでオフコラボを希望とのことです」

「お、オフですと!?」

「はい。『よかったら私の家でお酒でも飲みませんか？』とおっしゃっていますね」

　──分からん！　どれだけ考えてもシオン先輩の意図が分からん！

「どうします？　引き受けますか？」

「出ます出ます！　断るわけないです！」

　確かに謎な点は多いがあまりにも光栄なお誘いだ、これを断るなんぞ一生の恥！

　気を引き締めて出演させてもらおう。

「了解です、シオンさんに伝えておきますね。後日シオンさんから場所などを記したＤＭが来ると思うので見逃さないようにしてください」

「はい！」







　そして当日──

「いらっしゃーい！　大丈夫だった？　迷ったりしなかった？」

「い、いえ！　全然大丈夫です！」

　自分でも分かるくらい緊張全開で電車に少々揺られ、いよいよシオン先輩の家に到着した。

　やっぱり憧れの方とお会いするのはドキドキするものだ。しかも前に一度会ったことはあるがその時は聖様が隣にいたため、二人きりで会うのはこれが初めてになる。

　更にはこのシオン先輩が住んでいる立派なマンションである。なんとこの広い家に一人暮らししているらしい。

　もう口の中からっからですよ。

「飲み物入れるから適当にどこでも座ってて！　自分の家だと思ってくつろいでね！」

「は、はい……」

　パタパタとキッチンへ駆けていくシオン先輩。

　当然私はくつろぐどころか背筋ピーンである。

　配信開始まであと２時間くらいあるため、それまで配信内容の打ち合わせをすることになっている。

　というかすっごいいい匂いするな、アロマでも焚たいてるのかな？

　部屋も広いのにピッカピカだし、整理整頓も完璧だ。

「……ん？」

　余りの女子力に感嘆しながら部屋の中を眺めていたのだが、ある一つの本棚に視線が吸い込まれた。

　本棚自体は普通の木製のものなのだが、気になったのは収納されている本の方。

【赤ちゃんの上手な育て方】

【ベテランママ達に聞く育児のコツ】

【赤ちゃんと遊ぼう！】

【赤ちゃんの視点に立ってみよう！　育児大百科！】

【実は赤ちゃんはこう思っている！　視点を変えて伸ばして育児！】

　などの似たような趣旨の本が山ほどその本棚には収納されていた。

　この瞬間！　淡雪に電流走る！




　あ、これ絶対やばいやつや。




「あれー？　どうしたの淡雪ちゃん？」

「し、シオン先輩？　いったい何を持っていらっしゃるので？」

　背後から聞こえてきた声に瞬時に振り向くと、そこには確かに『飲み物』を持ったシオン先輩が立っていた。

　問題なのは飲み物が入った容器である、その瓶に女性の乳首のような素敵なサムシングがくっついた物、それは紛まがうことなく──

「あーこれ？　これは勿論ストゼロ入りの哺乳瓶だよ」

　当たり前のように説明するシオン先輩からは不思議と謎の圧のようなものを感じる。

「そ、それは何に使うんですか？　……あ、分かった！　いつもシオン先輩を振り回してる聖様のケツの穴にぶっ刺すわけですね！」

「ううん、これは今から淡雪ちゃんの、今喋しゃべってる大人っぽくて艶っぽいそのお口にぶっ刺すんだよ」

　ですよねー!!

　いやいやですよねってなる時点で絶対おかしいんだけど、流れ的にこうなることは哺乳瓶を見た時点で察してしまった。

　だがなぜ!?　あのシオン先輩がどうしていきなりこんな暴挙に!?

「前に配信中に約束したよね？　哺乳瓶でストゼロ飲むって。まさか……飲んでくれないの？」

「いやいや、私はまぁいいんですけどなんでそんなに乗り気なんです!?」

「私ね、四期生の皆を見たとき気づいちゃったの」

「え……えぇ？　な、なにをです？」

「私、前は今の自分でいいのかな？　とか、インパクトないのかな？　とか思うことがあったの。でも手のかかるけどかわいい子達の姿を見ててやっと自分の本当の望みに気づいたの。ああ、私は皆のママになりたいんだって。きっとこれがライブオンが私を採用した理由でもある」

「…………」

　頭を全力でフル回転させる。

　これつまりはあれか？　四期生がやばいやつの勢せい揃ぞろい過ぎて、遂ついにはシオン先輩まで振り切れてしまったってことか!?

　そしてシオン先輩の奥底に眠っていたもの──それはきっと母性。

　ただでさえ母親のような温かさを持っていたシオン先輩、でも今はそれにリミッターがかからなくなってしまった、そういうことなのか!?

「私がちゃーんと面倒見てあげるからね。だからストゼロ、飲もうか？」

「なるほど分かりました、私がストゼロを飲むのはいいです、元々嫌では絶対ないので。リスナーさんの前で言ったからにはやりますよ！　でもシオン先輩はどうするんです？　家でお酒でも飲みませんかって言ってましたよね？」

[image: ]

「私は飲まないよー、私が酔っ払っちゃったらいよいよこの後のニュースライブオンが崩壊しちゃうもん！」

　ああなるほど、確かに自分が飲むとは最初から一言も言っていないのか。つまりは全てシオン先輩の計画通りってこと。

「ほら、膝枕してあげるからこっちおいで？」

「はい……」

「あ、リスナーさんにもかたったーで知らせないといけないから音声録音するね？」

「アッー！」

　私は運命を受け入れた──

「はーいよくできまちたねー！　後はこれをかたったーにポーイ」

「ばぶー」


：!?

：え、なにしてんの……シオンママ？

：いきなり特殊性癖プレイの様子を暴露されて酷ひどく錯乱しています。なにがなんだか分からないのでとりあえずパンツ脱ぎました

：どんなときでも性欲には忠実な雄の鑑

：あわちゃんの声が絶望した声から段々ストゼロの効果で恍こう惚こつとした声になるの草過ぎる

：いや、恍惚そうって言ったらシオンママの方がすごいぞ、完全に母の声してる。乳首吸われてるときの俺みたいだった

：途端に汚く見えてきたからやめて

：これがそして乳（母）になるってやつか、初めて上映見たわ

：哺乳瓶入りのストゼロ発売不可避

：あのライブオン唯一の常識人だったシオンママの身になにが……？



　かたりは恐怖すら感じる勢いで拡散されていき、配信のコメント欄のような速度でリプが付いていく。

　今日よりシオン先輩は、従来の場を完璧に読んだ的確なツッコミと司会に加え、母性が大爆発している皆のママという強烈なキャラクターを手に入れることにより昇華？を果たしたのだった。







　その後も私が自分で立ち上がろうとすれば「え？　赤ちゃんがなんで自分で立てるの？　え？　だめじゃんそれ、人類的に」と馬乗りで押さえつけられ、言語を喋ろうとすれば「文明に触れるな、そんなに声帯が器用な赤ちゃんは存在しない」と理不尽なことを言われ続ける時間が続いた。

　やがて私が完全にミルク（ストゼロ味）で出来上がったところで迎えた配信時間、先ほどのかたったーの影響もありコメント欄が期待と困惑が入り混じる異様な様相を成している中、それは始まったのだった。

「こんみこー！　皆のママこと神成シオンだよー！　今週もニュースライブオンやっていくよ！　そしてなんと今回はゲストとしてシュワちゃんが来てくれています！」

「プシュ！　三度の飯と女とストゼロが好き、シュワちゃんだどー！」

「三度の飯『より』じゃないんだね？」

「ご飯も女も酒も全て大好き、一つと言わず全て手に入れたいのがシュワちゃんなのだ」

「大人になったジャ○アンみたいなこと言い出して出だしから少し不安になったけど、覚悟して最初のニュース行ってみよう！」


：よっしゃきた！

：生きがい

：この企画ほんとすこ

：現実で言ったら即人生終了レベルの自己紹介に草

：これが本当のＲＴＡ（リアルタイムアタック）ってな

：誰がうまいこと言えと

：ジャ○アンというか、某海賊漫画の登場キャラとかが言ってそう

：俺のストゼロか？　欲しけりゃくれてやる、探せ！　この世のすべてをそこに置いてきた

：迷惑だから返してきなさい

：初見さんにいいことを教えたる、この二人さっきまで哺乳瓶にストゼロ入れて幼児プレイしてたで

：www

：有言実行の女たち、流石さすがだぜ

：てかシオンママがノリノリすぎて恐怖を感じた笑

：完全にママになりきってたからな

：シュワちゃんが少しでも言葉を話そうものなら哺乳瓶口に突っ込んで封じてたのホント草しか生えない

：前にかたったーで『今分かりました。皆のママは私だったんですね！』と呟つぶやいてたし、なにかが目覚めたのかな？

：常識人枠こわれる！



「まず最初のニュースはこちら、『朝霧晴、ガチャでチンパンジーになる』です！」

「相変わらず頭のねじ吹っ飛んでますなぁ晴先輩」

「シュワちゃんそれ思いっきりブーメランだよ」

「嬉き々きとして哺乳瓶を私の口に突っ込んできたシオンママに言われたくないど？」

「今度はおむつを用意しようか？」

「よし、続きいくどー！」


：なんだこの流れwww

：シオンママ渾こん身しんのガチトーン

：圧を感じた、最高や

：ていうかニュース見出しだけで大草原不可避やん

：まぁあれは取り上げられるよなぁ



「えっと、ニュースの詳細だけど、晴先輩が配信していた大人気アイドルプロデュースゲーム『アイドルライブ』略して『アイラブ』にて、あまりにもガチャが爆死気味なため挙動不審となり舌でガチャを引く、乳首でガチャを引く、終しまいには股間でガチャを引くという奇行をしたあげく、天井すれすれまで課金してめでたく推しを引いた瞬間猿のような奇声と共に部屋の中を暴れまわったというものみたいだね」

「ほうほう」

「それでは晴先輩の実際の配信を一部切り抜いたＶＴＲをご覧ください！」




『最初の十連引くよ！　まぁ多分これで出ちゃうだろうなー、私ほど大いなる愛をキャラに捧ささげていればあっちから来てくれるものなんだよ…………出なかった……まぁ私最初の十連は遊ぶからね！』

『そろそろ来てくれてもいいんだよーぺろぺろぺろ』

『もう今から乳首で引くわ。ああ感じる、運命力が乳輪から乳首に集積されていくのを感じるよ』

『みんな止めるな！　もう私には股間しか残されていないんだ！　届け！　私の想い！　股間からあの子に届けええぇ!!』

『やったあああぁ!!　ウピャアアアア!!』




「はい、ＶＴＲはここまで。これについてシュワちゃんどう思う？」

「とりあえず晴先輩の成分が付着していそうなそのスマホを買い取りたいですね」

「そこ!?　これだけツッコミどころ満載なニュースなのに真っ先に出る感想がそれなの!?」

「１００万までなら出しますよ？」

「そういう問題じゃないから！」


：よかった、シオンママツッコミは健在なんやな

：たまに圧が出る感じなんかな？

：やっぱりシオンママもライブオンやったんやなって



「リスナーさんたちはなにを言ってるんですか？　私は今も昔もずっとツッコミ役の常識人ですよ！」

「少しでも琴線に触れると赤ちゃんになれって言ってくるからやばい」

「あれー？　なに不思議なこと言ってるのかなぁシュワちゃん、これは１から……いや０から私が再教育してあげるしかないみたいだね？」

「いやぁこの歳としで赤ちゃんからやり直すのはきついっす」

「何言ってるの？　私の体内に宿すところからスタートだよ？」

「ヘアァ!?　０からってそういう意味ですか!?　予想外過ぎてヘンな声出ましたよ！」

「産ませて？」

「え？　なにこの得体のしれない恐怖、この歳になって未知の感覚に出会うとは思いませんでしたよ」


：こわスギィ！

：これはライブオンのホラー枠

：シュワちゃんがツッコミに回っている……だと!?

：シオンママ最強説出てきたな

：一体何を基準にして強さを測ってるのか、これが分からない



「まぁ脱線もこのくらいにして、そろそろ次のニュース行くよー！」

「さてさて、次のニュースはこちら！　『祭屋光、激辛焼きそば早食いＲＴＡで２分30秒の好タイムを出す！』」

「ほうほう」

「こちらも実際のＶＴＲをどうぞ！」




『今日の光は負ける気がしないよ。なんでかって？　ある炎の兄貴から勇気を貰もらったからさ』

『焼きそばの辛さや渇かっ水すいにどれだけ打ちのめされようと　心を燃やせ　歯を喰くいしばって箸を持て。光が足を止めて蹲うずくまっても時間の流れは止まってくれない　焼きそばの量は減ってはくれない』

『息の仕方があるんだよ、どれだけ辛くても耐えられる息の仕方グハァアア！　ゴホッ！　オエッ！』

『ごぢぞうざまでぢだ……ぐすっ、お、おいぢかったです…………こ、この涙は良いいタイムが出たからであって、決して辛かったわけじゃありません！』




「はいここまで！　シュワちゃん、ここまでのＶＴＲ見てどう思った？」

「落ち着いて食べればいいと思います」

「シュワちゃん、全てのＲＴＡの存在を無に帰すようなコメントはやめなさい」


：世界一本気で焼きそばに立ち向かった女

：ドＭの呼吸かな？

：ひぎぃ！　みたいな感じの呼吸だなきっと

：光ちゃんはおばかわいい

：それな



「あははっ、流石に冗談だってばよ！　てか絶対光ちゃん某鬼退治映画見に行ってきたでしょ、露骨過ぎるくらい影響受けとるやんけ……最後に至っては呼吸法とか言っておきながら辛さに惨ざん敗ぱいしてるし……」

「まぁまぁ、そういう真っすぐで正直なところが光ちゃんの魅力だからね！」

「それには完全に同意ですね、ちゃんとご馳ち走そう様さまもできててえらい！　ママになりたい！」

「おん？　何を言ってるんだいシュワちゃん？　光ちゃんのママはこの神成シオンだよ？」

「おんおん？　こちとら光ちゃんでどちゃシコキメた逸材ですぞ？　この心音淡雪こそ光ちゃんのママにふさわしい」

「おんおんおん？　シュワちゃんは同期だけど私は先輩だよ？　よって消去法でママは私ということになると思うな」

「おんおんおんおん？　年下や同い年のママのすばらしさを理解できぬとはママみが衰えたのではないですかシオンせ、ん、ぱ、い？」

「おんおんおんおんおん？　ママを煽あおるとはいい気概だねシュワちゃん？」

「おんおんおんおんおんおん？　権力を行使するとは、いやはや、シオンママこそパワハラの呼吸でも習得しましたか？」

「……これはどちらが本当のママか決着をつける必要がありそうだね」

「完全に同意です、ここは公平に光ちゃん本人に判定してもらいましょう、今から通話かけます」

「負けないからね！」


：なんで勝手に人の親権について争ってんだこいつら（大困惑）

：シュワちゃん、本当のママは娘でシコッたりしないんやで

：シュワちゃんまともなこと言ってる風だけど一個もママの根拠として成立してないの草

：勢いだけで誤魔化すなwww



『あ、もしもし！　いきなりどしたのシュワちゃん？　今ニュースライブオンに出てるんじゃなかったっけ？』

「突然ごめん、どうしても聞いておきたいことがあったんだ、私とシオンママ、どっちが子宮にギュンギュンくる？」

『え？　あ、ん??』

「第一声からなに言ってるのシュワちゃん！」

『あ、やっぱりシオン先輩もいたんですね！　え、てことはもしかして光、今ニュースライブオンに出演しちゃってるわけですか!?　やったああぁ!!』

「そうそう、ほんといきなりごめんね？　光ちゃんに聞きたいことがあって」

『お、シオン先輩からもですか？　なんでしょうなんでしょう？』

「私とシュワちゃん、どっちの子宮から生まれたい？」

『……んん？　あれ、もしかして回線悪かったりしますかね？　言葉の意味がよく分からなくて……』


：だめだこいつら、早く何とかしないと



：大草原や　￥２０００


：ツッコミ役不在の恐怖

：光ちゃんこういうの疎うといからガチの困惑してそうで草

：こいつらなんで子宮で優劣決めてんの？



『なんか話はよく分からないけど、光は二人のこと大好きだよ！』

「「はっ!?」」

　光ちゃんのその真っすぐな言葉を聞いた私は、まるで深い眠りから覚めたかのようだった。

　なぜ私は誰が一番だ、などという狭い固定観念に縛られてしまったんだ、恥を知れ。

　恐らくシオンママも同じことを思ったのだろう、隣同士しばらく見つめ合い、そして同時に頷うなずいた。

「「ありがとう光ちゃん！　おかげで目が覚めたよ！」」

『おぅ？　それならよかったけど……結局なんの話だったんだろ？』


：ほんと仲いいなこいつら

：最高や

：ノリだけで行動してるのほんと草



「さてさて、それでは次が最後のニュースだぁ！　有終の美を飾るのは〜こちら！　『山谷還、初配信でＢＡＮされかける！』」

「ほうほう」

「ニュースの概要を説明するよ！　どうやらもっともおいしいおしゃぶりはどれかという話題になって古今東西様々なおしゃぶりをしゃぶっていたところ、音が完全にアウトな感じになってしまったみたいだね」

「山谷還氏は頭の中をＢＡＮした方が良いのではないですかな？」

「まっ、まぁまぁ！　リスナーが全力で止めたから本当にＢＡＮまではいかなかったみたいだから！」

「それにしたって初配信でそれはやばいでしょう、私ですらやらかすまで３か月耐えたんですよ？」

「まぁそれは確かに同意かな、自分のチャンネル作った初日の記念すべき初配信がＢＡＮとか一周回って伝説だよね」


：さっきからとても本当とは思えないニュースで草、ここって日本だよな？

：還ちゃんはやば可か愛わいいぞ

：やばいくらい可愛い？

：ちゃうちゃう、頭がやばくて可愛い

：草



「ＶＴＲを流したいんだけど、肝心な部分の音声は私もＢＡＮされたくないので使えません。ごめんなさい……」

「しゃぶチオの部分ですね」

「ヘンな単語作らないの！　なんか響きが危ないでしょうが！　はい、ぱっぱとＶＴＲ行くよ！」

「はーいママ」




『あーあー、リスナーママの皆こんに乳首、おっぱい大好き還です』

『今回は至高のおしゃぶりを求めてひたすらにチュパって行きたいと思います、何故なぜなら還は赤ちゃんなので』

『これは……歯との相性が悪い……ほぉ、これはなかなか』

『結論としては大人はお酒と一緒に手羽先でもしゃぶってるのが一番幸せだと思いました。でも還はおしゃぶりをしゃぶり続けます、何故なら還は赤ちゃんなので』




「はいここまで！　今のＶＴＲについてシュワちゃんどう思った？」

「私のおしゃぶり（意味深）をしゃぶってほしいです」

「シュワちゃんにそんなもの付いてないでしょうが……」

「それなら逆にシオンママは還ちゃんのＶＴＲ見てどう思ったんです？」

「シオンママのここ、空いてますよ」

「お腹なかを指さしてるあたりシオンママも大概ですな」


：空いてるどころか吸い込んできそう

：シュワちゃんは性様と二人でライブオンの竿さお役だと聞いたのだが？

：前の配信のせいで完璧にイメージ固まってて草

：てか初配信の挨拶がこんに乳首ってマ？



「それにしても本当にこの子すごいインパクトですよね。ダウナーな感じで当然の如ごとくやばいことばっかやったり、なぜか自信満々で赤ちゃん宣言したり」

「いやぁでも実は最近ね、還ちゃんすごくいい子疑惑が出てるんだよ？」

「え、マジですか？」

「うん。話によるとかたったーとかでも気軽にリスナーに絡からみに行くし、ファンアート貰もらったときとかは一人一人丁寧に感謝のお返事書いてるんだって」

「ほへ〜」


：そうそう、俺もリプに返事貰った

：お世辞にもうまいとは言えないイラスト描いただけで長文の感謝の言葉貰えて涙、で、出ますよ

：てかエゴサの頻度がやばい、自分に関するかたり全て把握してるレベル

：配信の時間以外の全てをかたったーに費やしてそう

：かた廃じゃねぇかwww



　正直ちょっと意外だ。人は見た目によらないものなんだなぁ。

　これは流石さすがは大人ってところなのかな？　赤ちゃんだけど。

「でも就活とか就職の話題が出たときは焦あせりまくるらしいね」

「あ、それは相変わらずなんですね……」

　自己紹介の時にも思ったけど拒否反応すごすぎだろ、もしかしなくても私と同族か？

　だとしたらちょっとなら話分かってあげられるかもだな。

　謎な部分が多い子ではあるけど、ライブオンが採用したってことはきっと愉快な人なのだろう。

　うん、今度機会があったら話してみたいな！

「さてさて、名残惜しいですが今週のニュースライブオンはこれでおしまいです！　シュワちゃん今日は来てくれてありがとねー！」

「いえいえ、こちらこそ光栄でした！」

　これにて配信は終了！　本当に楽しい時間はあっという間だ。

　シオンママのこの企画力や進行テンポは本当に尊敬の一言だね。

　私も頑張らねば！







　そして配信を切った後、なんとシオンママから「あ、せっかくだしシュワちゃん一緒にお風ふ呂ろ入ってく？」と夢のような誘いを頂いちゃいました！

「入るー!!」

　背中と髪を洗ってもらっちゃったぜ、やっぱシオンママは最高や！　……配信前のような暴走を見せなければ。

「あ」

「ん、どうしたんシオンママ？」

　髪を乾かしてもらっていると、背後のシオンママがふと何かに気づいたような声を上げた。

「いや、今日も居なかったなって思って」

「なにがです？」

「さっき話題に出た四期生の還ちゃんだよ。ほら、あの子って赤ちゃん名乗ってるくらいだから私の配信見ていそうと思わない？　なのに一度も見ないなーって」

「確かにそれらしき人影はなかったですね。今日なんて絶好の機会でしたし、シオンママとキャラ的にも相性良さそうですけどね」

「だよねだよね！　ママもう気になっちゃって声かけようかと迷ってるくらいなの！」

「いいと思いますよ、誘いましょうよ」

　ライブオンのママとしては当然あの自称赤ちゃんも放っておけない存在のようだ。

　しかし、不思議なことに私の意見にシオンママはどうも悩ましげな声で言った。

「それがさ、あの子未いまだに一回もコラボしてないんだよ。それどころか同期の配信に現れたことすらないって」

「え？　……あっ、確かに……」

　還ちゃんはその強烈なキャラクターで確固たる地位を築きつつあるのは知っていたが、その配信はソロばかりであり、誰かと一緒に何かをした情報は私も聞いたことがない。

「同期とすらコラボがまだなのに私が出しゃばるのもなんか申し訳ないなって思っちゃってね。もしかするとコラボが苦手なのかも知れないし」

「そうですね……」

　結局その日はまだデビューしたてだし、大変なことも多いだろうから少し様子を見ようという結論に至った。

　だがしかし、後日私はこの疑問の答えをまさかの形で知ることになるのだった──




[image: ママ発見]




　本日の私は毎月恒例の鈴木さんとの打ち合わせの為ため、ライブオン本社の事務所を訪れていた。

　いやぁそれにしても今日は雲一つない快晴だ。廊下を歩く体も心なしか軽いしなんだかいいことでも起こりそうな日だな。勇気を出していつもはしない何かでもしてみようかな？

　そう、例えば目の前の女の人みたいに廊下にぶっ倒れてみたり……。

　──ん？　廊下に倒れてる人──ですと？

　!?!?

「ちょ、ちょっと!?　大丈夫ですか!?　意識はありますか!?」

「困るんじゃねぇぞ……」

「いや困るわ！　なにどこぞの団長みたいなこと言ってるんですか！」

「すみません……奥に見える休憩室……そこまで肩を貸してくれませんか？」

「了解です。でも倒れるなんて、かなり体調が悪い感じですか？」

「いや体調とかではなくて……ちょっとトラウマが……」

「トラウマ？」

「はい、実は……」







「ありがとうございます、やっと落ち着きました。お手を煩わせてしまい申し訳ないです……」

「いえいえ、倒れてる人がいたら助けるのが当たり前です。でも本当に病院とか行かなくて大丈夫ですか？」

「はい、ちょっと黒歴史が蘇よみがえってしまっただけなので」

　倒れている彼女を休憩室で横にさせた後、鈴木さんに何があったのかを報告した。とりあえず打ち合わせの時間は調整してもらえるみたいだ。

　しかも驚くことが判明した。休憩室に着くまでに軽く本人からも事情を聞き、その後鈴木さんにも確認をとって分かったのだが、なんとこの大人の色気溢あふれる女性、私と同じライブオン所属のVTuberのようだったのだ。

　一体誰なのか、その前に彼女の経歴を説明しよう。この方はどうやら前に漫画家さんをしていたらしいが、何年かけても全くうまくいかなかったらしい。なのでもうこれ以上は限界だと感じ、いざ就職しようと決意したらしいのだが、新人として迎えるには流石に年齢が高く、漫画一本の知識しかない彼女を採用してくれる会社は少なかった。

　結局膨大な数の面接に落ち、終しまいには就活そのものに体が拒否反応を示し始めてしまった。

　今日も私と同じ打ち合わせで訪れたのはいいが、事務所を見て就活のトラウマを思い出してしまい希望の花状態となってしまった、というのが事の顚てん末まつだ。

　さて、もうこの時点で察しがついた方も多いだろう。

　彼女は四期生で最も謎な人物『山谷還』その人だったのだ。

「マネージャーの鈴木さんから聞いてびっくりしました、VTuberの方だったんですね」

「はい。山谷還こと『東雲しののめ奏かなで』と申します。マネージャーさんがいるということはもしかして貴方あなたも……」

「認知してくださってると嬉うれしいんですけど、心音淡雪こと田中雪と申します」

「!?　し、知らないわけないです！　私ったら憧れの大先輩になんて情けない姿を……」

「いえ、私はそんな大それたものじゃないですよ」

「何言ってるんですか！　淡雪先輩と言ったらVTuberで最も名の挙がる一人じゃないですか！　雲の上の存在と今話してると思うと……心拍数が大変なことになってきました……」

「そ、そうかな？　えへ、えへへへへへへ」

　知り合いが少ないのもあってそういった話をあまり耳にしてこなかったからはっきり言おう、今の私デレデレである。

　明らかに自分より年上の方からこんなことを言われるなんてちょっと不思議な気分だが、嬉しいものは嬉しいのである！　慕ってくれる後輩最高！

「先輩なので敬語もなくて大丈夫ですよ」

「ほんと？　私年下だよ？」

「歳としなんてただの数字です。それにそっちの方が還も嬉しいです」

「お、自分のこと還呼びってことは配信者スイッチ入った？」

「ふふっ、コラボ気分を味わいたいんです」

　嬉しそうにそう語る姿は年上にふさわしい言葉なのか分からないが、非常にかわいらしいものだった。

「事務所に来るのは初めてだったの？」

「はい。私の場合面接も特殊だったので……」

「特殊？」

「書類審査の段階で還の事情を知ってくれていた運営さんが、リモートかつ、還と同年代の方が友達みたいにフランクな感じで面接するようにしてくれたんです」

「柔軟ですなぁ」

「ホントですよね。そんな会社なので今日も大丈夫だと思ってたんですけど……もう慣れたので次回からは大丈夫だと思います……」

「ううん気にしないで、私もちょっと境遇が似てる部分もあるから分かるよ」

　その後は同業者ということで話も弾み始め、還ちゃんがどういう人なのかも少しずつ分かってきた。

「どうしてVTuberになろうと思ったの？」

「赤ちゃんになれるかと思いまして」

「[image: え゛]」

　演技なのかなとも思っていたが、あれは本心だったのか……

「漫画も主人公が赤ちゃんなやつばかり描いて自己投影してました。登場人物が全員赤ちゃんの漫画を描いた時もありましたね」

「それが問題だったんじゃ……」

　しかも後天的じゃなくて先天的なものかい！

「でも今は自称赤ちゃんのやべーやつとか、就職絶対拒否女とか言われてるみたいですけどね、ははは！」

「あぁなるほど……でも大丈夫なのそれ？　トラウマなんでしょ」

「いえ、還が拒否反応を示す＝笑いがとれる＝還の人気が上がる＝就職が遠ざかるに繫つながるのでむしろありがたいですね。どんどんいじってほしいです」

「就職しないための根性がすごい」

「文字通り人生かけてVTuberやるつもりなので」

　なるほど、きっと還ちゃんは変わり者ではあるけど、すごく真剣に何かに向き合える人なんだな。

　それにしても人生か……やっぱり私とこの子は似ている気がするな、赤ちゃんの部分は絶対に除いてだけど。

　特に昔の自分を見ているような気がして、どうも放っておけない。

「それならコラボとかはしないの？」

　これは前からすごく気になっていたことだ。私も確かめてみたが、シオン先輩の言った通り、還ちゃんは今まで先輩はおろか同期とすら一度もコラボしたことがなかった。

　段々とリスナーさんもこのことに気づき始め、最近ではかたったーであまり良くない話題の広がり方も起こってしまっているみたいだ。

「コラボはしたくない？」

「いや、すごくしたいのは山々なんですけど……私ってすごい変わり者じゃないですか？　コラボ相手に面倒をかけてしまわないか心配で」

　少し寂しそうな表情でそう語る還ちゃん。

「それなら一切心配いらないよ！」

　私はそんな彼女の不安など吹き飛ばしてしまうように言い切った。

「そもそもライブオンはそんなヤワな人じゃ受からない。還ちゃんが憧れって言ったのは酒飲んでキャラ崩壊して下ネタ叫んでる私なんだよ？　還ちゃんのことも皆受け止めて盛り上げてくれるよ！」

「そう……なんですかね？」

「まだ不安なら、その証明に私ことシュワちゃんが最初のコラボ相手になってやんよ！」

「ほ、ほんとです!?」

「うん！　ライブオンがどれだけやべーけどあったけぇところか身をもって教えてあげる！　そして更に人気になって今まで還ちゃんの才能に気づけなかったやつらを見返してやろう！」

　……なんかこれも似たようなことを昔言われた気がするなぁ。

　あの時の私は嬉しかったけど、ちょっと先輩風吹かせ過ぎたかな？

　まぁコラボに関しては喜んでくれてるみたいだからいっか！

「ママだ──」

　そんなことを考えていたせいで、還ちゃんがそう小声で呟つぶやいたのに私は気づくことができなかった──







「いつもよりちょっとお早い時間に颯さっ爽そうと登場！　１００メートル先に落ちた野生の少女の音をも聞き取る女、ストゼローマッ！　テッテレーテレレ！　テレッテレー！」

「リスナーママの皆こんに乳首。パン○ースガチ勢の山谷還です」


：え、なにこれは……

：自己紹介だけで伝説作るのやめろ



：組み合わせが予想外過ぎて草　￥２０００


：コラボ!?　還ちゃんがとうとう!?

：初コラボやん!!

：誰だ闇深すぎてコラボＮＧされてるとか言ったやつ、万死に値する

：しかもこの音響……もしかしてオフなのでは？

：何が起きたんや……

：ストゼローマッ、生きていたのか!?

：親方！　空から女の子が！

：５秒で受け止めろ！

：すでに落下してんだよなぁ

：ストゼロだったら１００km先に落下した音でも聞き取ってそう

：そもそも野生の少女ってなんすか？

：パン○ースにガチ勢ってどういうことなんや……

：二人そろって今日が地球最後の日と勘違いしているとしか思えない自己紹介に大草原



　さぁさぁ！　突発的にコラボが決まった私たちだが、なんとその日のうちにオフコラボ決行ですよ！

　それもこれも全部鈴木さんのおかげ！　コラボが決まった話を聞いた鈴木さんが気を利きかせて配信キット一式を貸してくれて、事務所の使ってない部屋で配信させてくれたのだ！

　現在の時刻は19時30分。還ちゃんと共に夕食とストゼロをキメた状態での配信スタートだ！

　それにしても還ちゃんびっくりするくらいお酒強いんだな、ストゼロ飲んでもいつもと全く変わりなしだ。

　本人曰いわく「赤ちゃんなので」らしい。うん、全く意味が分からない。誰か解読してくれ。

「えっと、デビューして間もない還ちゃんのことをよく知らない人もいるかもしれないから、まずはちょっとインタビューしてもいいかな？」

「インタビューですか？　……ああ、なるほど、承知しました」

「ありがとう、名前は還ちゃんね。うちのビデオに出てくれるのは初めてだよね？」

「そうですね、まだ新人です」

「緊張してる？」

「はい、ちょっとだけ。最近まで素人しろうとだったので」

「どうして出てくれるつもりになったのかな？」

「その……実はちょっと興味があったというか」

「ああなるほどね。最近はそういう子も多くなってきたからね！　大丈夫！　全部こっち側に任せてくれていいからね！　いつもしてるみたいに自然な感じでやるだけでＯＫ！」

「ありがとうございます」

「えっと、それじゃあ次の質問なんだけど、（コラボ）経験人数とか聞いてもいいかな？」

「えっと、実はまだ未体験なんです……」

「え!?　それじゃあ（コラボ）処女ってこと!?」

「はい、これが初体験なんです、えへへ」

「それじゃあ初出演かつ初体験なんだ！　これはえらいこっちゃ！」

「恥ずかしいです……」

「え、それじゃあ自分で（配信）したこととかはある？」

「えと……たまにあります」

「お、いいねぇ。なにかおもちゃとか使ったりするの？」

「そうですね、おしゃぶりとかよく使いますね」

「え？　そ、そっか？　結構変わってるね……？」

「まぁ赤ちゃんなので」

「あ、そういうプレイが好きな感じか！　いやぁこの業界色んなタイプの人材が集まるからね、個性的でいいと思うよ！」

「ありがとうございます！　がんばります！」


：おい笑

：完全にＡＶのインタビューやんけ！

：還ちゃんの理解が早すぎる

：直線的な言葉からあえて揺らすことで紡つむがれる、なんて耽たん美びで奥ゆかしい会話なんだ！

：二人とも女なのになんでそんなに完璧な対応ができてるんや……

：えらいこっちゃなのは配信開始１分からこれをしてる君たちなんやで



「そんなわけで今日はライブオンの事務所にて偶然会ったのでオフコラボとなりました！　今日はよろしくね！」

「こちらこそよろしくお願い致します。さて、摑つかみはこれくらいにしまして、実は最初に還からリスナーママ達に言っておかなくちゃいけないことがあります」

「お？」

　突然なんだなんだ？　この展開は私も知らないな。まぁさっきのインタビューも完全アドリブなんだけど。

「実は──還が今まで探し求めていた最ママに本日出会ってしまいました。それがこの心音淡雪ママです」

「…………はい？」

　え、突然何？　どゆこと？　私が最ママって言った？　え、最ママってそもそも何？


：は？

：え？

：つまり……どういうことだってばよ？

：また変なのに嚙かまれたんかシュワちゃん……



「これからは敬意を表して『ママ』とお呼びしたいと思います。還は来るママ拒まずではありますが、○○ママなどではなくママの二文字で呼ぶのは今後最ママたる心音淡雪先輩だけです」

「え、ちょっとまって知らぬ間に私子持ちになってる!?　どういうこと還ちゃん!?」

「本日還に人生を変える素晴らしい出来事がありました──」

　還ちゃんは今日事務所で倒れたところを私に助けられたことを嬉き々きとした声色で話し始めた。

　それだけなら全然良かったのだが、やばかったのが私も知らなかった還ちゃんの内情だ。

　要約すると、どうやら還ちゃんは今日の私の行動にとんでもなく大きな母性を感じとってしまったらしい。

　は？　そう思った人も多いだろう。大丈夫私が一番思ってる。

　でもよく考えてみて欲しい、ここはライブオンだ。あのもしかして一部二部とかじゃなくチャ○研の世界に上場しようとしてます？　と言われているライブオンなのだ。

　なので私は考えるのをやめた──。

「というわけでこれからよろしく育ててくださいね、ママ！」

「心音淡雪、本日より年上の娘ができました！　オラもうシーラネ」

　隣に座るお姉さんにママと呼ばれるこのむず痒がゆさを共有できる人類が限りなく少ないことが誠に遺憾である。


：類は友を呼ぶってライブオンの為ためにあるような格言だな

：あわちゃん優しい！　シュワとのギャップに落ちたんやな

：だめだ、こっちもストゼロでガチギメしないと話の勢いについていけない

：シュワちゃん諦めてて草

：想像妊娠ならぬ想像出産

：最初はストゼロ全開でぶっちぎってたのに最近はストゼロの力をもってしても御しきれないライバーが何人も現れるってどこのバトル漫画？

：お前伝説作った瞬間に同期のママになってどちゃしこしてたじゃねぇか!!　今更子どもが一人増えるくらい問題ないだろ？

：シュワちゃんを中心にして家系図が出来上がりつつあるの草

：お前がママになるんだよ！

〈神成シオン〉：おーい！　還ちゃーん！　ママはここに居ますよー！



「お！　ほら！　ママならシオン先輩がいるじゃん！　私なんかよりずっとママみあるよ！」

「シオンママも勿もち論ろんすこですが、もう最ママは淡雪先輩以外ありえないです」

「今更思ったけど無数のママがいることにまず疑問を持つべきなんじゃないかな？」

「一子多母制ですよ」


〈神成シオン〉：なんで!?　還ちゃんがママと呼んでるのは酔っ払って自分の娘にＡＶ風インタビューしたような人なんだよ!?

：友達感覚のご家庭なのかな？

：先進的性教育でしょ

：わー北欧

：北欧に謝れ笑



「いやぁシオンママはなんというか……恐怖を感じる時があるんですよね」

「分かる、私なんて哺乳瓶でストゼロ飲まされたもん」

「それはご褒ほう美びです羨ましい」

「あれれ？」


〈神成シオン〉：ちゃんと面倒みるよ？　文字通り起きてから眠るまで全ての面倒を見てあげる

：シオンママ、そういうとこやで

：ひええ

〈相馬有素〉：還殿がシュワちゃん殿の娘？　つまり私が還殿と結婚すれば私も娘に？　……なるほど、計画を練るのであります！

：政略結婚を模索するなwww

：人類ぽかん計画かな？



「おうおうコメント欄が賑にぎわってきてますなぁ」

「出産報告なので当然です」

「ありのまま今起こったことを話すぜ！　私はストゼロを飲んでいたら年上の娘ができていた。何を言ってるか分からねーと思うが私もなにが起こっているのか分からなかった。体外受精だとか代理出産だとかそんな科学じゃあ断じてねぇ、もっと恐ろしいものの片へん鱗りんを味わったぜ……」

　さて、いつまでも同じ話を続けるのもあれなので、もう何もかも受け入れて配信の企画に入ることとなった。

　とは言っても急きゅう遽きょその場で決まったコラボなので何か手の込んだことができるかと言えばＮＯだ。

　そこでさっき二人で急いで用意したのがこの『話題ボックス』。

　手だけ入れられて中身が見えないようにした箱の中に様々な話題が書かれた紙が入っており、交互に一枚取り出して紙に書かれた内容に沿った話をする。

　非常に簡素なものだが、こういった類たぐいの物は雑談の大きなサポートになってくれる。

　よし、リスナーさんにも説明したところで始めましょうか！

「じゃあママ、お先どうぞ」

「おけ！　ほないくどー！」

　箱に手を入れ引き当てたお題は──

「『最近のマイブーム』ですか、これはまた王道ですな！」

「あ、還が書いたやつですね。ママ何かマイブームとかあります？」

「ん〜そうだな〜。最近絶版になったストゼロコレクションが増えてきたので、たまに引っ張り出してきては眺めながらニタニタしてますね」

「どうか噓うそであってほしいマイブーム、ワインじゃないんですから。ストゼロを美術品として見てるのは世界でママくらいです」

「目からストゼロをキメたっていいじゃないか。それなら還ちゃんのマイブームは？　自分で書いたからにはあるんでしょ？」

「はい。還は最近アニメをよく見ます」

「お、いいねいいね、なに見たの？」

「ア○パンマンです、一日中ノンストップで流しています。なぜなら還は赤ちゃんなので」

「徹底し過ぎやろ」

「バ○コさんガチ恋勢です。なぜなら還は」

「赤ちゃんだから？」

「その通り、よく分かってますね。流石さすがは還の最ママです」

「なにも分からねぇよ」

　大の大人がそれは普通に恐怖を感じるよ。シオン先輩のこと言えないじゃん……。

「あと他にはステーキとかハマってます。そんな高いのとか無理ですけどね」

「あっ、お肉好きなんだ？」

「勿論お肉も好きなんですけど、ステーキ食べるときって紙エプロン着けるじゃないですか？　あれをよだれかけだと思い込むことによって禁じられし外での幼児プレイを疑似で楽しんでます。食欲と赤ちゃん欲を同時に満たせて大満足です」

「肉を食べてると思ったら肉欲を貪ってたのか、たまげたなぁ。あと四大欲求に変なものを交ぜるな！」

「四大？　三大じゃなくてですか？」

「食欲、睡眠欲、性欲、ストゼロ欲の四大だよ！　常識だぜ？」

「この親にしてこの娘ありって感じですね」

：草　￥１００００


：もうツッコミどころしかない

：うん、どっちも人に迷惑かけてないからえらい！

：ジャ○おじさんの頭にはジャムが詰まっている説を唱えたいです

：それが思いつく君の頭の中がジャムなんじゃないかな？

：辛辣で草

〈宇月聖〉：おや、催眠欲を忘れてるぞ？

〈相馬有素〉：淡雪欲もであります！

：この現実じゃあありえない異世界感がライブオンの良さなのだよ



「次は還が話題ボックスを引きますね、ん〜これでいきましょう。書いてあるのは……『ものまね』ですね。ってこれ話題っていうのでしょうか？　ただの一発芸のような……」

「まぁお互い最初は真面目に書いてたけど、途中からなんでも書いちゃえって感じになってたからなぁ」

「許してください。なぜなら還は赤ちゃんなので」

「許してください。なぜならシュワはライブオンなので」


：許せる！

：赤ちゃんはまだ千歩譲って分かるけど、シュワちゃんは権力行使してるだけで草

：ライブオンなら仕方ない

：ライブオンはみんなおかしいから、見てるともしやライバーの方が正気で自分がおかしいのでは？　ってなってくる

：純度１００％の現実なのに何言ってるかわからない異次元っぷり。流石は心音シュワ雪だ。脳脊髄液のアルコール度数が違うぜ

：俺らの脳脊髄液にも度数があるみたいに言うなw



「ママものまねとかできます？」

「まーかせんしゃい！　それでは『炭酸たっぷりのストゼロ流るるストゼロ川の中にお気に入りのストゼロロング缶を見つけたけど溺れる私』いきます！」

「まさか自分のものまねとは思いませんでした、細かすぎて伝わらないもびっくりですよ。まぁ面白そうなので見てみますか、それではどうぞ」

「ストゼロの中に、ロング缶が、ある。拾いに、行こ。あ、このストゼロ、深い！　！　ボボボボボボ!!　ボハァッ!!　ブォーッ！　ボホッ！　ボホッ！　助けて！　流されちゃゥボボボボボ!!　たすけて！　晴先輩！　助けドゥボボボボォ！　ボホォッ！」

「ここまでテンプレ」

「あ、このストゼロ、うまい！　ごくごくごくごくごく!!　ごくごく!!　光ちゃん！　ましろんごくごくごく!!」

「流れ変わったな」

「たすけて！　ちゃみちゃん！　シオンママ！　ネコマ先輩！　聖様！　み　さ　え」

「ちょっとまってください今最後に知らない人交じってませんでした？」

「ごくごくごくごくぅ！　ごくぅ!!　ごくぅ！　助けて！　私はまだ、死にたくないッ！　死にたくない!!　ごくごくごくごく!!　ごく！　ごくぅ！」

「ママがヤバイ。色んな意味で」

「この川、うまいから、うまいごくごくごくごくッ！　ふぅ……なんとか飲み切れたぜ。ストゼロじゃなかったら即死だった」

「しかも生還しちゃったよこの人」


：大草原不可避

：実は喜んでそう

：ボケ殺しのせいでツッコミが全く間に合わん！

：ストゼロ川ってあたかも天然由来みたいに言うな！

：そんな川が流れてたら動物が皆シュワシュワになっちゃうじゃないか！

：待て、恐ろしい事実に気づいてしまったかもしれない。その森に住んでいた動物が実は後のライブオンのライバー達なんじゃないか!?　これは学会にほうこくうわなにをするやめｒ

：ライブオン「お前は知りすぎた」

：今更だけどこれものまねじゃないのでは……

：それを言うならストゼロが流れる川の中にロング缶があるってどんなシチュエーションだよ

：初対面だが俺はすでに君のことが好きだ

：初見さん一ひと目め惚ぼれしてて草



「よし、次は還ちゃん、どうぞ！」

「え、還もやるんですか？　今の大惨事の後にやるのめっちゃ嫌なんですけど」

「勿論やるよ！　私もやったんだからさ！」

「分かりました。お題は『初配信の時のママ』いきます。みなひゃまこんばんあきょきょきょきょうはよいあわわゆっきがふっておりゃりゃりゃ（ガクガクブルブル）」

「こらー！　いくら私でもそこまで酷ひどくなかったぞー！」

「キャー♪」

　生意気なメスガキ？　はワカラセてやらんといかんよなぁ！

　こいつ、赤ちゃん名乗るくせして成熟したエロい身体からだしやがって！　覚悟しろ！

「あらら、ママに押し倒されてしまいました」

「今からお前がママになるんだよ！　おりゃおりゃあ！」

「キャー♪　このままじゃあママにママにされちゃうー♪」

「ほーらママのママにママにされたママのママでちゅよーって赤ちゃん生まれたら言ってやるんだからな！」

「シオンママというママがいるママにママにされた赤ちゃん生んだ赤ちゃんになっちゃう〜♪」


：日本語をしゃべれ

：俺たちは何を見せられてるんだ……

：ママがゲシュタルト崩壊してきた。自分でも意味が分かりません

〈神成シオン〉：天国かな？



：その赤ちゃんに生まれたい　￥４５４５


：その願望を持つならせめてその金額チョイスをやめなされ……

：今死ねば二人の赤ちゃんに生まれ変われるかもしれない

：天才現る



　まぁおバカな戯たわむれはこれくらいにしまして、次の話題に行っちゃいますか！

　年上の娘の女体はよかったぞ！

「次の話題引くどー！　えーと、『好きな本』ですな！」

「あ、還が書いたやつですね、ちなみに絵本ガチ勢です。ママ、本は読みます？」

「本かぁ、『君のストゼロを飲みたい』とか名作だよね！」

「なんですかそれ……ただ人の酒狙ってるだけのダメ人間じゃないですか……」

「む〜、それなら還ちゃんは好きな本なに？」

「勿もち論ろん『ママのストゼロを飲みたい』ですね。なぜなら還は赤ちゃんなので」

「私と大して変わらないじゃんか！」

「いいえ違います。ママのおっぱいからは度数９％のストゼロ母乳が出るのでそれが飲みたい、つまりは母の母乳を求めているだけの至って健全な赤ちゃん欲求です」

「まじか便利だなこの体、自給自足やん」

「え」


：www

：流石川を飲み干した女、ぶれない

：神話の一節かな？

：最初絵本ガチ勢って言ったのにもかかわらず乗ってきてくれる還ちゃんノリよくてすこ

：ガチトーンの「え」で草生えた

：考察班です。シュワちゃんにとってストゼロは何物にも代えがたい大切なもの、人生と言うのも憚はばからない物のはずです。それを欲しがるということ、それすなわちあなたの大切なもの（人生）を私にくださいというシュワちゃんなりの告白なのではないでしょうか？　意外と照れ屋さんなんですねシュワちゃんは。つまりまとめると「君のストゼロが飲みたい」＝「私とＳ○Ｘしようぜ！」ということです

：↑ニキ最初はなるほどと思ったけど最後で台無し過ぎて草

：なるほどと思った時点で毒されてるんだよなぁ



：照れ屋はたとえ濁しても「私とＳ○Ｘしようぜ！」なんて言わない　￥２０００


：もっと有意義なもの考察して、どうぞ

：新人類の考察だから超有意義だぞ

：とうとうシュワちゃんは既存の人類の枠組みから外れたのか……

：ニュータイプかな？

：ゼロタイプでしょ

：退化してんじゃねぇか笑

：少なくともゼロシステムは間違いなく使いこなせそう

：シュワ「ゼロよ……私を導いてくれ」

：ゼロシステム「ストゼロを飲め」

：シュワ「任務、了解」

：絶対飲みたいだけだろお前

〈相馬有素〉：シュワちゃん殿を食べたいのであります！

：場所を指定しなさい

：そんなこと言ったらまた口こう蓋がい垂すいとか言い出すでその子

〈宇月聖〉：女を食べたい

：個体を指定しなさい

：困った、切り取り班なんだが全編通して切り取るところがない

：捨てるところのない空き缶



「ちなみに好きな一節とかはママ、ありますか？」

「うーん、『恥の多い生涯を送ってきました』とかかな？」

「知ってます」


：知ってる

：知ってる

：よくご存じですね

：自己紹介感謝

：やっぱ本物が言うと説得力がちげぇわ



「あれ？　私は好きな一節を言っただけのはず……あれ？」







　その後、お互い漫画などの好きな本を数冊話し、話題を何回か引き終わったところで尺的に配信を終了することになった。

　好評だった上にいつもより全然早い時間だから名残惜しくはあるが、事務所を借りている以上あんまり長く続けるのも良くない。そろそろ自宅に帰るとしよう。

「ねぇママ」

「はーい？」

　機材を片付け帰り支度をしている途中、背中合わせになっていた還ちゃんに話しかけられた。

「今日はありがとうございました」

「うん！　こちらこそありがとうだよ、楽しい配信だった！」

「そうですね、本当に……誰かと素を晒さらしながら話すのはこんなにも楽しいことだと知りませんでした。還は今日ママのおかげで自分に自信が持てました、還は今日ママに会えたことを一生忘れません」

「還ちゃん……」

　支度のガサゴソとした音に紛れていて最初は気が付かなかったが、その声は微かすかに震えていた。

　彼女も様々な苦難の末にこの場にたどり着いた人間だ、その過程には多くの孤独も体験してきたのだろう。

　私の身体は自然と還ちゃんを背中から抱きしめていた。

　どちらかというと私よりも大きいように見える彼女の背中は、今の私にはなぜか包み込んでしまえるほど小さくも感じる。

　きっとそれはこの瞬間初めて自分が『先輩』という立場にいるのだと実感を得たからだ。

「還には目標ができました──還はママに娘が還でよかったと言われるような存在になってみせます！」

　数分後、私に振り向きそう宣言した還ちゃんの顔は今まで見たことないくらい晴れ晴れとした表情だった──

　それからの還ちゃんはコラボなどにも積極的に参加するようになり、ソロ配信でも今まで以上に楽しそうな姿を見せ、怒ど濤とうの勢いで人気を伸ばし始めている。

　己うぬ惚ぼれかもしれないが、晴先輩や二期生に憧れてライブオンに入った私が、今は立場を逆にしたかのように後輩の憧れの位置に立っている。

　それは私にとってなんとも感慨深いことだった。

　まぁつまり何が言いたいのかというと──

　VTuber続けてきてよかった!!







[image: 閑話　ましろんとの友情]

　ましろんとの出会いの話を終えた後、時間もあるのでまだ私たちの通話は続いていた。

　現在は、出会いの話からそのままの流れで今の私たちの関係に至るまでという話題にシフトしている。

「黒歴史発掘になりそうで不安だけど、あわちゃんはなにか思い出深いエピソードとかある？」

「あー……なんでしょう、色々ありすぎて選ぶの難しいですね」

「確かに、僕たちなんだかんだデビューしてからそこそこ経たったからね」

「総合的な結論として、当時の私たちが今の姿を想像できないってことは間違いないかもしれませんね」

「ふふっ、それはそうだ。あわちゃんは特にね」

「今でこそ吹っ切れましたからいい思い出ですけどね。ってちょっと話それちゃった、当時の話でしたよね」

　うーん……どれがいいかなぁ……当時の私は人気が出ない焦あせりもあって毎日が死に物狂いだったからなぁ。なんだかんだ激動の日々なのは今も昔も変わっていないんだな。

　その中でもましろんとはコラボの回数も断トツだったし、機材の相談とか配信外の部分でもめちゃくちゃお世話になったから情報が混雑して選べない……。

「──あ」

「ん？　どうしたのあわちゃん？　何か思いついた？」

「いや、まぁ思いつきはしたんですけど、これを言っていいものか……」

「なに勿もっ体たいぶってるの？　どんな話でも今更遠慮することもないでしょ」

「そ、そっか、それなら、えっとですね。ましろんが配信でやらかしたときの話なんですけど……」

「親しき仲にも礼儀あり、この話は終わりにしよう！」

「こらましろん！　前言撤回は卑ひ怯きょうですよ！」

「それはそうだけどさぁー……」

　瞬時に何の話か察して逃げようとするましろん。私たちライバーの無茶ぶりにもなんだかんだ言いつつも付き合ってくれるましろんが、ここまで拒否反応を示すのは非常に稀まれなことだ。

　それも仕方ないだろう、だってこの話題は珍しくましろんが大きなミスをしでかしそうになったエピソードのことなのだ。

「僕だってあの事は反省してるんだよ？　確かにあわちゃんには迷惑かけたけど、もう勘弁してよ」

「いや勿もち論ろんもう許してますよ、というか当時も怒ってすらいなかったです。でもほら、悪いことだけじゃなくて、私たちにとって良い経験でもあったじゃないですか。ほら、私達が愛称で呼び始めたのってその時からですし」

「うぐっ、確かにそうだったかも知れないけどさぁ……」

「なんかさっきは私が辱はずかしめられて終わりになったので仕返しです！　ほら当時のこと思い出して！」

「あれ割と自爆だった気がするんだけどな。まぁ仕方ないか」







　懐なつかしい……この話は今でも思い出そうとすれば鮮明に情景が浮かんでくる。

　それは私たちがデビューしてから一か月ほど経ち、段々と配信に慣れてきたときに起きた出来事だった。

　その日は特に何か嫌な予兆があったわけでもなく、ましろんがいつものように雑談配信をしており、その日配信時間が被かぶっていなかった私も何の不安もなく配信を一リスナーとして楽しんでいた。

　ましろんはシュワモードの私を軽くいなせるほどトーク力もかなりのものだ、本業のイラストのことを交えながらテンポの良いい雑談が繰り広げられる。

　丁度世間もましろんの配信者としての才能に気づき始め、同接数もかなり伸び始めた時期だ、ましろんもどこかいつもより嬉うれしそうにしながら話していたのが印象的だった。

　配信慣れも重なった影響でいい意味で肩の力が抜けていたのだと思う。

　その時は微ほほ笑えましく思いながら良い傾向だと私も喜んでいたのだが、ある一件のコメントが穏やかだった流れを変えた。


：お前のイラストがダメダメだから心音なんとかさんが誰にも興味持たれてないぞwww



「うえっ、汚いコメント……」

　明らかに悪意しかない、しかも私の名前まで使ってくる意地の悪さ、何もかもが汚い最低なコメントだった。

　そもそもツッコミどころしかない。ましろんのイラストの評価はVTuberになる前から注目度抜群であり、実際にまだ内面がよく分からない為ためビジュアルが最重視される三期生お披露目配信後は私の人気はトップクラスだった。ましろんのイラストレーターとしての技量に疑う余地はないのだ。

　私が他のライバーと比べて人気がなかったのは事実だが、それは私の内面のせいが全てなのだ。結局のところこのコメントを書いた人は中傷がしたかっただけなのだろう。

　でもライバーとして活動している限りこいつのようなアンチは避けて通れない道でもある。私も含めて皆が悩まされ、そして最後にはどうしようもないと諦めるものだ。

　最終的にスルーするのが一番という結論に嫌でも辿たどり着つく為、気にしないのがいつものことである。

　でもその日のましろんは違った──

『は？　おい今のコメしたお前、今なんつった？　僕だけならまだしも淡雪ちゃんをバカにしやがったな？』

「ま、ましろちゃん？」

　誰が見ても一発で分かるくらいましろんは怒っていた。

『淡雪ちゃんはな、頑張ってるんだよ。皆に何をしたら楽しんでもらえるのか毎日必死に考えてんだよ、僕が一番近くで見てきたんだから間違いない。まぁ目先のものしか見ずにそんなコメを書くお前は努力すらしたことがない屑くずだろうから一生分からないかもしれないけどな』

「ましろちゃん……」

　しかもましろんは自分の為だけじゃない、主に私の為に怒っていた。

　ここまで声を荒らげたましろんは初めて見たから本当に驚いたことを覚えている……そんなに私のことを想おもってくれていたことも含めて。

『……まぁそんなわけだから、口には気を付けなよ。何も知らずに人のことをバカにするようなやつはいつか足をすくわれるよ』

　結果的にコメント欄も大きくざわつきはしたが、全面的にましろんに正義があるためむしろ好感度が上がってアンチコメをした人もどこかに消えていった。

　だがここで事態が終わることはなく、むしろここからがましろんのやらかし本番の始まりだった──

『さて、もう言いたいことは言ったんだけど……そういえば僕の絵にも難癖付けてくれたよね？　いい機会だからどれだけの情熱を込めて僕が淡雪ちゃんをデザインしたかを語ろうか、雑談のいい出汁だしにしてやろう』

　ましろんはそういうと、設定などが細かく書かれた淡雪のデザインの完成形を引っ張り出してきた。

　そしてそれはもう事細かに淡雪の体のことを語りつくし始めた……。

　髪の艶から肌のハリに始まり次第に鎖骨や脇のようなフェチズムを感じさせるような部位の話題になり、そしてついには普段は見えない太ももの肉感や胸の大きさの話にまで発展していく……。

　次第に声に熱が入っていくましろんの様子に、あれ？　これちょっとやばいんでね？　そう思った私の予感は見事的中することになる。

『僕ね、乳首の色まで完璧に設定してあるからね！　ふぇへへ、皆も乳首気になるよね？』

「は、はぁ!?」

『それじゃぁ今から描いちゃいますよぉ』

「はああああぁぁ!?!?」

　あのクールで中性的なましろんからは想像もつかない粘り気のある恍こう惚こつな声色で、とんでもないことを言い出したましろん。

　そしてその言葉に偽りはなく、一旦さっきのデザインを除よけ、新しいキャンバスを開き始めた！

『はぁ……はぁ……はぁ……っ!!』

「ちょ、ちょいちょいちょい!?　待ったああああぁぁぁ!?!?」

　思わず部屋で一人叫び声をあげてしまった私、コメント欄も阿あ鼻び叫きょう喚かんの嵐！　混乱する頭でもピンチなことは分かる！

「コメントじゃ間に合わない！　通話！　通話すれば！」

　なんとか同期の暴走を止めようと焦る手つきで配信中のましろんに通話をかける。

「頼む！　出てくれ！」

　ましろんのチャンネルと私の秘所を守るため、コールに気づいてくれることを神に祈る。

「気づかないかッ！」

　だが通話をかけてもあれだけの集中力を発揮しているましろんが簡単にコールに気づいてくれることはなかった。

　それでも、それでも私は諦めずにコールを掛け続けた。

『…………あれ？　淡雪ちゃん？』

「気づいてくれた!?」

　その努力が実ったのか、通話をかけ始めてから約一分後、遂ついにましろんは私の通話に出てくれた。

　後から知った話だがこの時ましろんのマネージャーも運悪く配信を見ていなかったらしく、冗談抜きで絶体絶命の危機だったらしい。

「おーどうした淡雪ちゃん？　ちょっと今忙しくて雑談とかなら後でいいかな？」

「こらましろちゃん！　今なにしようとしているのか言ってみなさい！」

「んー？　淡雪ちゃんの乳首を描こうとしているんだよ？」

「なに悪びれもなく言ってるの!?　分かっているんなら止めなさい！　色々まずいでしょうが！」

「む〜、なんでそんなに止めるの？　僕は淡雪ちゃんの乳首が見たいんだよ」

「いやだからそれがおかしいんだって!?　一体今日はどうしちゃったの!?　いつものクールなましろちゃんはいずこへ!?」

「うるしゃい！　ママが娘の乳首を見て何が悪いってんだよ！　恥ずかしがる方がおかしいんだよ！　僕はママなんだぞ!!」

「恥ずかしいとかじゃなくてこれ配信！　配信に乗ってるから！　世界中継されてるからまずいんだよ!!」

「へ？　……ぁ」

　ようやく止まることを知らなかった手にストップをかけてくれたましろん。

　どうやらやっと自分が何をしていたのか正確に認識したようだ。

「ぁ、あぁ〜……ごめん皆、ちょっと頭冷やしてきます……」

　その言葉を最後に、この日の配信は終了となった。

　そして配信終了後、私たちの通話はまだ切れておらず、ましろんはこちらの方が心配するほど申し訳なさそうにさっきのことを謝り出した。

「迷惑かけてごめんなさい……完全にやらかしちゃった、何してんだろ僕……あと助けてくれて本当にありがとう」

「いえいえ、無事に終わったのならそれでいいじゃないですか。でもどうしたんです？　暴走しているましろちゃんなんて私初めて見ましたよ？」

「僕、イラストのことになると熱くなり過ぎちゃう性分みたいで……特に今日は配信の緊張感が抜けてたのと、ちょっとムカつくコメントがきて着火しやすい状態だったみたいで……もう二度と同じ過あやまちは繰り返しません」

　実際この日以降、ましろんはイラストで熱くなることはあってもアウトなラインを超えることは一度もなくなった。今日のはあくまで不運が重なった結果なのだ。

　それでもましろんの気持ちは収まらないようで、謝罪が積み重なっていく。

「改めて本当にごめんなさい、結果的に僕が淡雪ちゃんに迷惑かけちゃった、情けない……」

「本当に私は気にしてませんから大丈夫です！　そんな謝らないでください」

「ほんと？　よかった……でも堅実に活動していたつもりだったから、自信なくしちゃうね」

「そ、そんなこと言わないでください！」

　どうやらましろんはかなり落ち込んでいたようで、自分を責めるようなその姿を見ていると私も辛つらくなってしまった。

　散々世話になってきた私だ、こんな時こそ同期が元気づけなくてどうする！

「ましろちゃんは自信を持つに然しかるべき人間です！　絵はうまいし声はかっこかわいいし喋しゃべりはうまいし優しいし私なんかを応援してくれるし！」

「お、おお？　そ、そっか？」

「しかも実をいうとさっき私のために怒ってくれたの嬉しかったし、めっちゃイケメンじゃんって思ったし！　あとあと」

「ＯＫＯＫ、ありがとう、淡雪ちゃんの思いは伝わったよ。でも流石さすがの僕も恥ずかしいからストップ！」

　今も昔もこんなときに気が利きいたことを言える私でもないので、なんとか元気を出してもらおうと好きな点を片っ端からあげていったのだが、どうやら照れられてしまったようだ。

　でも少なくとも落ち込んだ思考からは脱してくれたみたいで、ひとまず安心した。この時の自分を褒めたい。

「うん、淡雪ちゃんの言う通りだよね、いつまでも落ち込んでる場合じゃない。まずはリスナーさんにも今回のこと謝罪して、また頑張っていくよ」

「はい、謝罪の時は私も付き合いますよ。まぁ私はこの件でそこまで炎上はしないと思いますけどね」

「そうだといいけどなぁ……」

　実際これは本当のことだった。事前に私のことについて怒ってくれていたことが功を奏し、娘が好きすぎるママといったような微ほほ笑えましい反響が多数寄せられ、批判は少数派に留まりやがて自然消滅していったのだ。

「まぁどうなっても頑張ってみるよ。頑張っている人が好きって言ったんだから、自分を好きになるためにも僕が頑張らなくてどうするって感じだしね。ありがとう、元気づけられちゃった」

「はい、私も大切な仲間として、何があろうと常にましろちゃんの味方で居ますよ。頼りないかもしれませんが……」

「……ねぇ淡雪ちゃん、せっかくだしさ、これからはお互い愛称で呼ぶとかどうかな？」

「はい？　愛称ですか？」

「うん、僕やっぱり淡雪ちゃんのこと好きだから」

「はいいい!?　す、すきって!?」

「ふふっ、なんでそんなに動揺してるの？　友達としての話だよ」

「あ、ああ〜そうですよね！　当たり前ですよね！　はいはいはい！」

「それで愛称の話だけど、どう？」

「勿もち論ろんいいですよ、なんか学生の頃を思い出しますね」

「確かにね、それで僕のことなんて呼びたい？」

　しばらく友情とはかけ離れた生活をしてきた私にとって、愛称なんて光栄すぎる話だ。頭を回転させて必死に考える。

　うーん…………。

「『ましろん』……とか……」

「ましろん？」

「い、嫌ですか？」

「ううん、全然。ただ理由が気になって」

「あの、一期生の晴先輩ってハレルンって呼ばれているじゃないですか？　私本当に晴先輩に憧れてて、そしてましろちゃんは私にとってその憧れと同じくらい親しみみたいなものを感じているから、似た響きの呼び方ができたらなって……だめですか？」

「なるほど、それでましろんね、いいじゃん！　響きもマカロンみたいでかわいいし、気に入った」

「本当ですか!?　よかったぁ……」

「それじゃあ次は僕だね、僕はもう決まってるよ、『あわちゃん』、これでどう？」

「あわちゃんですか、とてもいいと思います！　理由を聞いても？」

「いつもあわあわしてるからあわちゃん」

「ちょ、ちょっと!?　なんですかそれええ!!」

「ふふっ」

　この後は二人で一緒に謝罪配信をして、丁度私たちのコラボが急激に増えだしたのもここからだった気がする。

　私たちの関係が育まれていった過程において、ましろんのやらかしから始まったこの件は絶対に外せないものだったからこそ、私は思い出深いエピソードに持ってきたのだ。







　……まぁそんな私たち二人の現在はというと──

「うぐあああああ!!　僕もうこの話いや！　なんかむず痒がゆい！　やめないと通話切っちゃうよ!!」

「そうですねもうやめましょう今すぐやめましょう！　ああもうなんか暑くて汗出てきちゃった！」

　二人とも照れるやら恥ずかしいやらで共倒れになっているのであった。
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[image: ちゃみちゃんと遊園地振り返り配信]




　突然だが、前に一度こんな話をしたことがあるのを覚えているだろうか？




「ちゃみちゃんそれなら今度は遊園地でも行こうか！」


〈柳やな瀬がせちゃみ〉：準備するわ



「ちょ！　行動がはやいはやい！　落ち着いて！」




　覚えていたちゃみちゃんだいすこ民の皆様、お待たせしました！

「──皆様こんばんは。今こ宵よいもいい淡雪が降っていますね。今回の配信は素敵なゲストをお招きしていますよ」

「うふふ、こんばんは。皆を癒いやしの極致に案内する柳瀬ちゃみお姉さんがきたわよ」

「よしよし、嚙かまずに言えてえらいですね！」

「ありがとう。でも実は嚙むの対策でさっき録音した音声を流したわ」

「出オチじゃないですか……」


：わぁ清せい楚そ

：↑ニキ絶対棒読みだろwww

：今日はやっぱりあわちゃんなんやな

：一昨日の告知から全裸待機してた、在宅ワークじゃなかったら致命傷だったぜ

：遊園地の話はよ！

：ああ、天職ニキの告知って遊園地のことか笑



　そう！　なんとこの度、前のコラボの時に話に上がった通りちゃみちゃんと１泊２日で遊園地に行ってきました！

　しかもちゃみちゃんが行ったことがないということで、行ったのはあの富ふ士じ竜りゅうアイランド！

　私は学生の頃に行ったことがあったんだけど、数年も空くとかなり新鮮な気持ちで楽しめたね。

　でも結局のところ当日に楽しめたのは私たち二人だけなので、今日の配信はリスナーさんも楽しめるように遊園地の振り返り配信ってことだね！

「まぁまぁ皆様焦あせらずに、まずはカステラから返していきましょう。大丈夫、遊園地で何があったか後で余すことなく語り尽くしますよ」

「今日の私はテンションが高いわ、いつものポンコツとは思わないことね」

「それはさっきの録音音声のせいで手遅れかと……」

「そんな馬鹿な!?」

「はい、一通目頂いていきましょうね〜」


＠もうストゼロ作れそうな体だね＠



「シュワちゃん曰いわく『照れるぜ[image: しゃせん]』とのことです」

「普通に意味が分からないわ、これって誉ほめ言葉なのかしら……」

「このカステラの時点で十分頭ぱーしてますけど、これの元ネタの方がよっぽどやばいと私思うんですよね……」

「そうなの？」

「ちゃみちゃんには刺激が強すぎるので次行きます！」


＠昨日、近所のコンビニ行ったんです。コンビニ。

　そしたらなんか人がめちゃくちゃいっぱいで会計できないんです。

　で、よく見たらなんか垂れ幕下がってて、アルコール類２本買えば20円引き、とか書いてあるんです。

　もうね、アホかと。馬鹿かと。

　お前らな、20円引き如ごときで普段来てないコンビニに来てんじゃねーよ、ボケが。

　20円だよ、20円。

　なんか大学生とかもいるし。サークル仲間でコンビニか。おめでてーな。

　よーし５００ml飲んじゃうぜ、とか言ってるの。もう見てらんない。

　お前らな、20円やるからその缶戻せと。

　コンビニってのはな、もっと殺伐としてるべきなんだよ。

　レジカウンターの向かいにいる店員といつ喧けん嘩かが始まってもおかしくない、

　刺すか刺されるか、そんな雰囲気がいいんじゃねーか。飲めない子供は、すっこんでろ。

　で、やっと会計かと思ったら、隣のレジのやつが、肉まん１つ、とか言ってるんです。

　そこでまたぶち切れですよ。

　あのな、肉まんなんてきょうび流行はやんねーんだよ。ボケが。

　得意げな顔して何が、肉まん１つ、だ。

　お前は本当に肉まんを食いたいのかと問いたい。問い詰めたい。小１時間問い詰めたい。

　お前、肉まんって言いたいだけちゃうんかと。

　コンビニ通の俺から言わせてもらえば今、コンビニ通の間での最新流行はやっぱり、

　フライドポテト、これだね。

　たこわさにフライドポテトと『ストゼロ』。これが通の頼み方。

　たこわさってのはね、チャックがついてて食べたい分だけ出せる。これ。

　で、それにひとくちサイズのフライドポテト。これ最強。

　しかしこれを頼むと次から店員にマークされるという危険も伴う、諸もろ刃はの剣つるぎ。

　素人しろうとにはお薦めできない。

　まあお前らド素人は、ジュースでも飲んでなさいってこった。＠



「伝説の某牛丼屋コピペネタですね」

「どうしてこの方はコンビニ如きで通ぶっているのかしら……」

「というか店員と喧嘩が始まるとか世紀末ですか？　後フライドポテトとたこわさにストゼロはキセキの世代ってシュワちゃんが言ってました」


：もうストすこ

：略すなwww

：たこわさってのはね、チャックがついてて食べたい分だけ出せる。これ。たこわさの長所じゃなくて草

：それを言うならフライドポテトも味の評価じゃないんだよなぁ笑



：また懐なつかしいネタを　￥２０００


：シュワちゃんようやくつまみを用意できるようになったんやなって涙

：肉まん大好きです（小声）

：コンビニが殺伐……北○の拳の世界から異世界転生してきたのかな？

：世紀末から転生したらあまりに平和ボケした世界だったので、生き方ってやつを教えてやったら豚箱にぶち込まれた件

：捕まってて草




＠シュワちゃんマン！

　新しいストゼロよ！＠



「顔びっしゃびしゃにしてでも飲んでそうね」

「喉が渇いているのかい？　僕のストゼロをお飲み。ｂｙシュワちゃん」

「布教活動はやめなさい」


＠シュワましの気心が知れた掛け合いが生活の糧かてですありがとうございました！

　ところであわましのコラボの頃は二人共心の中でどう思ってたんでしょうか教えて下さい

　いや、いっその事あわましコラボを二人で見る配信でもいいのよ？＠



「これは今も変わらずですけど、ましろんはセンスの塊のような人なので尊敬はありますね。よく悩みにアドバイスとかも貰もらっていたので姉みたいに思ってたかもしれません。ましろんもどうぞ！」


〈彩ましろ〉：同期の中でも特に関わりが深かったからね。僕は二人三脚のパートナーみたいな感じに思ってたかな



「とのことです！」

「本当に仲いいわね。友情は尊いものよ」

「さて、いよいよ本題の遊園地の話に参りましょうか！」

「そうね、どの話からする？」

「ちゃみちゃんが駅で迷子になった話からしますか？」

「それは遊園地の話ではないから却下ね」

「でもリスナーさんは聞きたいと思いますよ？　ねーリスナーさーん？」


：聞きたい！

：俺も！

：当たり前だよなぁ？

：ちゃみちゃん迷子は解釈一致

：その話を聞くために耳の感度を３０００倍にしてきました。助けてください

：イルカさんかな？

：そんなレベルじゃないんだよなぁ

：お耳対○忍ニキ助け求めてて草



「ね？　皆聞きたいって」

「くっ、愛すべきリスナーさんたちの為ためなら仕方ないわね、腹をくくったわ」

「ありがとうございます！　それでは振り返っていきましょう！」

　前のましろんとの通話と違って、今回はリスナーさんにも詳しく伝わるように振り返らないといけない。

　まるで追体験しているかのように話してみよう。あ、現地では本名呼びだったけど、今回は配信だから当然ライバー名で呼び合ってたことにするよ。







　遊園地に行くことが決まった前日、富士竜アイランドまで東京駅の改札前で合流してから新幹線で行くことは決まっていたのだが、念のためちゃみちゃんに道は分かるのか聞いておくことにした。

　返事は「もう、私が何年東京で暮らしてると思ってるの？　目を閉じてても到着できるわ」と言っていたので安心していたのだが……。

　ほぼ毎日配信している身なので、リスナーさんたちに旅行中のお休みを告知した後、いよいよ迎えた当日──

「ん？」

　既に新幹線に乗る準備を完了し、発車まで時間が十分余っていたので富士竜アイランドのおすすめスポットでも調べて時間を潰そうかなんて考えていた時、ちゃみちゃんからの通話があった。

「もしもーし、どうしたの？」

「あ、もしもし、淡雪ちゃん聞いて？　私イザナミの術をかけられたみたいなの」

「……はい？」

「どこに行っても似たような景色なの。全く困ったものね」

「もしかしなくても迷子になりました？」

「い、いやね？　だからイザナミの術に」

「列車にすら乗ってないですよね？　駅の構内でどこ行けばいいか分からなくなったんでしょう？」

「はぃその通りです……助けて淡雪ちゃん〜」

「あんなに自信満々に言ってたのはなんだったんですか……」

「よくよく考えれば確かに私東京で暮らして長いけど、家から出ないから駅なんて滅多に使わなかったわ」

「そんなのだからぽんこつちゃみちゃん略してぽっちゃんとか言われるんですよー」

「言われたことないわよ！　でもかわいいからちょっとありかもしれないわね」

「まぁとりあえずなにか特徴的な目印がその辺にあったら教えてください、私がこのまま通話で案内するので」

「ありがとう！　えっと、びっくりするほど背の高い方がいるわ」

「ちゃみちゃん……私はどう頑張ってもそれじゃ分からないよ……」

　本当のところ正直予想していた範囲の出来事だったので、スムーズに案内もできて出発前に合流し、新幹線に乗り込むことができた。

「本当に助かったわ。この駅は最も早はやダンジョンね」

「確かに初見だと分かるわけないですよね」

「難関をクリアした今、私は大きな達成感を覚えているわ」

「まだ本来の目的に掠かすってすらないですよ……」

　隣に座ったちゃみちゃんの姿は私なんかよりよっぽど大人びていて、たとえ私服であってもできるキャリアウーマン感がムンムンなのだから、見た目で人を判断するのは早計なのだと改めて認識させられる。

　まぁ私やちゃみちゃん推しのリスナーさんに言わせてもらえばこのギャップがたまらないんだけどね！

　……てあれ？　よく見るとちゃみちゃんの顔、少し違和感がないか？

「ちゃみちゃん、もしかして疲れてます？　顔色が良くないような……」

「ああ、メイクで誤魔化したつもりなんだけど分かっちゃった？　実は淡雪ちゃんとの遊園地が楽しみすぎて昨日から一睡もできてないの」

「到着まで時間あるから今すぐ寝なさい」

「そ、そんな！　今日の日の為に沢山新幹線会話デッキを用意してきたのに！」

「後で何時間でも聞いてあげるから寝なさい！」

「はーい……」







「みたいな感じのことがあったんですよ〜」

「その節はご迷惑をおかけしました……」

「いえいえこんなの可か愛わいいもんですよ。今思うと旅行全編通してちょっと抜けてる妹みたいな感じで見てました」

「私の方が年上なのに……」


：ちゃみちゃんらしさ全開で草

：ぽっちゃんすこ

：楽しみで寝れないとか小学生かな？

：逆転姉妹シチュだいすこ

：俺もあわちゃんと旅行行きたい

：分かる。なんだかんだ一緒にいると楽しそう



「ず、ずっとぽんこつかましてたわけじゃないからね！　これからのちゃみお姉さんの活躍にご期待あれ！」

「よし！　それじゃあお待たせしました！　本題の富ふ士じ竜アイランドでなにがあったか振り返っていきましょう！」







「「おおおっ！」」

　予定通り目的地に入園を完了した直後、そのスケール感に圧倒され感嘆の声を二人揃そろって漏らしてしまった。

　さっきも言った通り私は今回初めての来園ではないのだが、やはりこの規模の大きさには心動かされるものがある。

　富士竜アイランドだけの話ではないが、大人気テーマパークってどれも膨大な敷しき地ちを使って一つの世界を作り上げているのがすごいよね。

　こんな楽しそうな、今までの日常とはかけ離れた異世界を前にしては、年代問わず心躍ってしまうものだろう。

　東京暮らしで人ごみにある程度慣れている私ではあるが、それでもびっくりするほどの人数がウキウキとした表情で歩き回っている。

「流石さすがの人気ですねぇ」

「駅でも思ったけど、世界ってこんなに人がいたのね」

「今度コミケでも行ってみます？　多分人間の繁殖力に恐怖を覚えますよ？」

「そうなの？　私コミケは詳しくないのよね」

「いいですかよく聞いてください、コミケとは一つのＳ○Ｘの形なんです。来場者が精子でお目当ての品が卵子。無数にも感じる勇者たちが共通の目的のために我先にと歩みを進める姿は最早生命の神秘を体現していると言ってもいいでしょう」

「お外でなに変なこと語り出してるの！」

　し、しまった！　どうも賑にぎやかな周りにつられて私の清せい楚そフィルターが薄くなっていたようだ、気を付けねば。

「すみませんすみません。そうですね、初めにとりあえず映ばえるところで写真でも撮りません？」

「いいわよ。ふふっ、女友達と遊園地──私は今限りなく陽の人間に近づいているわ！」

　なんだかよく分からないこと言ってるけど、まぁちゃみちゃんも喜んでくれてるみたいでよかったよかった。

　お、ＪＫと思わしき六人組発見！　昔を思い出すなぁ。あの頃は就職の闇も知らずに純粋だった……。

「気を付けて淡雪ちゃん！　あの子たちは私たちより陽キャ指数が高いわ！　避けて通るわよ！」

「ちゃみちゃん何を警戒してるの？　確かにここはアイランドって名前だけどバトロワをしてるわけじゃないんだよ？」

　相変わらずの人見知りムーブをかましてビビるちゃみちゃんの手を引き、記念写真も撮り終わったのでいよいよどのアトラクションに乗ろうかという話になったのだが。

「それはもうＦＵＪＩＳＩＭＡでしょ！」

「え、一発目から!?」

　ＦＵＪＩＳＩＭＡ──富士竜アイランドが誇る巨大ジェットコースターだ。

　建造されてからわりと長らく経たつのだが、そのクオリティと絶叫マシーンの名にふさわしい怖さは未いまだに世界のジェットコースターシーンをリードしている。

　確かに絶叫系が有名でもあるこの富士竜アイランドだが、そんなものを初しょっ端ぱなから選ぶとは、意外と絶叫系とか好きだったりするのかな？

　まぁ元々富士竜に来た以上乗りたいとは思ってたから全然いいんだけどね。

　覚悟を決めていくどー！




「うひゃー……」

　焦じらすようにゆっくり坂を上るコースターに揺られながら、もうすぐ訪れる恐怖に思わず冷や汗が出る。

　私絶叫系は人並みだからわくわくと恐怖がいい具合に心の中で拮きっ抗こうしている感じだ。

　景色は文句なしに美しいのだが、高すぎてそれどころじゃないよ……。

　……そろそろ来るかな。

「淡雪ちゃん」

「ん？」

　いよいよジェットコースター本領発揮の寸前のところで、ずっと無言だった隣に座るちゃみちゃんに声をかけられた。

「だじゅげでたすけて」

　震える声でそう言った彼女の顔は……そう、まるで地雷原に踏みこんだことに気づいて絶望と共に一切の身動きがとれなくなった兵士のようだった──

「「きゃああああああぁぁぁぁ!!!!」」




「「あははははは!!!!」」

　ＦＵＪＩＳＩＭＡ一周が終わりコースターから降りた後私たちは、お互いのぐでぇっとした様子を見て思わず二人そろって噴き出してしまっていた。

「ちゃみちゃん普通に絶叫系よわよわじゃん！　なんでこれ選んだの？」

「私の事を人見知り陰キャだと断言してる数少ない知人達に、乗ったことをイキりまくって見返してやろうかと思ったのよ！」

「そんなことやってるから言われるんだと思うよ……」

「いやぁでも実際乗ってみるとやばかったわね……少しだけ、嘔おう吐としながら天に召される未来が見えたわ」

「ゲロの川を渡りかけたんだね。あのスピードの中吐くと綺き麗れいな川が架かりそうだし」

「天の川みたいに言わないの！　もう、テンション上がって第二人格が見えてきてるわよ」

「「あはは！」」

　一回アトラクションに乗って気分が完全に遊園地モードに切り替わったのかもしれないな。二人とも声の大きさが上がり、どこか童心に戻った様子からテンションが上がっているのが分かる。

　いいねいいね、遊園地もなにもかも楽しんだもの勝ちだ、この調子でいこう！

　とはいえ……、

「流石に開幕二連続絶叫系はやめておきましょうか」

「そうね、何か落ち着いたものでも挟みましょう」

「それなら……コーヒーカップでもどうです？」

「いいわね！　さっそく行きましょう」

「うーん……」

「あれ、どうしたのちゃみちゃん？」

　私たちのコーヒーカップに乗る順番が来て、いざカップに腰掛けたところでちゃみちゃんが悩まし気な声を上げた。

「もしかしてＦＵＪＩＳＩＭＡのダメージが残ってる？　乗るのやめとこうか？」

「あ、それはもう大丈夫よ。ただその……お恥ずかしながらお手洗いに行っておいた方がよかったかなと思って」

「ああ〜なるほど……どうしようか？　私は全然乗るの後回しにしても大丈夫だよ？」

「心配しないで、それには及ばないわ。全然我慢できるレベルだから。ほら、そろそろ始まるわよ！」

「お、きたきた！」

　ゆったりとしたペースで回り始めたコーヒーカップ。

　当然のことながら周りの一部は早々に回る速度を上げ、中身を振り払うかのような速度で回るコーヒーカップにはしゃぎ始めている。うんうん、これもコーヒーカップの醍だい醐ご味みだよね！

　でもＦＵＪＩＳＩＭＡ後の私たちには今のゆったりペースが丁度いい、このまままったりおしゃべりタイムにしよう。




「ねぇ淡雪ちゃん」

「はい、なんとなく言いたいことは分かります」

　これからどのアトラクションに行こうかなどを話しているうちに、もうそろそろ終了と思われるまで時間が経った。

　確かに優雅な時間を楽しんでいた私たちだったのだが、段々と異変も起こっていた。ふとした拍子に視線が高速回転しているカップに吸い寄せられるのだ。

　単刀直入に言おう、めっちゃ回したい!!

　仕方ないだろう！　見てるとやりたくなってしまうのが人のサガなのだよ！

「最後にちょっとだけ……やっちゃいます？」

「そうね、やっちゃいましょうか」

「そうと決まれば──」

「「全力で回せえええぇ!!」」

　カップのテーブル部分を二人息を合わせて容赦なく回す。

「おお速い速い！　サラマンダーよりずっと速い！」

「キャッ！　ふふっ、髪の毛が暴れてるわ」

　やっぱ楽しいなぁこれ……うん、楽しいんだけどさ……なんかこれ……速過ぎね？

　え？　見てるだけじゃ分からなかったけど、実際に体験してみるとこれ人間が耐えられる限界くらいの速さになってない？　コーヒーカップって限界まで速くしてもそこそこだった記憶があるんだけど。

「あ」

　その時私は思い出した──ここは普通の遊園地ではなくあの富ふ士じ竜りゅうアイランドだということに──

　そう、絶叫系が名物なここではコーヒーカップの回転速度でさえ青天井とも感じる程速くなるのだ！

「うおおぉぉ体が持ってかれるううぅ!?」

「こ、この速度はまずいわ!!　あ、あ、油断したら漏れちゃいそう!!」

「なるほど、ティーカップにレモンティーが注がれるわけですね。コーヒーカップって英語圏ではティーカップっていうらしいし、ありがたくいただきます」

「いただかせないわよ！　こんな時にまでボケないの！　早く回転止めるわよ！」

　コーヒーカップは三半規管破壊型絶叫マシーン、皆みんな覚えておこうね！

　その後制限時間のきたコーヒーカップから降りた私たちは思い思いに富士竜アイランドを楽しんで回った。

　ホラー系のアトラクションに行ってみたり……。

「は！　今のはリア充カップルの悲鳴!?　陽キャ間違いなしだわ、鉢合わせしないようにしないと。なんて恐ろしいホラーギミックなの……」

「ちゃみちゃん、それ想定されたギミックちゃうで」

　それが終わったらまた絶叫系にチャレンジしてみたり……。

「ちょ、ちょっと休憩！　淡雪ちゃんは……全然大丈夫そうね、結構絶叫系得意なの？」

「いや、多分昔より強くなってる感じですね。なんか絶叫系から降りたときの感じがストゼロキメたときに似ててちょっと気持ちいいんですよ。シュワっていいですか？」

「だめよ。絶叫系アトラクションからストゼロ成分を摂取するのはやめなさい」

「すごい日本語だな」

　心行くまで一日を楽しんだのだった──







「遊園地が終わった後は予約してた近くのホテルに泊まって、翌日少しだけ観光して帰った感じですね！」

「本当に楽しかったわ。付き合ってくれてありがとう淡雪ちゃん」

「いえいえ、私も久しぶりの遊園地だったので最高でした。またどこか行きましょうね」

：てぇてぇ　￥３０００


：ちゃみちゃま外出できてえらい！

：今度はあわちゃんとラブホ行って、どうぞ

：ラブホ女子会かな？

：ストゼロ飲んでシュワちゃんが登場からのちゃみちゃんに襲い掛かるのが容易に想像できた

〈山谷還〉：ちゃみ先輩は押せばサブママにできそう

：還ちゃん!?

：これは珍しい

：サブママとかいう闇しか感じない単語やめろ

：ママにできそうって最初はＲ18的なのを想像したけど、還ちゃんは言葉通りオギャりたいだけなんやろなぁ



「わ、私は簡単にママになんかならないわよ？　私のように自立したレディを目指しなさい」

「ちなみにホテルで夜食としてコンビニのおでん買ってきて食べたんですけど、店員さんに注文するときちゃみちゃんキョドって『しらたきと玉子』を頼むつもりが『白子と玉ねぎ』って言い間違えてめっちゃおもしろかったです」

「そ、それは忘れてぇ！」


：草

：なにそれかわいい

：白子はしらたきと玉子が合体して出たんだと思うからまだ分かるけど玉ねぎのねぎはどっからwww

：どっちもコンビニおでんのメニューに存在しないじゃねぇか笑

：最後の最後までちゃみちゃんたっぷりやな



　さて、これにて報告会という名の配信は終了になったわけだが……。

　さっきさりげなくコメント欄に還ちゃんが居たの、私も見逃してないからな〜？

　一人目にコラボした私の配信枠とはいえ、ちゃみちゃんとコミュニケーションをとろうとしたのは紛れもない成長だろう。なんとも微ほほ笑えましいような温かな気持ちにさせられる。

　……いや母性ではないからね？　最ママに堕おちたわけじゃないよ？




[image: ワルクラ配信]




『ワールドクラフト』、通称『ワルクラ』というゲームがある。世界的に有名なゲームタイトルだ。

　自動生成されるほぼ無限に広がる世界には達成しなければいけない事柄はない。インフラを整えて思い思いに生きたり、正方形にデフォルメされたブロックたちを使って建築を楽しんだりする所謂いわゆるサンドボックス系のゲームだ。

　この時点でかなり革新的なのだが、このゲームの更に衝撃的なところはサーバーさえ用意すれば同じ世界で大多数の人間が同時に遊べてしまうというところ。ライバー同士がコミュニティを形成しつつ活動しているライブオンにとっては相性抜群の形態であり、一週間ほど前にライブオンの運営からサーバー開設のお知らせが届いた。もう何人かのライバーは先に遊んでいる状態になっている。

　私はゲームプレイを見たことはあるものの実際にプレイするのはこれが初めて。しかも実質ライバー達との共同生活。お知らせを見た瞬間から楽しみで仕方がなかった。

　でもな、ＰＣは分からない人間に寄り添ってくれるほど甘くないねん……ましろんに教えてもらって今日やっと正常に動きました……。

　遅れた分を取り戻すためにも今日からがっつりプレイするぞ！

「プシュ！　ごくごくごくごくッ！　あ、やべ」


：プシュ！



：￥１５５

：待ってました！　￥１５５０


：ごっくん音ありがとうございます

：変な言い方するなwww

：まぁたんぱく質入ってるし実質ストゼロも精液みたいなもんやろ

：草

：ところがどっこい！　なんとストゼロはたんぱく質０なのです！　これが現実！

：まじで？　流石さすがゼロの名を持ってるだけあるな

：わぁ健康的！　これはもう買うしかないですね！

：良いいところにしか目を向けない宣伝広告かな？

：まぁ水分だし実質ストゼロも精液みたいなもんやろ

：君は世の中の液体がほとんど精液に見えているのかな？

：沙○の歌より地獄に生きてて草

：どこを見ても驚きの白さ、人間さえ精液に見えるそんな世界に絶望していた中、唯一ストゼロに見えたのがシュワちゃんでした。生きる希望です

：人じゃなくストゼロに見えているのか（困惑）

：おストゼロ増やしておきますねー

：ん？　シュワちゃんどうしたんや？

：なんかミュートになってる

：もしかしてアクシデントか？

：普通に心配



「あ、失礼しました！　今戻りましたシュワです！　ちょっと実はこれが今夜二本目のストゼロでして、ちょっと一本目の影響で尿意が……流石にそのまま行くと第一声より先に排はい泄せつ音を聞かせた女と呼ばれそうだからミュートしました、えへへ」


：えへへじゃないが……恥じらう内容とのギャップがやばい

：なぜ自分から不名誉な渾あだ名なを増やしていくのか

：第一声より前に酒流し込んでるのも普通ではないんやで

：ストゼロ洗った？（洗った厨ちゅう）

：体内でストゼロシュワちゃん味を作ってたわけですね分かります

：まさか本当にストゼロ生産工場になってたとは驚いた

：どんな味するんだろ

：ストゼロの味でしょ

：それが分かんねぇよ

：ストゼロ味のストゼロ（シュワちゃん味）少数限定発売

〈相馬有素〉：買うのであります！

：ほんと有素ちゃんシュワちゃんの配信にいつもいるな笑

：せっかくのデュアルディスプレイをシュワちゃんの配信同時視聴とかスピーカーを沢山繫つないで疑似立体音響とかに使ってたような子だから当然のことさ

：取り込んだ味によって変わるでしょ（マジレス）

：ババコ○ガみてぇだな

：もうちょっとたとえどうにかならんかったんか……



「それじゃあ気を取り直しまして、今日は何と、とうとう私も『ワールドクラフト』に参加します！　待たせたな！　ちょっと設定で手間取っちゃって……遅くなってごめんね」


：ついに来てしまうのか──

：遅れてやってきた大本命

：ライブワールド界に激震走る

：絶対にろくな事しないぞこいつ！

：魔王が降臨したみたいな反応ばっかで草



「とはいえ皆でサーバーが一番賑にぎわう時間までまだ少し時間があるから、ちょっとカステラの返信を挟んでから開始しようかな、少々お付き合いを！」


＠ワールドクラフトで作りたいものはありますか？＠



「百歩譲ってスト、妥協してゼロ、我慢してストゼロ、欲を出すとスト○ングゼロですかね」


：結局のところ全部一緒で草

：いや、もしかすると違いがあるかもしれんぞ？　メ○〜メラ○ーマみたいな感じで強化されてくのかもしれん

：当たり前のように言ってるけど酒の何を強化すんねん

：ここは考察班の出番だ、頼んだ！

：どうも、体はビンビン頭脳はチンチン、名探偵考察班です

：帰れ

：草

：アイテムとしてストゼロ追加するＭＯＤの制作開始します




＠なぁ・・・ストゼロしようや・・・・＠



「ほぉ、私にストゼロを申し込むとはいい度胸だ。体内残留ストゼロの放出は済ませたか？　ヨントリーにお祈りは？　画面の前で歓喜に震えてプルタブをプシュッする心の準備はＯＫ？」


：怪文書を読むな

：カステラ送ったニキもまさかの対応に困ってそう

：よく聞くと一緒に飲みましょうって言ってるだけやんけ笑

：ほんまや……

：ちゃんとお祈りできるシュワちゃん偉い

：主よ、今から我々がこの糧かてをいただくことに感謝させ給たまえ、アーウメェ

：アーメンみたいに言うな



：ザー○ン　￥１９１９１


：最低指数理論値のコメントやめれ




＠シュワちゃん的にはストゼロ以外のお酒ってどうですか？

　普段ワインとか、日本酒しか飲まないので、専門家の意見が聞きたいです。＠



「ストゼロ以外のお酒も非常に良い物だと思いますよ！　でも私の場合違うお酒を飲んでも脳裏にストゼロの姿が浮かんでくるんですよ。もうその時点で私の負けですよね、体はストゼロに背を向けても心はじっと見つめたまま……恋とはなんとも青く恥ずかしいものですね」


：なに良い感じに年を取ったいい女ぶってんねん

：驚異的なほど自然な流れで恋に繫げるなwww

：恥ずかしいのは今の君の姿なんやで

：というか専門家だったのか……




＠ストゼロ以外から失礼します（謝罪）

　ばぶ〜ばぶばぶ〜

　おぎゃああああああ!!

　おぎゃ…すとぜろ……！＠



「ほぉ、初めて喋しゃべった言葉が『すとぜろ』とは、これは将来が有望な赤子ですな！」


：ストゼロ以外からでも来ただけで素晴らしい心がけだ！

：以外ってどこなんだ……いや、そもそもストゼロ内の時点で分からん……

：この配信では常識に囚とらわれてはいけないのです！

：範○勇次郎と第一声のインパクトで唯一並んだな

：親の顔が見てみたいと思ったら見えたわ、今画面に映ってたわ

：たっぷりストゼロ母乳飲んで育ったんやろなぁ

〈山谷還〉：なんて羨ましい、嫉妬します

：還ちゃんいるー！

：最近コラボとかも増えて安心（後方父親面）

：父親ということは実質シュワちゃんと結婚なのでは？



：よーし俺がぱぱでちゅよー！　￥１００００

：いや、こっちのパパの方が何でも買ってあげるからね！　最パッパは渡さん！　￥２００００


：コメント欄をパパ活会場にしないでもろて

：俺の知ってるパパ活と違う

：当たり前のようにシュワちゃんが親扱いされてて草

：お前母乳すらライブオンじゃねぇか




＠初カキコ…ども…

　俺みたいな中３でシュワちゃん見てる腐れ野郎、他に、いますかっていねーか、はは

　今日のクラスの会話

　あの流行はやりの曲かっこいい　とか　あの服ほしい　とか

　ま、それが普通ですわな

　かたや俺は電子の砂漠でシュワちゃんを見て、呟つぶやくんすわ

　it'a true wolrdキマッてる？　それ、誉ほめ言葉ね。

　好きな音楽　ライブスタート

　尊敬する人間　心音淡雪（未成年飲酒はＮＯ）

　なんつってる間に４時っすよ（笑）　あ〜あ、義務教育の辛つらいとこね、これ




：相変わらずworldのスペル間違ってて草

：なっつ

：むしろ中３で大人気になってそうなんだよなぁ

：ちょっと内容合ってるの草

：ライブオンでキマッてるは誉め言葉だから間違ってないな

：ちゃんと法律守るのほんといい子



「次はー……いや、もうゲーム開始に丁度いい時間だね、それじゃあいよいよ専用サーバー『ライブワールド』にログインして行くどー！　普段のプレイは『生活モード』でやっていきたいと思います」

　このゲームには敵のモブが登場し、体力や空腹ゲージ、物資の自給自足をする必要がある『生活モード』と、それらの要素をなくしひたすら建築に没頭できる『建築モード』の二種類のモードがある。

　やっぱり何が起こるかわからないスリルがある方が配信的に面白いと思うから私は生活モード一択で！　建築モードは何か企画とかがあるときだけ使うことにした。

「お、来た来た！」

　昼間の太陽の下、まだ人類手付かずといった感じの草原に私のテクスチャを着せたキャラクターが颯さっ爽そうと放たれる。

「見てこれ！　ちゃんとI[image: はーと]ストゼロＴシャツも再現してあるんだよ！　しかも清せい楚そな服のあわちゃんモードに変更も可能！」

　ピョンピョンと跳ねながら走り回るがひらけた自然の中では小さな米粒のようだ。走りを遮る人工物すらない為ため、大自然を進むワクワク感と孤独感が同時に襲ってくる。

　まだワールドが開放されてから日が短いため、他のライバーも恐らく近くの適当な場所に仮拠点を建てて暮らしている段階なのだろう。

　いつかは皆で協力して村、更には街、更にはその先にまで発展させていきたいな。

　心音淡雪の第二の人生、ワルクラで始まります！

「何か面白いものないかなー」

　特に目的も定めずただ気の向くままに歩を進める。

　この世界に降りたばかりで本当に右も左も分からない現状だ。とりあえず周囲に何があるのかの確認を最初にしようと思い、適当に周囲の探索を開始した。

　程よく木が生えているし地形の起伏も小さいから暮らしやすそうなところだな、気に入ったところを見つけたらそこに仮拠点を建てることにしよう。







「おっ！」

　ゲームの分からない点などを聞いたりして視聴者と程よく戯たわむれつつ草原を歩いていたら、初めて歩いている地面が砂に変わった。砂と言っても砂漠ではなく砂浜といった感じだ。

　そしてその砂浜を進んだ先に見えてくるものと言えば──

「ウェミダー！（海だー！）」

　遥はるか先に見える果てしない水平線がたまらねぇぜ！

　結構近いところに海があるんだな、リアルではここ数年一度も行ってないからゲームかつデフォルメされているとはいえ新鮮な気持ちだ。

　よし、一旦止めてここらを集中して探索してみよう。

「おー、粘土とかもあるんだねぇ。……ん？」

　海沿いに浜辺を歩いていると、視線の先に木製の小屋のような建物が見えてきた。

　この世界では明らかな人工物＝ライバーの誰かが作ったということに繫つながる。

　まだライブワールドが開かれてから間もないことを考えると、誰かが使っている可能性は十分あるだろう。

「これはもしや誰かと初遭遇なるか!?」

　そう思いワクワクしながら小屋に向かい駆けて行ったのだが、ある瞬間私の体はまるで体操金メダリストの着地のようにピタッと停止した。

　ある瞬間──それは目的の小屋から颯爽と飛び出てきたプレイヤーを発見した時である。

　だが私の体を止めた理由は待ちに待ったライバーに会えたから感動したなどといった甘いものではなかった。

　小屋から出てきた女性は真四角にデフォルメされても美しさが分かる深紅のロングヘアをなびかせながら、海の遥か先を見つめている。

　その姿はまるで初めてこの世に誕生した最初の人類を彷ほう彿ふつとさせた。

　私がなぜそんな壮大な思考に至ったか？　それは彼女の隠すという概念など知らないと言わんばかりの堂々とした生まれたままの姿にあった。

　そう、本当に全身肌色のみ、すっぽんぽんで浜辺の風に当たっているのだ。

「へっ、へっ」

　さぁ、もう包み隠さず単刀直入に言おう、私の視界に突如現れ私の思考を停止させたのは『全裸の聖様』であった──

「へんたいだああああぁぁぁぁ!?!?」


：大草原

：お前が言うな

：あちゃー最初にエンカウントしたのが聖様かぁ

：エンカウント扱いで草

：ライブワールドは実質魔王が何人も点在してるみたいなもんだから

：異○羅かな？

：全員が最強。全員が変態。全員が芸人。全員が魔王。一人も常識人、無し。

：最悪や



　ライブオンはワルクラの中でもライブオンなのだと脳裏に刻み込まれた瞬間でした……。

「うわこっち来た!?」

　私の存在に気づいた聖様が惜しげもなくその裸体をこちらに向かって近づけてくる。

「は!?　もしかして聖様の裸体を映すとゲームとは言えセンシティブ判定を受けてＢＡＮされるのでは!?　画面に映らないようにしないと！」

　全力で視点を地面に向けると、ワルクラに備わっているチャット機能で聖様からメッセージが来た。

〔宇月聖〕：オッス！　オラ聖様！　全裸を見られてると思うとゾクゾクすっぞ!!

「服どころかその皮膚も剝いでやろうかこの変態露出癖オンナアアアァァァ!!」

　私の配信の危機にボケ倒しやがって！　せっかく他のライバーに会えたと思ったのに、これじゃあコメントにあった通り敵とエンカウントしたのと同じじゃないか！　画面に入れたらその人のチャンネルにダメージを与える敵とかチート過ぎんだろうが！


：恥ずかしがって俯うつむいてるシュワちゃんカワイイヤッター！

：恥ずかしがってるんじゃなくて命の危機を感じてるんだよなぁ、収入的な意味で



：画面に入れてはいけないあの人　￥２０００


：スレンダーマンかな？

：聖様がとんでもないホラー要素になってて草



　聖様に文句を言うため、チャットに光の如ごとき速さのタイピングでメッセージを書き込む。

〔心音淡雪〕：服を今すぐ着てください！　ＢＡＮされてしまいます！

〔宇月聖〕：大丈夫、この前私が仮ワールドで体を張ってこの姿で十時間以上実験配信したけど問題なかったよ。このライブワールドに入ってからも問題なし。真四角にデフォルメされてるから流石さすがにセンシティブ判定されないみたいだね

〔心音淡雪〕：あ、そうなんですね、とりあえず安心しました

〔宇月聖〕：私は変態だがそれと同時に紳士だからね。可か愛わいい子猫ちゃんたちに危害を加えるなんてありえないのさ

〔心音淡雪〕：そんなこと言っても全裸の時点でアウトです

　なるほど、当の聖様本人が無事に配信できているのなら問題ないのは確かなのか。

　そんな事情無しにしても普通に画面に入れたくないのだが、こんなのでも先輩なので視点を戻してあげることにした。

　肌色一色で乳首とかが描かれてる訳でもないから妥協するとしよう。そうだ、肌色の全身タイツを着ているとでも思えばいいんだ、うん。

〔宇月聖〕：改めて私が管理するヌーディストビーチにようこそ！　さぁ、淡雪君も服を脱いで世間の縄から解放されようじゃないか！　一緒に大自然を全身で感じよう！

「いやたとえ脱ぎたくても脱げねぇよ。なんで全裸のテクスチャなんか持ってんだこの人」

〔心音淡雪〕：そんなテクスチャ持ってません

〔宇月聖〕：なんと!?　いいかい淡雪君よく聞くんだ。昨今のヌーディストビーチは高校の修学旅行先にも選ばれるほどの大人気なスポットなんだ、全裸はステータスの時代なんだよ淡雪君！　さぁ、今すぐそんな布を脱ぎ捨てて流行の波に乗ろう！　大丈夫、君はそんな物で着飾らなくても美しい、むしろ隠してしまうなんて美への冒ぼう瀆とくさ！

〔心音淡雪〕：そんなわけないでしょう！　どこのエロ漫画の世界ですか!!

　どの面下げて常識語ってるんだこの人は……。

　あとその姿で頻繁に私の周りを飛び回るのは奇妙な儀式のようなのでやめていただきたい。女体大好きな私だがなぜか体が拒否反応を示している。

　だめだこの人、完全にワルクラを自分なりに満喫していらっしゃる。これが正しい遊び方のはずなのだがそれが非常に厄介だ。くッ……もっとストゼロキメてくるべきだったか……ッ！

　そう思い、どうこの魔王を退治しようかと悩んでいた時、突如私たち以外のライバーがチャット欄に現れた。

〔朝あさ霧ぎり晴はれる〕：おやおや二人ともそんなにはしゃいでどうしたのかな？　気になって海から上がって来てしまったよ

　晴先輩キタ───!!!!

　そうだ、晴先輩に聖様の所業を言いつけてやろう！　きっと晴先輩ならなんとかしてくれるはず！

　そう思ったのと素直にワルクラの世界で憧れの先輩に会えるというのが嬉うれしくて、期待に胸膨らませて海の方向に視点を向けた。

　確かにそこに晴先輩は立っていた。だが全裸の聖様を目にしたときと同じく、私はまたもや言葉を失うことになる。

　いや晴先輩も全裸だったわけではないのだ。服はちゃんと来ているのだが……

　その服は黒い帯を上半身と足に巻いたような、至る箇所に肌色が見えるとても露出度が高い服だった。というか見覚えがあった。

　この20年以上前に初登場したにもかかわらず今でも時代が追い付いていないファッションセンス、間違いない──この服は──ッ。

〔朝霧晴〕：ＹＯ！　ＳＡＹ!!

「西○アニキじゃねぇかあああぁ!?!?」

〔朝霧晴〕：はっはっは！　どうしたのかなシュワッチ？　さてはこの凍えそうな季節に孤独な羽を重ねた生足魅惑の消臭ニキであるオレンジ色使いのコーディネーターの姿を見て感動して動けないのかな？

〔宇月聖〕：ふむ、流石は晴君だ。私のファッションセンスといい勝負ができるかもしれないね

〔朝霧晴〕：やった！　セイセイに褒められちった！

「いや色々交ざってる！　交ざりすぎて意味わからなくなってるから！」

　危なかった、まさかの不測の事態二連続に脳の処理速度を超えて体が硬直してしまった。

「まったく、この人達フリーダムすぎでしょ……」

　まさしくライブオンの洗礼を受けた瞬間だったな。時間にして僅か数分の出来事のはずが、あまりのインパクトで脳裏にこびりついて離れない。

　落ち着け淡雪、相手はあのライブオン黎れい明めい期を生きてきた先輩たちだぞ？　もっと脳にストゼロを回せ、もっとシュワシュワするんだ！

[image: ]


：出てくるだけで面白い奴やつらのオンパレードや……

：全裸の女がファッションを語るな笑

：シュワちゃんがボー○ボのビ○ティみたいに叫びツッコミし続けていらっしゃる……これが魔境……！

：あの漫画には大変お世話になりました

：最近、シュワちゃんって実はまともなんじゃね？と思いだしてる（錯乱）

：シュワちゃんがまともなのもライブオンが運営できてるのも人類が存在してるのも宇宙が生まれたのも全部朝霧さんが居たからじゃないか！



：世界、全て朝霧さんのおかげだった　￥２００００


：Ｓ○ＥＤだけにフリーダムってな、はっはっは！

：やかましいわwww



〔朝霧晴〕：シュワッチ！　ライブワールドにようこそ！

〔宇月聖〕：待ってたよ私のダッチワイフ

〔心音淡雪〕：入るの遅れて申し訳ないです……あと聖様は後でしばきます

〔宇月聖〕：なぜだ、私は遠距離恋愛のカップルが４か月ぶりに直接会えたくらい甘い抱擁をしたつもりなのだが

〔朝霧晴〕：ハレルン的にもオールオッケー!!

〔宇月聖〕：あれー？

　ふふっ、最初は驚きもしたけどこの世界に皆がちゃんと存在してるって実感できてなんか安心してきたな。

〔朝霧晴〕：じゃあ私は園長の動物園からミルクを貰もらってくる予定があるのでサラバ！

〔心音淡雪〕：承知です！

〔宇月聖〕：気を付けて行くんだよ

　なんか晴先輩と配信でこんなに近いのも初めてな気がするし……。

　……あれ？　気がするっていうかこれもしかして──


：思ったんだけどこれシュワちゃんと晴パイセン初コラボじゃね？

：マ？

：よくよく考えるとそうなのか

：一応シュワちゃん収益化の時とか歌動画で一緒してるけどあれはコラボと言っていいのか怪しいしなぁ

：初代主人公と次世代主人公の初会合やん！

：あかんなんか感動してきた



「まっじで!?」

　え、コレ晴先輩と初コラボってことでいいの!?　だよね？　つまりはそういうことだよね!?

　ヤバイこんなに狼狽うろたえてるの久しぶりだ、動どう悸きまでしてきたぞ……。

　急いで去り行きつつある晴先輩の背中に向かいチャットを打つ。

〔心音淡雪〕：晴先輩！　初コラボありがとうございます！

〔朝霧晴〕：お？　ほんまやん！　……でも私との初体験がこれってなんか物足りなくない？　後日もっとすごいこと……しちゃわない？

〔心音淡雪〕：もっと……すごいこと……？

〔朝霧晴〕：ふっふっふ！　期待しててね！

　そう意味深なことを言い残し、晴先輩は去っていった──







「晴先輩とコラボ……コラボかぁ……」

　聖様の拠点の近くで素材集めの為ために木を伐採しながら、もう何度目か分からない程同じ話題を繰り返している。

　緊張もするがそれ以上に楽しみだ。ちゃみちゃんじゃないがこれは夜寝られないかもしれない。

〔宇月聖〕：淡雪君、もうすぐ夜になるけどベッドは持ってる？

「え、もうそんな時間!?」

　作業に没頭していて時間の流れすら忘れてしまっていたようだ。

　まずいな、このゲームは夜になるとプレイヤーを襲ってくるさまざまな敵がスポーンするようになっている。今の私じゃあ太刀打ちは厳しいだろう。

　ベッドを作って、マルチなのでみんな揃そろって寝れば夜を飛ばし朝を迎えることができるのだが……。

　あいにく作るのに必要な羊毛を手に入れる手段に恵まれなくて、作りたくても作れない……。一度ログアウトしたら何とかなるんだっけな？

〔宇月聖〕：もし無いのなら私の家ダブルベッドにしてるから一緒に寝ないかい？

〔心雪淡雪〕：感謝の極み

　なぜダブルベッドなのかはあえて触れないでおこう。家の中にお邪魔させてもらいベッドに横たわる。

　すると何故なぜか聖様が私の横たわるベッドに乗り、小刻みに動き始めた。

　ん？　一体何をしているんだろう？　一人称視点じゃあよく分からないな。三人称視点に変えてみるか。

　だが私はすぐに後悔することになった──画面に映ったのはしゃがむボタンを連続で入力し、私に向かって腰を振る聖様の姿だったのだ。

〔宇月聖〕：アンアンアンとっても大好きストゼロの嫁女ー!!　プルタブの締まりがきつくて私の秘密道具が四次元ポケットから溢あふれちゃううぅ!!

「おいこら」

　私のフレンドリーファイア処女は聖様に捧ささげたのだった。







「よ〜しそれじゃあ今日も出発しますか！」

　ゲーム内での翌日、仮拠点建築に必要な素材も集まったので、拠点にするにあたって良い立地は無いか再度探索開始だ。

　不安だったベッドの調達も、なんと聖様がせっかくだからと一つプレゼントしてくれた。

「ほら、夜寝られないと皆が困るだろう？　これを聖様だと思って沢山使うんだよ」とのことで、いつも一言多いがやっぱり面倒見がいい人だ。今度何かいいアイテムが手に入ったらおすそ分けしに行こう。

「お!?」

　今日は森の中をメインに探索していたのだが、歩みを進めていると木だらけで窮屈だった視界が一瞬の間に開放された。どうやら森林地帯を抜けたようだ。

　抜けた先も特殊な地帯というわけではなくただの草原なのだが、平へい坦たんな地形の中に孤独にそびえる程よい高さの丘を見つけた。

　身体からだは吸い込まれるように丘の頂上まで登っていた。うん、目立って分かりやすい上に見通しは抜群、しかも周りには動物もいて暮らしやすそう！

「決めた！　ここを仮拠点とする！」

　せっせと木材を積み上げて人がギリギリ二人住めるかぐらいの建物を建設する。

　住めることを最優先にしたため見た目は完全に豆腐だが、まぁ仮拠点なのでこんなものだろう。これからどう発展させていこうか考えるだけでもワクワクする。

「ん〜キリもいいし流石さすがに今日はこのくらいにしとこうかな。勿もち論ろん続きも定期的にやると思うからまた見に来てね！」

　さぁ、ここから本格的にストゼロから始まるワルクラ生活、スタートだ！
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　青空高くからギンギンに照り付ける太陽の日差しとは対照的に、未いまだ体を布ふ団とんに沈ませたままの体勢で通話を知らせているスマホのコールをとる。

「やほやほー。ましろんですよー」

「あ、もしもーし、淡雪です！」

　本日の私は昼過ぎからいつもの如ごとくましろんと通話をしていた。今日は雑談だけじゃなく次のコラボについての打ち合わせが本題だ。

「いやぁさっきラーメン食べに行ってさ、お腹なかいっぱいで立ち上がれないよ。あわちゃん何か食べた？」

「さっき起きました」

「おい」

「いやぁ、だって昨日は割と遅くまでワルクラ配信してたのでちょっとくらいいいかなぁと……」

「あんまり夜よ更ふかしが過ぎると体調にもよくないから程々にね。あと今すぐ何かお腹に入れなさい」

「え〜あんまりお腹空いてない……」

「だ〜め」

「はーい」

　お互いVTuber活動初期からのコラボ常連だから、もう何度目かも分からない打ち合わせだ。もう二人そろって堅さの欠片かけらも感じない自然体で会話している。

　なんかましろんの声は落ち着くんだよね。最近は特についつい長電話になってしまいがちだ。私の口調も淡雪が丁寧な言葉遣いの設定なのでそれを順守しているが、どうしてもふとした瞬間にフランクさが垣かい間ま見みえる。

　とりあえず最優先で決めなきゃいけないことだけ片付けないとだめなので、本当は朝食用に買っておいたパンをかじりながら本題に入る。

　現状コラボすることは決まっているが何をしようかまでは決まってない状況だ。

「今度のコラボどうしましょう？　ましろんやりたいこととかあります？」

「ん〜……あ、実はそろそろあわちゃんの新衣装を用意したいって運営さんから言われてるんだよね」

「え!?　まじですか!?」

「うん。僕もそろそろ描きたいと思ってたから期待してて。まぁまだ服のイメージも決まってない段階だけどね」

「やったー！」

　VTuberにとって衣装が増えるのは仮○ライダーにとってのフォームが増えるのと同等の効力を発揮する。とてつもない戦闘力ｕｐだ。

「あーでもこれはコラボの内容にはならないか。話それちゃってごめんね」

「いやいや、ましろんから今の報告があっただけで私は今日からハッピーですよ」

　……ん？　ちょっと待てよ？　もしかするといいアイデアが浮かんだかもしれない。私のイラストレーターとしてのママがましろんだからこそ成り立つ企画──

「ねぇねぇましろん。その新衣装のアイデア出し、コラボ配信でやってみません？」

「お？　ほーほーなるほど……」

「ほら、リスナーさんからの反応とかを見ながらファッションの傾向とかアクセサリーとか決めるのも面白いかと思いまして」

「ふむふむ、確かに斬新な企画だね」

「あ、勿論ましろんがそういった作業を見せたくないんだったらやめますよ？」

「んーいいんじゃないかな？　面白そうだし。なんでもやってみるのが大切だしね。実際に配信中に出た案がそのまま採用になるかは分からないけど、リスナーさんも喜んでくれそうだしね」

「お、それじゃあやっちゃいますか？」

「そうだね、でも一つ条件いいかな？」

「条件？」

「うん。せっかくだからあわちゃんとオフコラボしたいなーって。あわちゃんって一人暮らしだよね？　お泊りとか行ってもいい？」

「お、おふまりですと!?」

「混ざって新しい言葉生み出してるよー」

　実は私たちあわましコンビはライブスタートの時の一度を除いてまだオフで会ったことがない。

　ましろんが実家暮らしで家が遠かったのが主な理由なのだが、まさかこの瞬間が来てしまうとは……。

　ああやばい。あれだけリラックスして話してたのにいきなり緊張してきた。

「イラスト用の機材は僕が持っていくから、どうかな？」

「も、勿論大丈夫ですよ！　でもオフコラボしたいってましろんから言ってくれるなんて、ちょっと意外ですね」

「あーそれねー。なんか最近あわちゃんいろんな人とオフでコラボしてるじゃーん。ちょっとコラボ相手が羨ましいなーって思ってね」

　なんだこやつかわいいかよ。

　普段クールなましろんが稀まれに私にさらすベタ甘、もう泊まるどころか家に住んでくれ。

「この機会に僕のあわちゃんなんだぞーって主張してやろうかと思ってね」

「っ!?!?」

「なーんてね」

　あかん、クール系小悪魔ボクッ娘の破壊力はアルマゲドン級だ。危うく私の頭の中マゲドンになりかけた。

　ましろんはほんとにこういうギャップの使い方が上手うまいんだよなぁ。どこまでが本音か分からないこの妖よう艶えんさがまぁたまらん。貢みつぎたい。今度スパチャしよ。

　何をするかが決まった後はコラボ当日の時間や持ち物などを詳細に決めていく。

「当日はあわちゃんお酒飲む？」

「えっと、コラボの日は休肝日の予定だからこのままでいこうかな」

「オーケー」

　更に言えば、無いとは思うけど酔っ払ってリアルましろんに何かいけないことをやらかしたら目も当てられないからな……。

　その後しばらく他のライバーの話題などの雑談を挟んだのち、通話は終了となった。

「よし、んじゃそんな感じでよろしく。またねー」

「はーい！」

　さて、ましろんをむかえる為ために早いうちから色々準備しないと！

「さてと、とりあえずまずは掃除しますかぁ」

　そんなに部屋を汚くしてるつもりはないけど、生活感が出すぎな部分があるからそこを見み栄ばえ良くする感じでいこう。

　とはいえ、まずは掃除機からかな。







「こんな感じでいいかなぁ」

　アパートに一人暮らしだから家自体あまり広くないのもあって、思ったより早く清掃関連が終わった。

　後は何が必要だ？　えーっと……。

　あ、飲み物とかお菓子とか買い足しておいたほうがいいかな。冷蔵庫の在庫確認してみよう。

　そう思いキッチンへと足を運んだ時、ある一つの物体が視界に入った瞬間、私の体は数秒間ピタリと時が止まったかのように硬直した。

「これ……私の生活ではよく見る光景だけど、流石になんとかした方がいいよね……」

　よくアニメなどで思春期の男子学生がエロ本をどこかに隠すが如く、私は物の隠蔽にとりかかったのだった。







「お、来た来た！」

　準備も一通り終え、早く来ないかなとそわそわしている内にチャイムの音が鳴り響いた。パタパタと早足で玄関に向かいドアを開けると、ライブスタートのレコーディング以来のリアルましろんが重たそうな荷物を抱えながら立っていた。

「こんにちは、愛いとしのましろんが来ましたよ〜」

「いらっしゃい！　上がって上がって！」

「いやぁまだ都会は慣れないね。何もかもが濃縮された感じがして田舎暮らしには少し疲れちゃった」

　友人と呼べる人を自宅に招き入れるのもこのアパートに引っ越して以来これが初めてだ、なんだか緊張するなぁ。

「お疲れ様、飲み物はオレンジジュース、コーラ、コーヒー、お茶と色々あるけど何か飲みます？」

「ストゼロはー？」

「……それもありますが」

「はははっ！　冗談だよ。それじゃあオレンジジュース貰もらっちゃおうかな、お土産にケーキ買ってきたから一緒に食べよ」

「ほんとですか！　やった！」

　二人でケーキをつつきながら、やっぱりましろんのことが気になって視線を向けてしまう。

　うわぁびっくりするくらい肌真っ白で綺き麗れいだなぁ。ライブスタートを収録した時も思ったけど儚はかなげな感じが強くて妖精さんみたいだ。

　そう思い観察していると、ましろんはましろんで部屋の内装をチラチラと見ていることに気づいた。

「部屋気になります？」

「あ、ごめんごめん。意外と普通な部屋に住んでるんだなぁって思って」

「どんな部屋だと想像してたんですか……」

「さーあねー♪　ふふっ、でもあの防音材とかは配信者あるあるだよね」

「あ、ましろんも使ってます？」

「勿もち論ろん。実家暮らしだと音とか一層気を遣うからね」

　私の部屋は壁にできるだけ多く防音材を設置している。

　少々風ふ情ぜいには欠けるかも知れないが、同じ施設に生活している者がいる以上配信者としてのエチケットだろう。

「これなら僕があわちゃんのこと襲ってもばれないね」

「え!?」

「なーんてね」

「も、もう！」

「ふふふっ」

　くっ！　ちょっとドキッとしてしまったじゃないか。いつもの仕返しをされてしまったな。

「それにしてもこのケーキ美味おいしいですね、どこのお店のですか？」

「えっと、名前なんだったっけな……ド忘れしたからちょっと調べる」

　そう言いましろんがスマホに手をかけ電源をつけた時、私は見てしまった。

　電源がついたスマホのホーム画面の壁紙、そこに設定されていたのはましろんと私のアバターが二人笑顔でこっちを向いてピースしている２ショット風のイラストだった。

　しかもその絵柄は間違いなくましろん本人が描いたもの、身体からだすら貰った私が見間違うはずがない。

　更に、更にだ、そのイラストは私が知る限りどこにも公開されていない初見のものだった、つまりこれが意味するものは……。

「ん？　どしたあわちゃん？」

「いや、その壁紙……」

「ああこれ？　壁紙用に描いちゃったんだよね、良く描けてるでしょ」

　あかん、これはあかんて、顔が熱くなってきたのが自分でも分かる。

　するとそんな私を見たましろんは悪戯いたずら好きの猫のようなニタッとした笑みを浮かべながら、ずいずいと私の傍そばまで寄ってきた。

　な、なんだなんだ？

「あーわちゃん♪」

「な、なに？」

「ハイチーズ！」

「え、え？」

「ほら早く！」

「う、うん」

「ハイ笑ってー」

　スマホのカメラを斜め上から向けてくるましろんに言われるがまま、ポーズをとり、そしてシャッターが押される。

　えーとこれは……。

「リアルバージョンゲットー。これはロック画面の壁紙にしちゃおっかなぁ」

「ッッッ！？！？！」

　思わず後ろに倒れこみ顔を手で覆ってしまう私なのでした。

　あ、勿論二枚とも後で頂きました、宝物です。







　そんなことをしている内に脳内に存在するVTuberましろんとリアルのましろんが段々一致してきて緊張も解けてきた。

　今は夕飯をましろんにご馳ち走そうする為にキッチンで材料を切っている。

「夕食まで作って貰っちゃっていいの？　なんなら僕近場に買いに行くよ？」

「大丈夫、いつもやってることだからねー。そんなましろんこそ後ろで見てないでさっきみたいにあっちでくつろいでくれてていいよ？」

「いや、僕は料理できないからちょっと気になってね。邪魔しないようにするから見てていいかな？　あわちゃんの料理とか興味深いし」

「見るのはいいけど、別にヘンなものとか入れないからね……」

「ストゼロは入れないの？」

「今日はただの肉じゃがなので入れません！」

「砂糖、塩、コショウ、みりん、お醬しょう油ゆ、ストゼロ」

「調味料みたいに言わないの！」

　いつもはどこかめんどくささも感じていた料理だが、今日はなんだか終始楽しく感じた。

「ごちそうさまでした。いやぁ本当に料理上手うまいんだねあわちゃん、正直驚いたよ」

「お粗末様です。味重視でそんなおしゃれな料理とかはできませんけどね。私が料理できるくらいでなぜそんなに驚いているのかは知らないですけどー」

「おやおや、僕ともあろうものがあまりのおいしさに口が止まらなくなって失言をしてしまったようだ。これはお詫わびに皿洗いでもするとしよう」

　夕食後のまったりとした時間の中、冗談交じりにわざと口をとがらせた私を見て、誇張し過ぎな賛辞を交えてましろんがそう言った。

「いやいや、そんなこと私がやりますよ。そもそも怒ってませんし」

「大丈夫、もともと僕がやるつもりだったからね。一晩泊めてもらうんだからこれくらいはさせてもらわないと」

　私の制止を押し切り食器類をまとめジャバジャバと洗い始めるましろん。

　あの綺麗な肌が洗剤とかお湯とかで荒れちゃわないか少し心配だが、そういうことならまぁいいか。二人分だから洗い物の量もそんなに多くないしすぐに終わるだろう。

　んーでもなぁ〜……。

「なぁにぃ微妙そうな顔しちゃってぇ？　あ、もしかして対価は体での方が良かったのかなぁ？」

「ひゃい!?」

「泊めてもらうなんてそういうので定番のシチュエーションだもんねぇ。ふふっ、あわちゃんえっちぃんだぁ♪」

「えっ、あっ、ぇっ」

「ふふっ、そんなキョドっちゃって可か愛わいいなぁ」

　やばい、さっきからリアルましろんがライザ○ソードもびっくりな破壊力を見せてくるせいで私の顔面がトラ○ザム状態だ。

　このままでは、同期のママが私の理性を蒸発させようとしてくるんだが、好評発売中になってしまう。

　私は転生したらストゼロだった件を今現在己の人生で絶賛執筆中のはずだ、それを忘れるな、鉄の理性で頭がシュワシュワするのを防ぐんだ！

「あ、あんまりからかわないでください！　もう、私はお風ふ呂ろ掃除でもしてきます！」

「ふふっ、はーい」

　私は逃げるように浴室へ向かったのだった。







「んーしぶとい……こんなのあったんだなぁ」

　風呂場の汚れと格闘しながら思わず呟つぶやく。

　自分以外の人が使うとなると、場所などの理由で普段は目につかない汚れまで気になり始めてしまった。

　人だけじゃなく、物も見られることで綺麗になるんだなぁ。

「あわちゃーん！　お皿洗い終わったけどどこにしまえばいい？」

　そんなことをしていたら予想以上に時間が過ぎてしまったようだ、台所からましろんの声が聞こえてきた。

「えっと、お皿は上の棚の右側でー……」

「はいはい、右側右側……ここかな？」

　お風呂掃除を続けながら答えるも、言葉だけでは流石さすがにましろんが分からないと気づき、正確な収納場所を教える為ため掃除を一旦中止し台所へ向かう。

　あれ、そういえば料理してるとこ見てたからましろんも場所分かるのかな？

　いや、あらかじめお皿は必要分テーブルに出してたはずだから分からないか。

　……あれ？　何のために棚から出してたんだっけ？

　…………

「やっべっ!?」

　家の中とか関係なしに大急ぎで台所に駆けていく。

　あの棚の中には『あれ』が入っているはず!!

「あ」

「あ、あわちゃん……えっと……これは中々の代物だね……」

　だがどうやら手遅れだったようだ。

　ましろんの視線は、私が事前に隠蔽を図っていたものにくぎ付けになっている。

　ましろんが目を離せないもの、それは一つのゴミ袋だった。

　だがただのゴミ袋ではない、そのあまりに悲壮感漂う様は墓場と呼ぶ方がふさわしいだろう。

　名を与えるなら『ストゼロの墓場』、それは私が飲んだストゼロの空き缶だけが無数に捨てられた集合体であった。

「いや……なんかさ、ダークファンタジーのゲームとかで人が無数にくっついたみたいな化け物とかよく出てくるじゃん。僕は今、あれを見たときと同じ心持ちだよ」

「違うんです、一袋にまとめて捨ててる上にゴミを出す日が運悪く合わなかっただけで、短期間にそんな量飲んでるわけじゃないんですはい。だからその、違うんです」

「うん、そうかそうか、オーケーオーケー、完璧に理解した。だから落ち着いて」

「うがあああああああぁぁぁぁ!!!!」

　羞恥、絶望、あまりの収拾が付かない感情の嵐から奇声とともに頭を抱えてしまう。

　まさかこれを見られてしまうとは──酒カスをゴミで再現してくださいという課題を出されたときに大正解間違い無しのこれを！！！

「大丈夫、人の価値はゴミ袋なんかじゃ決められないものだよ。僕はあわちゃんの為ならこんなの余裕で受け入れられるさ」

「ましろん、それはそれでパートナーの為に堕おちていく悲劇のヒロイン感でてるよ……」

「いや、そんなつもりはないんだけど……」

　前の日のフラグを見事に回収してしまったその後、私が完全に立ち直るまで一時間ほどの時間を要したのだった……。







　そして夕食の後片付けも終わり、機材の準備もできたのでいよいよ迎えた配信時間、開幕直後から当然の如ごとく先ほどの様子がましろんによって公に晒さらされているのであった。

「──ってことがあったんですよ。以上あわちゃん宅襲撃のレポートでした！」

「やっと終わった……公開処刑とはこのことですね、聞いてるとき耳を塞ぎたかったですよ」

　ええそれはもう事細かく、例のストゼロの墓場の話まできっちりされましたとも！


：てぇてぇ



：あかん、ほんとうにてぇてぇ　￥１００００


：こんなの……耐えられるわけが……あら〜（浄化）

：お泊りとかいうＳ○Ｘほんとすこ、ましろんからの提案というのが尚なおたまらん

：料理のさしすせそ『砂糖　塩　ストゼロ　醬油　味み噌そ』

：とんでもないヤバイブツかと思ったがストゼロ缶でホッコリ

：↑ニキ環境に適応してますよ

：なんだその言い方www

：ストゼロの缶の集合体……銃の悪魔ならぬストゼロの悪魔か

：周囲１０００ｍのすべての女性と胸囲１５００ｍの十八歳以上の大人にセクハラする能力持ってそう

：胸囲１５００ｍで草、対象が謎過ぎる

：ストゼロ『…[image: ス]…[image: ステテ]…』

：ヒェッ!?

：てかこのましろんに食われそうな清せい楚そなライバーは誰？　新人さんか？

：新人じゃないぞ、活動休止から復活したんだぞ

：活動休止どころかほぼ毎日配信してたんだよなぁ



：清楚なあわちゃんがましろんにメス堕ちさせられると聞いて　￥５００００


：というか昔はこのましろんがリードする感じが普通だったんだよなぁ、なんか懐なつかしいわ

：今も昔もどっちもすこ

：これは理想的古参勢

〈相馬有素〉：推しが幸せそうで嬉うれしいのであります！　スパチャ送りたいけど上限来てるのであります！

：有素ちゃん（泣）



　それにしてもえげつない数の同接だなぁ、コメントが流れる速度が爆速過ぎて目で追うだけでも大変だ。

　初オフコラボで初お泊りとかもうコラボというより一つのイベントだもんな、せっかく来てくれた皆に楽しんでもらえるよう頑張るぞ！

「さて、それじゃあ前置きはこれくらいにしまして、さっき大まかに説明したけど今日はあわちゃんの新衣装を皆で考えていこうと思うよ」

「皆様のファッションセンスを心より期待しております！」

「良さそうなアイデアが出たら僕が簡単なラフを描くからそれの感想もよろしくねー」

「それじゃあ私たちも考えますか！　ましろん的には見えてるビジョンとかあります？」

「んー、そもそもあわちゃん用かシュワちゃん用かで迷ってるんだよねぇ」

「あー……」

　そういえば二律背反な生命体だったな私、コメディ寄りと清楚寄りであまりにギャップがあるから服の一貫性がとれないんだ。

　今もシュワはシュワ、あわはあわで服装を完全に使い分けている状態だ。というかライブスタートの時は別人扱いすらしてたしね……。

　んーでもなぁ〜……。

「せっかくましろんに描いてもらうのならなるべく多い回数着られる服を私は望みたいですが……」

「お、シュワちゃんとあわちゃん両用ってこと？」

「はい。でも難しいですよねぇ……」

「うーん確かに悩みどころだけど……いいじゃん考えてみようよ。いいアイデア出るかもしれないし」

「ほんとですか？　やった！」

「リスナーの皆もその線で考えてみてくれると嬉しいな」


：りょ！

：ましろんに自分の案を描いてもらえるとかお金払わせろ

：確かに、凄すさまじいチャンスなんやな

：はいはいはい！　ストゼロの着ぐるみ！　これしかない！

：あ〜それ、答えだね

：草



「いや大不正解ですよ！　さっきの話聞いてましたか!?」

「まぁ待つんだあわちゃん、僕たちは完全無欠じゃない、何事もやってみないと結果は１００％分からないものだよ。一度僕が描いてみるから是非の判断はその後にしよう」

「いや、ましろんが今隣にいますからはっきり分かりますけど目が物語ってるんですよ、『あ、これおもしろい』って」

「もしかすると何かの化学反応でゆるキャラ的なかわいさが生まれるかもしれないでしょ！」

　目を輝かせて恐ろしいスピードでペンタブを操作していくましろん。

　そして出来上がったのは巨大なストゼロの缶に首から下をすっぽりと収納し、プルタブ部分から顔だけひょっこりと出した淡雪の姿だった。

「ふぅ、いっちょあがりだね」

「いやいや何達成感出してるんですか、まぁシュワの衣装としてならいいでしょう。いや本当はだめですけどね？　これを着たら人として大切なものを失う気がしますから。でもまぁ妥協に妥協を重ねて良しとしましょう。でもですよ、仮にも清楚気取ってたあわがある日突然この衣装を着て『今こ宵よいはいい淡雪がー』とか言い始めたらそれはもう事件ですからね？　ましろんも同期の中に人体の85％がアルミでできてるやつがいたらビビるでしょ。それはもうライバーではなくＳＣＰオブジェクトですよ」

「まぁライブオンだし居てもいいんじゃない？　あと切り忘れという似たような事件を既に起こした君が何を言うか」

「確かに」


：流石に草

：納得するのか笑

：あわちゃん、あなたは改造されたんです、その首から下をストゼロに置き換えられて、今のあなたはストゼロ人間なんだ！

：無意味な改造はやめなされ

：ショ○カーもドン引きな改造法

：これが芸術ってもんですかね

：ストゼロ人間ってなんやねん……

：ＳＣＰ００００　シュワちゃん　オブジェクトクラス：Safe

：むしろOutやろ



「さてあわちゃん、この衣装、是非の程はいかがかな？」

「大大不正解ですよ！」

　私が盛大なツッコミを入れたその後、一個目のアイデアが終わったということもあり堰せきを切ったかのように大量のアイデアがコメント欄に流れ始めた。


：聖様に倣ならって全裸一択！

：逆バニー！

：仮○ライダーＶ３！

：健康的でセクシーなやつ、ホットパンツとか

：清楚＝爽やか＝炭酸＝ストゼロということができるからレモン柄に泡を付けた感じのワンピースとか良さげ

：右半身がシュワちゃん、左半身があわちゃんでそれぞれの側を見せて喋しゃべるあし○ら男爵方式



　いやぁそれにしてもカオスなコメント欄ですな……まともなアイデアと明らかに大喜利目的のネタアイデアが交ざって、これだけで『リスナー渾こん身しんの新衣装案集』みたいな感じで一つの動画として成立しそうな勢いだ。

「もうツッコミ追い付きませんねこれ……しいて言うなら全裸って衣装じゃないんですが、裸の王様ですか私……」

「まぁまぁ、でもセクシー路線とかは面白いかもしれないよ？」

「確かに無しではないですよね、シュワとか似合いそうですし。でもあわの清楚とセクシーってマッチするのでしょうか？」

「魅力というものはギャップから生まれるものでもある。普段清楚な服を着ているからこそ肌が出たときの淫いん靡びさが一層際きわ立だつ。ホットパンツとか試してみる価値ありありだと思うよ」

「なるほど！」

　私もすごく納得がいく説明だったので期待に胸膨らませてましろんの手元と描かれていく画面を凝視する。

　一切止まることなくすらすらと、でも自信溢あふれる力強さを確かに秘めたイラストラフが完成した。

　うん、確かにコンセプト通りホットパンツから出るしなやかな足が魅力的だ。淡雪は意外と身長が高いから尚なお見栄える。

　でも、でもね……。

「なんでポケットのところの布が無いんですかましろん……」

　本来はポケットがあるべき場所に布地が一切存在しないため、中の、えと、その、下着が少し見えてしまっているのですがっ！

「私の知ってるホットパンツじゃないですよこれぇ！」

「落ち着きなされあわちゃんよ。いいかい、これは見せてもいいパンツなんだよ」

「パンチラならまだしも清楚が常に見せていいパンツなんてこの世に存在しませんよ！」

「見えなくていいパンツなんて存在しない!!」

「なにいきなり名言みたいなこと言ってるんですか……」


：ふーん、エッチじゃん

：黒い布が見えてアッー!!!!

：抜いちゃだめだ抜いちゃだめだ抜いちゃだめだ

：最低だ、俺

：ほんの少し見えてるだけのはずなのに異様に描き込まれてるおぱんつに草

：ましろんはやっぱり皆の希望なんやなって



「確かに素晴らしいことは認めます、内心歓喜してますしシュワがこの場に居たら『オカズＧＥＴだぜ！』って言ってた可能性は否定しません。でも今の私は清楚として抵抗しなくちゃいけないんです！」

「よし分かった、それじゃあパンツを見えなくすればいいわけだね。よし、それじゃあ最初からパンツを穿はかなければいいわけだ！」

「おいいいいぃぃぃ!?!?」

　控えめに見えていた黒の布が消されてそこに鼠そ径けい部と思われる肌色が足される。

　これ正面からだからまだ大丈夫かもしれないけど、側面から見たら絶対奥のだめなところ見えちゃうだろ！

「捕まる！　この服で外出たら捕まるって！」

「大丈夫あわちゃん。これはね、見えてもいい股間なんだよ」

「言いたかっただけでしょそれ……」


：ラジオ体操第一、よーい！　まずは手を上下に動かす運動から！　はい！　いちにっ、いちにっ！

：喜びに胸を開いたんやな



：￥５００００


：えっち前リョーマです。現在無我の境地にいます

：あわの呼吸、肆伍肆伍ノ型、白濁液

：二人のツッコミとボケが正反対になってて草



　それからはバドガールならぬストガールや露出抑え目のキャンペーンガール風など様々な意見がいくつもペンタブ上を舞った。

　そしてそこから最も多くの支持を集めたのがこれだ。

　レモンの色である黄色のスカートに、炭酸のシュワシュワを意識した水玉模様を少し幾何学を意識したデザインで配置したブラウスを合わせた衣装。

　更には雪の結晶のイヤリングとネックレスのアクセサリで淡雪要素と－[image: 196]℃を表現している。

　あわとシュワの調和がばっちりとれており、私の感想としても非の打ち所がないデザインだ。

「ふぅ、運営さんと相談もあるからまだこのデザインで確定とは言えないけど、いいものができたね」

「そうですね。ましろん、そしてリスナーの皆様方、本当にありがとうございます！」

　さて、もう今回の配信の目的は終了したから、後はお風ふ呂ろ入って歯磨きして寝ましょう！

「ましろん先お風呂入っていいですよー。お客様優先でどぞどぞ！」

「ん？　何言ってるの？　一緒に入るんだよ？」

「……はいぃ？」

　今なんと……？

「なにやってるのあわちゃん？　早くお風呂入ろ」

「え、いや、だからお先に……」

「一緒に入ろ？」

　当たり前のようにそう言ってくるましろんにリアクションすらうまくとれないまま啞あ然ぜんとしてしまう。

　え？　これって言葉通りの意味だよね？　なんかの隠語とかじゃないよね？

　だとしたら……一体何が起こっているんだ!?

「まさかましろん酔ってる？　でも今日の料理にはストゼロは入れなかったはず。だとしたら……聖様が放つ毒電波でも受信したのか？」

「聖様に謝りなさい。というか忘れたの？　最初に一緒に入ろうって誘ったのあわちゃんなのに」

「え？」

　どういうことだ、そんなの記憶にないぞ。まさか海馬聖様のエネミーコントローラーの仕業か？

　ぶっかけフェイスホワイトドラゴン！　滅びのカルピストリーム!!

　……なんでもない。

「ほら、前にアニカー配信したときに銭湯で裸の付き合いを所望するって言ってたじゃん」

　シュワの時の話かよ!!

　ああ、でも確かにそうだ。断られる前提で言ったけどまさかの「あわちゃんとならＯＫ」という返事がきていたはず。

　でもまさかここで伏線回収になるとは思わんかった!!

「で、でもうち銭湯じゃないですよ？」

「んー、まぁそうだけど似たようなものだからいいでしょ」

「そんな適当な……」

「むー、僕の風呂に入れないというのかぁ！」

「いや入るのは私のお風呂なんですが」

「あははっ、確かにそうだ。でも一緒に入りたいのは本当だよ。あわちゃんは嫌？」

「いや、びっくりしただけで嫌ではないですよ。でも……襲われても知りませんよ？」

「大丈夫、長い付き合いの上であわちゃんに信頼があるからね」

　なぜそこまで自信たっぷりにそんなことを言えるのだろうか？　私の記憶では事あるごとにセクハラ言動を連発したはずなのだが……。

　まぁでもましろんが一緒に入りたいって言うのならいっか。どうせ修学旅行みたいなノリだろうしね。やましいことなどまさかないない。

　うっ……でも体型見られるのちょっと恥ずかしいかも……最近運動できてなかったからもしかすると……そうだ！

「それじゃあ一応バスタオルをお互い体に巻いてください、体洗う時も見ない。それならどんとこいです！」

「え〜……まぁいっか、おっけ！　さっそく行こうか。てなわけで配信音声ミュートしまーす。少し待っててね」


：あ〜たまらないですわ〜



：神回　￥２００００


：僕はね、お風呂のバスタブになりたかったんだ

：そうか……なら、俺が代わりになってやるよ、任せろって！

：いいや譲らん！　絶対に譲らんぞおお!!

：あれー？









「ふ〜、いやぁお風呂はいいねぇ。力が抜けて身体からだが溶けそうだよ」

「そ、そうですね」

　私は緊張で体ガチガチなんですがー!!

　現在、お互い髪と体を洗い終わり、本当に二人で湯船に浸つかっております。

　少し狭めのバスタブだからさっきから肩とか普通にくっついてます。

　バスタオルを巻いているとはいえましろんの方を向くとセクシーな鎖骨が──

　これは直視できない……。

「あわちゃんってさ、結構あるよね」

「な、なにがです？」

「バストだよ。素晴らしいものをお持ちのようだ」

「あ、ああなるほど。そうでもない気がしますが……」

　相変わらず視線はお湯に向かい下げた状態で応える。

「いや、僕と比べるとやっぱり大きいよ。アニカーコラボの時ツルペタって言われたの忘れてないぞー」

「いやでも、それはアバターのましろんに対して言いましたから」

「じゃあリアルの僕の胸は大きいの？」

「……はい」

「あー噓うそついたー！　さっきから視線外してるくせになんで分かるのかなー？」

「ち、ちらっと見えたからですよ！　あ、見えたって言ってもタオルの上からですよ！」

「ほんとー？　ん〜……やっぱり納得できないなー。ほら、今しっかり僕の胸見て判断してよ」

「え、ええ!?」

「はやくはやく！」

　ううむ、これはやらなければ納得してもらえそうにないな……正直サイズが分かるくらいまでは見てなかったしね。

　まぁバスタオルの上からだし問題ないか、そう思い視線をましろんに向けたのだが──

「え？」

「にひひっ」

　本来ならタオルで隠されているべき場所──そこには間違いなく人の柔肌でできた控えめな膨らみが横に二つ並んでいた。

　その代わりにタオルはましろんのお腹なか付近まで下げられており、更にましろんはまた悪戯いたずらっぽく笑っている……これはつまり……、

　!?!?!?!?

「キャアアアァァ!!　ましろんのエッチ！　破廉恥！　聖様──!!」

「だから聖様に謝りなさい」

　そんなに長なが風ぶ呂ろでもないのにのぼせてしまいそうな時間でした……。

　それにしても今日のましろんは一ひと際きわテンションが高いな、一体どうしたのだろう？

「よし、そろそろ寝ようかあわちゃん」

「そうですね」

　お風呂を上がり既に配信も終了した為ため、もう今日は寝るだけだ。

　いやぁそれにしてもまぁ盛り上がった配信だった、どうやらかたったーのトレンドもかなり上位に昇ったようだ。

　良いい仕事ができた後だから気持ちよく眠れそうだ、ましろんの隣に行き私も寝ることにしよう。

　うん、もうね、なんかお風呂の時点で予想できてたけど当たり前のように一緒に寝ることになったよね。

　もう混乱してても仕方ないから楽しむことにしたよ、うん。今日は神様がくれたご褒ほう美びの吉日だと思うことにしよう。

　同どう衾きんだぜヒャッハー!!

「どう？　あわちゃん寝れそう？」

「ん〜……正直微妙です」

「ん、なんで〜？」

「すぐそばに小悪魔さんがいるからですよ〜」

「ありゃりゃ、それは大変だ。でも僕は結構眠いかもー。今日はちょっとはしゃいじゃった」

「確かに今日のましろんは終始楽しそうでしたね。自宅に招いた手前、楽しんでいただけたのなら安心しました」

「……もしちょっとやりすぎたかもならごめんね？」

「いえいえ、なんだかんだ私も楽しかったですよ。でもどうしたんですか？　県外に出たので旅行テンションみたいな感じです？」

「んー……こっから寝言！」

「はい？」

「いいかい、こっからは全て寝言なのです。なので変なこと言ってるなこいつとでも思いながら聞いてください」

「は、はぁ」

　そういうとましろんは布ふ団とんの奥まで潜り込み、私から顔を隠した状態になった。

　なんだなんだ？　さっぱり意図が読めないのだが？

　だが頭上に「？」を浮かべた私を置き去りにして、ましろんは淡々と本人曰いわく『寝言』を語り始めた。

「僕ね、デビューからずっとあわちゃんのこと見てきたつもり」

　それは、とてもとても、まるで雪の寒さから守ってくれるマフラーのような優しい声色で始まった。

「当時のあわちゃんは、いや、今もかな、言っちゃあれだけど器用じゃなかった。必死になって何かネタを見つけてきては毎日配信して、その度に心が擦り減ってるように僕には見えた」

「……はい」

「僕は頑張ってる子が好き。そういう人が報われてほしいと思ってるし、そういう世の中であってほしいと常に願ってる、はっきり言えばそういう子が推しなんだよ僕。だからそんなあわちゃんのことをずっと応援してた。きっとこれは淡雪のママだとかは関係なく、ただ一人のファンとして応援してた」

　静かに紡つむがれていく言の葉たち、その葉一枚一枚には確かにましろんの心の熱が籠もっている。

　自然と私は目を閉じて、一つの音も逃さないよう、全てを受け止めようとした。

「焦あせり、不安、失意、きっと色んな感情があったんだと思う。初期からずっと見てきて悩みの相談とかも受けてた僕は気づいた。あわちゃんは配信を楽しむことができてないんだなって」

　当時の情景が脳裏にフラッシュバックする。

　大きく周りから人気に差をつけられて、なんとかしなければという思いに心を侵食され、それ以外のことを考えることができなくなっていた当時の私が、閉じた瞼まぶたの裏に映る。

　でも今の私はその光景を見てマイナスな感情を持つことはなかった。感じたのは『懐なつかしい』や『あの頃は迷走してたなー』などといった回顧の感情。思い出し笑いすらしてしまいそうになった。

　きっとそれは──私が自分自身を受け入れることができたからだ。

「でも例の配信切り忘れから一気に変化が生じた。日に日にあわちゃんの声が明るくなっていった。笑うことも増えた。そして今日、直接会って確信した。自分で気づいてるかもしれないけど、配信中もそうじゃないときもあわちゃん生き生きしてた、楽しそうだった。だからね、僕もなんだかうれしくなってきちゃって……あははっ、ちょっとはしゃぎすぎちゃった、柄でもなくて恥ずかしい」

「ましろん……」

「良かった……本当に良かった……」

　当時は勝手に私は孤独なんて感じてた。皆が雲の上にいるように感じて。

　でも今では思い返すたびに傍そばに居てくれる人がいた。同期や先輩やマネージャーさん、そして今私の為に声を震わせて喜んでくれている親友。

　特に目立つ学生でも無かった。就職先は真っ黒で口癖が「すみません」だった。でも私は幸せ者だよ、今かけがえのない人たちとかけがえのない時間を過ごしているのだから。

「おめでとうあわちゃん、ずっと応援してたよ。そしてこれからも応援してる、心音淡雪のファン第一号としてね。そして一緒に切せっ磋さ琢たく磨ましながらVTuber界を盛り上げていこう、これは彩ましろとして、ね」

「ありがとうましろん、今までも、そしてきっとこれからも」

「大好きだよ、あわちゃん」

「はい、私も大好きです」

　お互いの手が磁石のように引かれあい、優しく、でも決して離れないように繫つながれる。

　さっきは眠れそうじゃないと言ったが、不思議と今にも温かな感情に包まれて眠ってしまいそうだ。

「おやすみ、あわちゃん」

「おやすみなさい、ましろん」

　今夜は良い夢が見られそうだ──







「忘れ物ないです？」

「うん、ばっちり！　それじゃあそろそろ行きますかね」

「気を付けて、また来てくださいね」

「うん、またね」

　眠りから目が覚めた後、私たちはいつもと大して変わらないやりとりを交わし、昼頃になったところでましろんが帰宅することになった。

　話の締め方がいかにもましろんらしいなと思いながら、小さくなっていく背中を見送る。

　そして見えなくなり家の中に戻った私は──

「よし！　今日も頑張りますか！」

　力強くそう言ったのだった──
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　都内のなんの変哲もない居酒屋、そこには淡雪のマネージャーである鈴木と朝霧晴の中の人である最も上がみ日向ひなた、その他にもライブオンの社員が数名集まっていた。

　何か用事があるのかと言えば、これまた何の変哲もない飲み会である。休日前に仲のいい社員が集まって酒を飲む、ありふれた光景だ。

「ねぇ日向さん、そろそろライブやりましょーよー」

「んー？　ライブなら毎週何回もやってるよー」

「そうじゃなくて、ライブ会場で沢山お客さん集めてやる音楽ライブですよー。そろそろやりませんかー？　日向さんのソロライブとか絶対盛り上がりますって！」

　酒の勢いに任せてとりあえず提案してはみたものの、実は鈴木はどのような答えが返って来るのか知っていた。

　これまで同様の案が飲み会の場や、会社内の会議でも上がったことがあるのだが、一貫して日向の答えはＮＯだった。

　最上日向という人間は、天才的な才能を持ちながらも実は自分が主役となることをことごとく避ける傾向がある。

　表にはしないためこのことは恐らくコアなリスナーですら気づいている人は少ないだろう。ライブオンを成長させた立役者でもある彼女は、自分だけが目立つ行為や自分の為ための企画などはことごとく断る主義であった。

　なぜなのかと聞かれればその答えもはぐらかしてしまう。その為、現状日向にソロライブなどの企画を受理してもらうのは不可能であるというのがライブオンの通説だ。

　それでも鈴木が提案をいくら拒否されてもやめないのは成功を確信しているから、そして何より一人のファンとして最上日向という人間にもっと輝いてほしいから。

　彼女のポテンシャルなら今よりもっともっと上を目指すことができる。それが目に見えて分かっているから諦めきれない。

　今日もどうせ断られるだろう、でも彼女の中にライブ開催という選択肢があることを忘れないでほしい、鈴木はそういう思いで度々提案を繰り返していた。

　だが──この日の日向は鈴木の想像と真逆の答えを返した。

「いいよ」

「「　　　　　　　　」」

　鈴木だけではない、傍で他の話題で盛り上がっていたライブオンの社員が全員日向に振り向き、そして無言で目を見開いた。

「「うおおおおおおおおおお!!!!」」

　そして数秒後には驚きが歓喜に変わる。

　普段は落ち着いた鈴木でさえ大声を上げて隣の同僚と抱き合った。

　まるでお祭り騒ぎのようだが、これは日向という人間がそれだけ多くの仲間から慕われていることの証明であった。

　ライバーでもありながら会社でも中心人物であり、いかなる物事も余よ裕ゆう綽しゃく綽しゃくとこなしていく様は多くの仲間から尊敬され、そしてだからこそ自分の為には消極的な姿がもどかしかった。それがこの場で一気に喜びとして解放されたのだ。

「でも一つ条件あり」

　日向のその声に再び辺りは静まりかえり、視線は一点に集まる。

　その中日向はにやりと口角を上げ、こう告げた。

「ライブの最後、シュワッチとサプライズコラボで一曲歌う、それならいいよ」

　まだまだ淡雪の激動の日々は続く……。
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『VTuberなんだが配信切り忘れたら伝説になってた』略して『ぶいでん』の２巻を手に取ってくださりありがとうございます、作者の七なな斗と七ななです。

　実はこの２巻の内容は、冒頭から丁度書籍化が決まった時期と重なっていまして、それに合わせて１巻に比べるとパロディ要素にプラスして強烈なキャラ個性を生かしたキャラクター小説の要素が強くなっています。

　四期生も登場し、更に独自の広がりを見せるライブオンの世界を今後も楽しんでいただけたらと思います。

　さて、ここからは１巻発売後の話になるのですが、これは夢なのではないかと思ってしまうほど色々な出来事が起きましたね。

　私も度肝を抜かれた圧倒的な完成度のＰＶがバズって某大手動画配信サイト様で急上昇入りしたことに始まり、現実の大好きだったVTuberさん達に反応をいただき、ラノベの賞をいただくこともあれば、編集さんの負担が心配になってしまう程の大量の企画が動いています。

　結果的に何度も大重版が掛かりまして、ライトノベル界に大きな衝撃を与えられたスタートダッシュだったのではないかと思います。

　リアルでも伝説を残しつつあるその様から、原作再現と言われたりもしました。

　このような華々しい成果をあげることができた要因ですが、周囲の方々に恵まれた、それに尽きると思います。私１人では到底辿たどり着くことはできませんでした。

　ぶいでんの世界を彩いろどってくださった関係者の皆様、web版を支えてくださった皆様、そして書籍を手に取ってくださった皆様に心より感謝申し上げます。

　本当にありがとうございました!!

　最後に、ここからは宣伝になりますが、心音淡雪の公式Twitterアカウントが稼か働どうしています。

　一般的な宣伝アカウントの範はん疇ちゅうを超えたユニークなツイートが見られますので、ぜひフォローをお願いします！

　また、何もなければ続刊ができると思います。

　３巻では恐らくweb版で屈指の人気を誇ったあのエピソードが書かれるかと。四期生を始めとしたライバー達もまだまだこんなものじゃあないので、ぶいでんをこれからもよろしくお願い致します！



















VTuberブイチューバーなんだが配はい信しん切きり忘わすれたら伝でん説せつになってた２
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